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本調査は,日 本 自転 車振興 会の機械工業振興資金 によ る 「昭和44年 度 情

報処理 に関す る調査研究 補助 事業 」の一 環 として実施 した ものです。
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コンピュータによ る情報処理 は,社 会経済の発展 にともない各 種情報の蓄積,

加工,供 給 を最 も有機 的,効 果 的 に進め る担い手 として,最 近 とくに その役割 の

重要性が認識 され てお ります。

このよ うな情 勢において,情 報処理および情報処理産 業の前途 には解決 を要す

る幾多の課題があ ります 。

当財 団は,情 報処理 に関す るこれ らの諸 問題解決 のため,各 種 の事業 を実 施 し

てお りますが,先 般来情報処理 および情 報処理産 業の動向 と影響 調査 のため,経

営情報調査委員会 を設 け,経 営情報の種類,情 報確保の手段お よび充足度な ど,

現在 の経営情報 システムにおけ る情報処理の実態 につ ぎ3業 種の モデ ルを採 りあ

げケーススタデー として調査 し,そ の結果 をと りまとめた ものであ ります。

ここに,本 調査実施 に際 し,主 査 として こ協 力いただ きました三井物産㈱,西

尾出,㈱ 新潟鉄 工所,佐 々木健 人,川 崎製鉄㈱,塩 谷信和諸氏 および実際の調査

作業にご参加 いたSき ま した関係各位 により感謝の意 を表 します とと もに,本 報

告が各方面 に利用 され,わ が国情報処理産業発展の一助 として寄与で きます よ う

念願いたす次第 であ ります 。

昭和45年6月

財 団法人 日本情報処理開発セ ンター

会長 難 波 捷 吾



1

.

,

、

、

・

4



雀

、
'か弍

パ

,

《

ピ
が
Y
、

⌒
.
、
ノ

・d

目 次

1

皿

皿

調 査の 目的 と内容

総合商社 における経営情報調査

は じ め に

1.

2.

3.

-

り
白

3

4

5

食品流通と総合商社

食品 コ ン ビナー ト形 成 へ の ア プロ ーチ

食品 コ ン ビナー ト形 成 の プ ラニ ング

機 械 工 業 に お け る 経 営 情 報 調 査

は じめ に

機械工業の特色

機械工業における情報の特質

プ ラニ ング と経 営情 報

オ ペ レーシ ョナル情報 管理

N鉄 鋼 業における経営情報調査

-

り
匂

3

4

は じめに

営業 情 報 シス テ ム

生産 工程 管 理 シ ステ ム

む す び

、

1

3

3

6

2

9

5

5

6

0

8

3

5

・
5

4

4

4

3

5

8

8

8

9

9

11

13

13

14

15

16



♪

9

》

略

θ

、r

ゾ

、.

・

、

,

,

.

「

9

1

.

'

〉

「

層

.

.

「

.

,

』

一

、

.
L



調 査 の 目 的 と 内 容

 

1



」

、

■

●
、

,
'ち

一

・



一
情 報化 社 会 を指 向 す る,わ が 国の 経 済社会 にお いて,企 業 や官 公 庁 では コン ピ ュー タの 利用 に よ る

経営 情 報 シ ス テムの 形成 が必 然 的 な もの とな って い る。

とくに,わ が国 の 場 合,諸 外 国 に比べ 高 い経 済成 長 を続 け る とと もに,人 口や産 業 の特 定地 域 集 中

に よ る,い わ ゆ る高 密 度社 会 を形 成 し,産 業 の専 門家,細 分 化の 傾 向は一 段 と進 展す る動 きをみせ て

い る。加 えて,政 治 経 済 は国 際化 時代 を迎 え,政 府 や産 業 界 は 目 ま ぐる し く変 動 す る状況 に敏 速 に 適

応 す る必要 に迫 られ て い る。

こ う した状 況 に対 応 して,産 業界 や 政府機 関 に おい ては 時宜 を得 た意思 決 定 を行 な うた め,情 報 の

有機 的な管 理 運用 体 制 を確 立 す る必 要が 生 じて きて い る。 経営 情 報 システ ムは,高 度 に コ ン ピュー タ

を利 用 した有 機 的な 管 理 運用 体制 としての情 報処 理 シ ステ ムであ って,機 能 と して は,有 効 適切 な 情

報 を適宜 に処理 提 供 す る ことが 要求 され る。 と くに,従 来 コン ピ ュー タに対 して は,こ れ を ど う使 い

こなす か とい うことが 問 題 であ ったが,今 後 は,経 営 に コン ピ ュー タを如 何 に 活用 す るか とい う点 に

焦点 が むけ られ(す な わ ち経 営 情 報 シ ステムへ の指 向),こ れ に 向 っての アプ ロ ーチが な され るだ ろ

う。

本調 査 は,こ の よ うな ア プ ローチの た めめ 一つ の 手段 として,経 営 のニ ー ズ(計 画 や業 務)に 対 し

てい か な る情 報が あ り,そ れが い か に して集 め られ,い か に利 用 され てい るか 。 ま た,情 報 の ニー ズ

(必 要度)に 対 し現 実の 充 足度 が 十 分で ない 場 合 には どの よ うに 対処 され てい るか 等に つ い ての現 状

把 握 をね らい とした もの で あ る。

本 調査 は,長 期 計 画立 案 の ため の プ ランニ ング情 報 と産 業 ・販 売 等業務 管理 のオ 〔 レ ー シ ョナル管

情 報 とに 大別 して進 め るこ と とした。

今 回,こ れ らの ケー ス ス タデ ィとして,商 社,機 械 工 業,鉄 鋼 業の 三業 種 を取 り上げ た。 商社 は シ

ス テム オル ガ ナ イザ ー機 能 として の 食品 コン ビナ ー ト形成 の た め の情 報処 理 機 械工業 は プラ ンニ ン

グ,オ ペ レー シ ョナル 情 報処 理,鉄 鋼 業 は販 売 ・生 産管理 オペ レー シ ・ナル情 報処 理 を中 心 に調査 分

析 を行な った。
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は じ め に

わが 国 の流 通産 業 は,種 々の要 因 に よって他 の 産業 に比 べ て,そ の近代 化,整 備 がか な り立 遅 れ て

お り,し か も生 産機 構 の テ ンポ の速 い動 きに追 随 して変 化 して きて い るが,そ の中 で商 社 の 占 め る位

置づ け もま た産 業 構造 の変 化 に つ れて,拡 が りを増 しなが ら変 わ って きてい る。

日本 的 な経 済 発 展 の場 を土 壌 として 発 展 して きた 商社 の 機能 は,専 門家 ・総 合化 の方 向 を辿 りつ つ

流 通機 構 の 中 心的 存在 として,生 産 機 構 と市 場 との 双 方 に対 して,種 々の 影響 を及 ぼ して きた。 こ

の よ うな姿 は,戦 後 の わが 国経 済 の復 興 発展 の 時期,す な わ ち産業 構造 的 に みれ ば,第1次 産 業主 体

か ら第2次 産 業主 体 へ と移 行 し,し か も生産 業 な どが,め ま ぐる し く発達 す る科学 技 術 を積 極 的 に 撮

り入 れ るこ と に よ り,企 業 体質 の改善 ・合理 化 を図 りっ っ,市 場 競争 力 を強 化す る過 程 に お いて 飛 躍

的 に発 展 して きた 時期 と軌 を一 にす るもの で あ る。 こ の よ うな 生産 機 構 を主 体 とす る産業 経 済 の著

しい発 展 の時 期,い わ ゆ る高 度 工業 化 社会 の形 成期 にお け る流通 業 の役 割評価 は,必 らず し も高 い も

の で はな く,特 に 問屋 的機 能 に重 点 を置 く商社 の位 置づ けは,悲 観 的 に捉 え られた とい え る。 技 術 革

新 に支 え られて,低 コス トに よ る均 一 製 品の大 量 生 産体 制 を実現 レた メ ーカ ーは,大 量 消 費 市場 を 自

ら作 りだすべ く,末 端 小 売業 に至 る流 通機 構 を整 備 す る こと に力 を注 いで きた。 反面,市 場 に密 接

に繋が って い る小 売業(百 貨 店,ス ーパ ース トア,専 門店 な ど)の この時期 にお け る動 向 をみ る と,

ま さに激 動 の時 代 で あ る とい え よ う。

産 業経 済 の 飛躍 的 成長 に よって もた らされ た もの は,消 費 者 サ イ ドで見 れ ば,人 口の都 市 集 中化 あ る

るい は生 活 の都 市型 へ の形 態変 化,さ らに 経済 力 向上 に よ る購 買 力 の増大 で あ る。 こ うし た市場 の

動 き,特 に大量 消 費 市 場 として の大 都市 効 外,衛 星 都市,地 方 都 市 の購 買力 を既 存 の小売 業 者 に先駆

けて捉 えた の は月賦 百 貨店,中 堅 衣 料 ス ーパ ーな どで あ るが,こ れ ら もピ ック ・ス トア と しての 大 手

ス ーパ ーや大 手 百貨 店 の進 出な どに よ り,結 局,百 貨 店,ス ーパ ー,ス トア,専 門 店の 三者 で商 業 立

地 を分 けあ う状 態 とな って い る。 と くに,ス ーパ ー ・ス トアのチ ェー ン化 によ る販売 力 の 飛躍 的 な

増大 は,常 に 自由競 争 下 の市 場 分割 に熾烈 の度 を高 め る源 とな っ た。 す なわ ち60年 代 の この よ う

な ス ーパ ー ・ス トアの役 割 は,い わ ば流通 革 新 の光 輝 あ る旗 手 の ご と き もので あ ったが,そ の経 営体

質 に一 歩踏 み こん で みれ ば,流 通革 新 へ の チ ャ ン ピオ ン として の新 しい感覚 に よ る経 営 理 念 と,マ ー

チ ャン ダ イジ ン グ面 にお け る ビジ ョンとを備 えてい たわ けで はな い こ とが 明 らか にな ろ う。 消費 市

場 の拡 大化 の動 きの 中 で,零 細 企業 を主 体 とす る小 売産 業 構造 を し り目に,無 競争 的 に市 場 占有 をな

し えた とい う客観情 勢 に依 る とこ ろ極 めて大 で あ っ た。

情 報化 時 代へ の発 展は,消 費 者 の 商品 に対 す る欲 求 を多様 化 ・個 性 化 せ しめ る もの で あ るこ とは,

もは や定 説 的 で あ る・。 た と えば,消 費 者 に密 接 した商 品 で あ る衣 料 品 あ るいは 食料 品 な どにお いて

流 行 ま た は嗜好 とい った もの は,全 国的 にほ ぼ同時 に行 きわ た るで あ ろ う。 流行 に 沿 っ た商 品 を適

一3一



時 提供 す るだ け の企 画力,営 業力 を持 た ぬ流通 業(小 売 業者)は ,こ の 時 点に お いて は脱落 を まぬ が

れ な い。 同時 にま た,に れ までの ス ーパ ーな どに見 られ る,巨 大 な単 品 の多量 販 売力 のみ に依 存 す

るご とき商 売 形 態,あ るい は既 存 の流通 機 構 の上 に な りたつ販 売 形態(百 貨 店な ど)を 以 て して は,

激 し く変動 しつ つ あ る消費 市場,産 業 経 済 の環 境 にお い て存 立 す るこ とは困 難 であ る とい わ ざ るを得

な い。

以 上,流 通 段 階の 末端 に位 置す る小売 業の 発 展 の経 過 と内 包 す る諸 問題 とに 目を 向け てみ たが,生

産者 と流通 機 構 との仲介 者 的立 場 にあ る商社 もまた,種 々の問 題 に当 面 し,自 らそ の打 開 を はか らな

けれ ばな らない 立場 にあ るこ とは同然 であ る。

現 時 点 に お け る総 合商社 の 機能 は,新 旧機 能 が 混 然 として お り,何 が主 要 な もの で あ るか を一 概 に

言 い 切 るこ とは必 らず し も容 易 で はな い。 た とえば,現 状 の総 合商 社 の機 能 を見 ると,殆 ん どが 商

品 別営 業 部 門 を形 成 して い る。 そ して 夫 々が生 産 者 と個 別 に結 びつ き,地 方 に おい て各 商 品分 野 別

に形 成 され た流 通 機構 と結 び つい て い る。

い わば,き わめ て 日本 的 特 性 を そな え た産 業 の 形態 に もっ と も即 した形 を と とのえて い るわ けで,

縦型 の商取 引 形 態 の典 型 がみ られ る。 この よ うな縦 の構造 の中 で,問 屋 的 機能,金 融機 能 的一 面 あ

るい は リス クヘ ッジ機能 な どを主 体 に大 型 化 して きた の であ る。

わが 国 にお け る資 本主 義 形成 発 展 の時 期,っ ま り工 業化 の進 展す る時期 に おい て,新 技術 の 開発 と

と もに発生 して きた幾多 の 商 品お よび その流 通 の た め に専 門的 に これ を取 扱 う部 門 として形 成 され た 、

ものが,そ の ま ま存 続 しで い るのが,総 合商 社 にお け る商品 別 部 門で あ り,流 通 業界 全 体 に み られ る

縦型 の し くみ であ る。 工 業 化進 展 につ れ て商 社 にお け る主 力 部 門 も移行 し,現 在 に おい て は化 学 品,

鉄 鋼,機 械 な どが主 力 で あ るが,一 方,先 に のべ た小売 業 の 発達,と くに ス ーパ ー ・ス トアな どと競

合 す るよ うな商 品分野 におい て は,(食 品,繊 維 部門),販 売取 扱高 の上 で格 段 の差 をっ け られて お

り,総 合商 社 が 此 の種商 品 の多 量販 売 を図 る とい う ことは,も は や意 味 のな い努 力 とい って も差支 え

ない であ ろ う。

総 合商社 を形 容 す る ・ラー メ ンか ら原 子 力 まで ・とい う多様 さ を誇 示 す る文句 も,単 純 な多 量 販売

の面 で は適 切 な キ ャ ッチ ・フ レーズ とはい えぬ状 態 とな って きて い る。

また,生 産機 構 の拡 充 を 目指 す メ ーカ ー は,原 材料 の確 保,開 発 あ るい は製 品 の海外 市 場 開拓 を 図

るため に,海 外へ の種 々形態 に よ る進 出 を試 み て きて い るが,こ れ らの動 向 と合 わせ て総 合商 社 自身

も開 発 輸 入的 業務 が 増大 して きて い る。 しか も,こ れ らは単 品 的な 資材 の買 付 とい った形 態 よ り も,

複 合 的 に開発 す る とい うケ ースが 増加 して い る。

す なわ ら,開 発途 上 国 よ り資源 の輸 入 を図 る場 合 に,関 連 あ る商 品 部 門が 参加 し,商 社 の能 力 を総

合 的 に これ に 向 け,プ ロジ ェク ト開発 的 ア プ ロ ーチ を試 み るな どが これ に 当 る。 その他 に も,コ ン

ビナ ー ト形 成,流 通 セ ンター設 置 な どを通 じ,従 来 の 部門 単位 だ けで は カバ ー し きれ ない よ うな商社

機 能 発 揮 の場 が増 してい る。 冒頭 に述べ た よ うに,情 報化社 会 の進 展 とと もに,商 社 を と りま く環

境 が複 雑 化 し,変 化 す るほ ど,こ の よ うな い わ ゆ る シス テム ・オル ガナ ィズ機 能 は,総 合商 社 におい

て 比重 を増 す であ ろ う。
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商 社 は,環 境 変 化 に合 わせ て,そ の し くみ を変 更 して ゆ きや すい 体質 を もって い るが,縦 型 の機 能

だ けで は カバ ー し きれ ぬか ら とい って,横 型 の し くみ に全 面 的 に切 替 え るわ け に も行 か ない。 む し

ろ現 実 的 には,各 商 品部 門 が徒 らに横 方 向に 手 を拡 げて,総 合商 社 の 複雑 化 に輪 をか け るよ り も,夫

々 の部 門 は縦型 の 専 門領 域 に徹 し,こ れ らを横 の方 向 に繋 ぐため の方 策 を生 み だす こ との 方が 有 意 で

は ない か と考 え られてい る。 縦 とい い横 とい い,商 社 に とって もっ と も重要 な もの は多 量 の情 報 で

あ り,し か もそ れ らの価 値増 殖 を はか れ る機能 で あ る。 われ わ れは 昨44年 度 の調 査 にお いて,総

合商 社 の機 能 と情 報 との 関連 づ け を,プ ラ ンニ ング,オ ペ レー シ ョナル2つ の 次元 につい て行 って み

た.い わ ば既 存 の機 構 にお け る情 報 の 意 味づ け を試 み たの で あ るが,今 回 の 調 査 にお いて は,む しろ

今後 総 合商 社 の機 能 として重 み を増 す と考 え られ るもの を対 象 に,商 社 機 能 と情 報 の関係 を探 って み

る こ とに した。

調 査 対象 に っ いて は,総 合商 社 の基 本 的機能 に照 して 拡販 対 策が 真 剣 に検 討 されて い る商 品分 野 で

あ る食料 品 を選 定 した。

市 場 に対 して 食料 製品 を多種 多 量 に提供 す る とい う機 能 は,先 に も述 べ た如 くス ーパ ー ・ス トアの

独壇 場 とい って差 支 えない 。

とすれ ば,商 社 は これ に正 面 きって 抵 抗す る こ とを考 え るの で はな く,情 報集 収 ・加 工 力 あ るい は

企画,マ ーチ ャン ダ イズ の 面 に お け る機能 発 揮 を考 え るべ きで あ ろ う。

「食 品 コン ビナ ー ト計 画」 は この よ うな考 えの下 に策 定 され た ものであ る。

●

、●
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1.食 品 流 通 総 合 商 社

1-1総 合商 社 と流 通 情 報 シス テ ム

日本経 済の 急速 な成 長 へ の過 程 と,こ れ に と もな うダ イ ナ ミッ クな構 造変 化の 中 で,今 や 第三 次 資

本 自由化 を ひか えた 流 通部 門 は もっ と も激 し く,し か も広 範 囲な構 造 変 化 を とげ よ う と して い る。

こ うした動 きに対応 して 政 策担 当者 で あ る通 産 省 は,流 通業 界 の今 後 の進 むべ きガ イ ド ・ポ ス トと

して 「流 通活 動の シス テ ム化」 とい う新 しい考 え方 を前 面 に打 ち出 して,将 来 の ビジ ョンの 策定 に取

り組 んで い るわ けで あ るが,こ れ を流 通業 界 にお け る総 合商 社 の立 場 か らと らえ ると き,そ れ か ら得

られ る自 らの方 向づ けは 「流 通 活動 の シ ス テム化」 と相撲 った 「流 通情 報 シ ステ ム」 の形成 を推進 す

る姿勢 であ り,そ の前 提 と して 新時 代 に適 合 した総 合商社 の新 しい機 能 を明確 にせ ねば な らな い。 戦

後 変 り身 の早 さ,信 用 付 与 行為,金 融 機能 な どバ ックに,国 の重 化 学工 業 政策 に対 応 し た巨大 メー カ

ーの 目覚 しい 発展 と歩 調 を合 わせ 今 日の地 位 を築 き上 げ た総 合商 社 は
,社 会 の情 報 化 の進 展 と と もに,

消 費者 サ イ ド,メ ーカ ーサ イ ドか らの 新 しい機 能 の要 請,又 流 通 業 界 内の 体 制変 化 と機 能 分化 の波 な

どに直 面 し,そ の行 き方 に変 革 を求 め られ て い る。

即 ち消費者 サ イ ドか らは,従 来 の安 く,良 い 商品 を求 め るこ とか ら,所 得 の増 大,都 市化 現 象 知

的 レベ ル の 向上 な どの 変 化 に伴 い.次 第 に個 性 に適 合 した多 様 化 した商 品 を求 め るよ うに た った こ と,

更 に これ に伴 い,大 量 消費 を前 提 と した大 量 生 産 とい う本質 的 な生 産 者 サ イ ドの 体制 で は マ ーケ ッ ト

の変化 に対応 す るこ とが 困 難 に な っ て来 た こ とな どか ら,流 通 業者 に対 し,確 実 な マ ーケ ッ トを約束

す る,広 汎 な市場 の情 報 を収集 出 来,そ れ らの情 報 高 度 な加 工技 術 を持 ち,そ の結 果 を活用 出来 る

知的創 造 力持 ち,或 い は合 理 的 輸 送経 路 を作 り出せ るこ とを要 請 してい る。 又義 理人情 の つ なが りが

強 く,閉 鎖的 で零 細 な規 模 であ るこ とが顕 著 な流 通 業界 に も,ス ー パ ーの 動 きを中心 として その 体制

が ぬ りか え られつ つ あ るが,総 合商 社 として も,消 費者 の欲 望 を顕 在 化 し,各 生産 者の 特 質 を効 果 的

に結 合 し,新 商品 の開 発,新 産業 集 団 を形 成す るな ど,シ ス テム開 発 力 を 備 えた産 業界 の プ ロジ ェク

トリー ダー と して独 自の 境 地 を 見 出 しつつ あ る。 その た め 以下 の機 能 を よ り充 実 して ゆか ねば な らな

い 。

イ)情 報 機能

総合商 社 に とって よ り広 く,よ り速 く,よ り正 確 な情報 の収 集 が 非 常 に大切 であ る。 総 合商 社が こ

のため に 支払 う経 費 は年 間 で20億 を越 え年 々増加 の 傾 向に あ る。 又 海外 支店 は上位4位 平均100

ケ所,2000人 に及 ん で い る。 これ か ら も総 合商 社 の情 報 ネ ッ トワー ク の重 要 さ と優 秀 さ を うか が

い知 る こ とが出 来 る。 又 この 情 報処 理技 術 の必 要度 は増 々高 ま り,こ の面 で の競 争 は一層 激 し くな る

と見 られ・ 迅速 性,正 確 性 を 更 に充 実 す るため トップグル ー プで は,自 動 交 換装 置,本 店 の大型 コ ン

ピュー タと内外 支店 を結 ん で 各種 情 報 をオ ンラ イ ン ・リアル タ イム処 理 シ ステ ム の導入 を計 ってい る
。

又・ 種 々の情 報 を収 集,整 理 し て任 意 に聞 き出 せ る情 報 探索 シス テ ム の開 発 に乗 り出 してい る。
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これ らの情 報 ネ ッ トワー クは,い わ ば 「早 耳情 報」 の為 の シス テ ムで,そ の上 情 報 機能 と して有 効

に働 くた め に は,伝 え られ る情 報 の質 が 問題 に な る。 現 在 まで長 い間 経験 と反 省 に よ りつ ちか われ て

きた、「人間 の 勘」 をバ ック ア ップす る ため に,コ ン ピ ュー タの優 れ た ア プ リケ ー シ ョン ・ソ フ トウエ

アを開 発 す る こ とに 力 を入 れて い る。

ロ)マ ー ケ テ ィ ング機 能

従来,「 何 が 売 れ る か」,「 そ の た めに は どん な技 術 があ る か」 を早 くつか み,他 に先 がけ て新 製

品 を市 場 に送 り出 す こ とが 販売 競争 に勝 つ ことであ った。 生産 設 備 の大 型 化 と大量 生 産 に対 応 す る大

量販 売 の 機構 を築 くこ とが,マ ー ケ テ ィ ング機能 で あ る と考 え られ てい た。 一 方生 産性 の 向上 は,国

民 の所 得 を増 や し,需 要 を増や す と と もに欲 望 の多 様 化 を もた らし,従 来 の生 産技 術 の 「ス キル」 で

は これ に 対応 出 来 な くな って来 て い る。 そ こで,多 様 化 し たマ ーケ ッ トの動 向 を的確 に と らえそれ を

生 産者 に伝 え,マ ー ケ ッ トの欲 求 に 適応 した商 品 を提供 出来 るよ うな,マ ーケ ッテ ィン グ機 能 が要 請

され る よ うに な る。 早 耳の ナマの 情 報 依 存 か ら,多 量 の情報 の 整理 選 択,複 合 に よ る創 造 的 な情

報へ の依 存度 が高 ま る よ うに な り,こ のた めの 情報 処 理技 術 の 高度 化が 要求 され る。

ハ)オ ル ガ ナ イザ ー機能

工業 社 会 か ら高 度 工業 化へ の過 程 に おい て は,鉄 鋼,機 械,化 学 品 な どの個 別 産 業が それ ぞ れ の個

別技 術 を発展 させ 先導 産 業 とな って い た。 そ こで必 要 と され る情 報 は 「縦 情報」 で あ った。

一 方
,今 後 の成 長 産業 と され る新 しい産 業分 野 に は海洋 開 発,住 宅 産 業,公 害 防止 産 業 な どが あ る。

これ ら産 業分 野 の 多 くは その対 象 が多 目的 であ るこ と,ま たそ の中 に在 来 産業 を も包 合 してい る こ と,

お よび 一 面社 会 開 発 的 な背 景 を もって い る ことの ため,社 会,政 治,経 済 の各 方 面 に密 接 な関 連 を も

ってい る。 したが って そ こに は,縦 情 報 と横 情 報 の重 合 に よる 高度 な情 報 が よ り一 層 必 要 となる。

住宅 産 業 を例 に とれ ば,従 来 はバ ラバ ラに構成 され て い た,建 材 製造 業,不 動 産 開発,住 宅 機 器製

造 業,建 築業,家 具 製造 業,室 内装飾 品製造 業,金 融 業 な どの在 来 産業 を エ レメ ン トと して組 み上 げ,

そ れ らを総合 的 に シス テ ム化 して 最適 効 果 をあ げ る こ とであ る。 この よ うに従 来 の物 財 中 心 の産業 構

造 に対 して シ ス テ ム とい う知 的 な所 産物 が総 合 機能 を発揮 す る 「知 的創造 を中 心 とす る産業」(シ ス

テ ム型 産 業)が 期 待 されて い る。 この よ うな産 業 の成 立 に は,縦,横 の情 報 を組 み合 わ せ てゆ く情 報

開 発機 能 と と もに在来 の産 業 を シス テ ム型 産業 に組 み上 げて ゆ く 「システ ム ・オ ル ガ ナ イザ ー」 の機

能 を必 要 とす る。

横 の情 報 システムの 確立 は 図1-1に み られ るよ うに,シ ステム型 産 業 を構成 す る多 数 の エ レメ ン ト産

業 とマ ーケ ッ.トの中間 にあ って,「 それ らを相 互 に結 び つ ける立 場 にあ る もの」 に よ って の み可 能 で

あ る。 現 在 は縦 割 に 「エ レメ ン ト産業 とマ ーケ ッ トとの間 」 が結 ば れ,そ の中 間 に 流通 チ ャネ ル があ

る。 そ の 流通 ナ ヤネ ル の役 割 を果 してい る の は商 社 で あ る。 特 に総 合商 社 は,取 扱 い商 品が あ らゆ る

分 野 に 及 んで い る等 の性 格 か ら,こ の よ うな シス テ ム型 産業 に於 け る情 報 シス テ ム を形成 す るの に最

も有 利 な立 場 にあ る と され てい る。 し か し総合商 社 に して も,現 状 で は,そ の 組織 機 構 が主 と して業

界 別,商 品別 の よ うに縦 割 に な って い る状 況で,横 の情 報 シス テム とい う会 社 あ げ ての 協力 体 制 は充

分 で は ない。 シス テ ム型 産 業成 立 の た めに は,総 合 商 社 の よ うな多 分野 に わ た る機能 をそ な えた企 業

一7一



に於 て も単 独 に は な し得 ない。

(備 考)

① 製 品開 発 生 産技 術 な どの生 産

情 報

② マ ーケ ッ ト情報,生 産 計 画情 報

な ど

③ 消 費者 動 向 などの調 査 情 報,卸

売動 向 な どの 物流 情報

④ カ タロ グ媒 体 利 用 な どに よ るパ

ブ リシ テ ィ,広 報,DM,広 告宣

伝 など のテ ス トマ ーケ ッテ ィ ング

な ど。
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② マ ー ケ ッ ト情 報,生 産 計 画 情 報 な ど

③ 消 費者 動 向 な どの 調 査 情報,卸 売 動 向 な どの 物 流 情 報

④ カ タ ・ グ媒 体 利 用 な どに よ るパ ブ リシ テ ィ,広 報,

DM,広 告 な ど の テ ス トマ ーケ ッテ ィ ン グ な ど。

図1-1

総 合商 社 は この よ うな方 向づ けの もとに流 通情 報 シ ステ ムの形 成 を推 進 してい るが,こ れ を機 能 の

面 か ら大 別 す る と,次 の3つ の サ ブ シス テ ムに 分 け る ことが で き よ う。

① 外 部情 報 を利 用 す る情 報活 用 シス テ ム。

② 実 際 の商活 動 ・対 外 取 引な どに 合 せ た商 的 流通 情 報(処 理)シ ス テム
。

③ 商 品の 出荷 や集 配 送 を行 う物 的 流通 情 報(処 理)シ ス テム

総合 商 社 にお け る流 通情 報 システ ム と は,こ れ らの いわ ば機 能別 のサ ブ シス テム を結 びつ け,さ ら

に高度 化 す る こ とに よ り・相 互 に脈絡 を もっ た全 体 とし て効 率 の高 い情 報 シ ステ ム の形成 へ と導 くと

い うこ とであ ろ う。

これ を企 業 内 の情 報管 理 シス テ ムに あ て はめ て考 え る と次 の よ うに な る
。

①経 営計 画 や各種 流 通情 報 の管理

② 取 引情 報 の管理

③ 物的 流通 情 報 の管 理

④ 財 務情 報 の 管理

そ して,こ れ らのサ ブ シス テム を有 機的 に組 み 合 わせ て,企 業 にお け る トー タル ・シス テ ム を作 り

上 げ るこ とに よ り,こ れ を軸 に して仕 入先 や 販 売先 な どの取 り引関 係 のあ る企 業 を中 心 に結 合 す る
,

情報 交換 の ため の企 業 間 シ ステ ム,さ らには 業界 全 体 に 流通 情報 や消 費者 動 向調 査 信用 調 査 な どの

大 ネ ッ トワー ク をは りめ ぐ らせ る こ とが 考 え られ る。
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これ を卸商 を中 心 とした商 品流 通情 報 システ ム 図1-2に 表わ してみ る。

この よ うな流 通情 報

の シス テム 化 を進 め て行 くに

あ た り,現 存 す る問題 点 に は

ど のよ うな もの が考 え られ る

で あろ うか。

まず,第 一 に こ うした シス

テ ム化 を行 う主体 で あ る流 通

業者 の 規 模 の意 識 の問題 で あ

る。

近年 の大 手 ス ーパ ー ・ス ト

アの 目 ざ ま しい 躍進 な ど,流

で は,

「

L

製 造
会 社

商品 樋 螂 情醐 理
管理 センター

楊(暢
商 卸 売業の 繍 システ

図1-2卸 商 を中 心 と した商 品流通情 報 シ ステ ム

通 業界 にお いて も大 型 化 が進 み つつ あ るが,ま だ ま だ中 小 企業 の集 りが主 流を 占め る状 態 に あ り,日

常 の商 活 動 にお い て も,日 本 特有 の商 取 引上 の慣 行,た とえば 明確 な基 準 す らない リベ ー ト・ あ るい

は デ ィス カ ウ ン ト,不 当に長 い期 間 の手 形 決済 や売 掛債 権,無 計画 な配送 や極度 の小 口配 送,さ らに

は 人間 関係 を基盤 とす る取 引 な ど伝 統 的 な商 習慣 が 多分 に 残 って お り,こ うした合 理 的 な シス テ ム的

思 考 に 急激 にそ の主 体 をな りか える こ とは なか な かむず か しい と思 われ る。

第 二 は規 模 の 問題 で もあ るが,資 金 負担 力 の 問題 で あ ろ う。

第 三 に 食 品 な どの よ うに品種 に よ って それ ぞ れ の流通 のパ ター ンが異 ってい る ことで あ る。 た とえ

ば,同 じ農産 物 で あ って も,国 が 直接 流通 過 程 に介 入 す る 「米 ・麦」,加 工 メ ーカ ーが 直接 集 荷 加

工 に あ た る 「牛 乳 ・ビール 麦」 な ど,お よ び生 産者 の共 販組 織 が発達 してい て強 力 に流 通段 階に介 入

して い る 「青果 ・肉類」 な どで あ る。

これ らの解 決 のた めに は,ボ ラン タ リー ・チ ェー ン政 策 の促進 や,卸 総合 セ ンタ ー,流 通 セ ン ター

の建 設 な ど の拠 点づ く りを中 心 に,シ ス テム化 を進 めて 行 くべ きで あ ろ う。

そ して,こ の よ うな シス テ ム化 が進 む こ とに よ り,従 来 の よ うな価格 競争 の時 代 は終 りをつげ,今

後 は高 密度 の情 報収集 網 の形成 と活 用 の有 機 的 な シス テ ム体 系 を完成 し た もの だけ が厳 しい 競争 に勝

ち残 り得 る時 代へ と突入 す る とい う結論 づ け を す る こ とが可 能 で あ ろ う。

総 合商 社 に と って,こ うした情 報 シス テム 体系 をい か に して形成 し,こ れ を時 々刻 々 と変 化 す る経

済環 境 に 合 せて 高度 化 し てゆ くか が,進 むべ き重要 な方 向づ け とな るであ ろ う。

流通 活動 と コ ン ピュー タ

流通 活動 の規 模 の拡大 に と もな って,そ の情 報量 は必然 的 に増大 した が・ この情 報 の処 理 を大 手 で

吸 収 す る こ とは,も はや不 可能 に な りっつ あ る。

この意 味 か らみ て も,情 報 シス テム の核 とな る もの は コン ピ ュータで あ るが,こ れ の利 用 の現 況 は

ど うであ ろ うか。

わ が国 にお け る コン ピ ュー タの普及 は年 々,着 実 に増加 して お り,卸 小売 ・商事 分 野 に つ いて も
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1969年 の599セ ッ トか ら885セ ッ ト(JECC70年9月 末)と 設 置台 数 は 伸び て はい る

ものの・1セ ッ ト当 りの平 均金 額 は4,200万 円 と他 の業 種 に比べ て低 く,適 用 業 務 も大 手商 社 を除

い て は,単 純 な事 務 計 算 や管理 事 務 に限 ちれ てい る のが 現状 で あ る。

また,要 員 数 もコ ン ピュー タ 白書1970年 版 に よれ ば 平均44・7人 と第 二 次産 業 の60・5人,

同 一 業種 で あ る第 三 次産 業 にお い て も66・7人 と低 い。

この面 か ら考 えて も,総 合商 社 はそ の持 つ能 力 を広 く業 界 全体 の シス テム化 のた めに 活用 す べ きで

あ ろ うと思 われ る。

1-2食 品 流 通 シ ステ ム

1-2-1社 会 全体 の 中の 位置 付 け

食品流 通 シ ス テム は,広 域 にわ た る情 報 を 収集 出来 る情 報網 と流 通機 構 整備 とをベ ース と して,業

務 近代 化 計画 の一 端 として の意義 を持 つ もの であ る。 そして 原材 料供 給 ・生 産 ・輸 送 ・販売 と機能 別

(縦 型)に 存在 して い る現在 の 業界 機構 を大 系付 けて シス テム とし,情 報 を中 心 として の デ シ ジ ョン

メーキ ン グを行 う中枢 機 構 を有 す るこ ととな るであ ろ う。

これ を更 に マ ー ケ ッ トオ リエ ン テ ッ トな思 想 を基 盤 に した情 報化 社 会 とい う観 点 か ら考 え てみ る。

食 品流 通 シ ステ ムが如 何 な る企 業(又 は企 業群)に よ り形 成 され るにせ よ,そ れ が マ ーケ ッ トの欲

望 に奉仕 し豊 か な生 活 を演 出 す るとい う,基 本 的 マ ネ ジ メン トコ ンセ プ トにの っ と って作 りあ げよ う

とす るた めに は,「 食 品流 通 シス テム」 の最 大 効 果 を単 独 の シ ステ ム とし て追求 す るのは 早 計 であ ろ

う。

即 ち,食 品流 通 シス テ ム はあ くまで も,豊 か な生 活 へ の 社会 シス テ ム と も呼 ばれ るべ き一 つ の トー

タル な シス テ ムの 中 に数 多 く存 在す るサ ブシ ス テム の一 つ で あ り,一 つ 一 つの サ ブ シス テ ムが相 互 に

複雑 に関連 して い る(そ れ らは定 常 的 な もの として で は な く,常 に変 化 してい る もの とし てダ イナ ミ

ッ クに捉 えるべ きで あ る)こ とを 前提 にすべ きで あ る。

■

■

図1-3経 済 社会 に於 け る食 品流 通 シス テム の位 置づ け
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一 つ の考 え方 と して
,国 民生 活 を中 心 と した シス テム概念 を図1-3に よ り考 え てみ よ う。

人 間の幸 福 に奉 仕 す るシス テ ム の考 え方 は,人 に よ り異 な る もの で,定 説 は ない が,こ こで は一 応

○消 費生 活 の向上 の為 の消 費物 資流 通 サ ブシス テ ム

○生 活環 境 改善 に奉 仕 す るサ ブ シ ス テム

及 び この サ ブ シス テム を支 える もの。

○ 産業 向 け物資 流通 のサ ブ シス テ ム

の3っ のサ ブ シ ステ ムに大 別 した。

これ らの 区分 は産 業 集団 の側 面 か ら考 え た もので あ り,こ れ ら全 体 を支 える科 学 技術 の進 歩 や 輸送

シ ス テム,金 融 等は 別 の側 面 か ら考 慮 されね ば な らな い。又 プ ロ フィ ッ トを追求 す る企業 原 則か らす

ると,む しろ国家 公 共 機関 に 委ね るべ き コ ン トロール や プ ロジ ェ ク トも含 まれ て い る こ とを前提 と し

てい る。

食 品流通 サ ブ シス テ ムを中 心 に他 サ ブ シス テ ム との相 互 関係 を考 えて み よ う。

まず,消 費生 活 の 向上 に 資す る食 品流 通 シス テム の捉 え方 で あ るが,食 品 流 通 そ の もの を単独 で 捉

え るべ きで はな く,繊 維 製 品,家 電 製 品,そ の他 種 々 の生 活 物 資 を トー タル な形 で提 供 出来 る最善 の

手 段 を追 加すべ きで あ ろ う。 よ り広 範 囲 にわ た る情 報 ネ ッ トワー クを考 慮 し た上 で,食 品 流通 シ ステ

ム のア プローチ を計 るとい うこ とで あ る。

た とえば,電 化製 品 等 の技術 が もた らした生 活パ ター ン,生 活意 識 更 に変化 し,た とえば料 理 に手

間取 らない,即 席 的 な食 品 に変化 させ て い る。 又化 学 技術 が もた らした包 装 革 命 は今 や物 流 ・保 管 シ

ス テム に大 きな変 革 を もた らして い る。 物 流 の ター ミナルに して も,そ の マー ケ ッ トの規 模 に よ って

は,消 費 物資全 体 を考 慮 せ ざ るを 得 ない で あ ろ う。 又 総合 消費 コ ンサル テ ィ ング 的 な形体(複 合 消 費

物 資:台 所 セ ッ ト+つ め 合 わせ 食品+調 味料 な どの組 合 せ)が 更 に 増大 す る こ とが考 え られ る。 消 費

物 資 流通 システ ム は,更 に他 のサ ブ シス テ ムの影 響 を多分 に受 け る要 因 をか か えて い る。

次 に生 活 環境 改善 シス テム に 目 を 向け てみ よ う。

まず こ こで重 要 な こ とは,マ ー ケ ッ トそ の もの であ る地域 内消 費者 人 口の動 的 把 握 であ ろ う。

これ に大 きな影警 力 を持 つ現 象 は都 市 化 の傾 向 であ る。都 市 の人 口は昭 和40年 で68%,10年

後 に は75%、20年 後 に は80%前 後 に な る といわ れて い る。 と りわ け三大 都 市 圏へ の人 口集 中 が

予想 され る。

都 市 化 の進 展 は,便 利 な都 市 生 活 とい うメ リ ッ トを持 って い るが,こ の傾 向を無 視 した消 費 物資供

給 シス テム は考 え られ ない。 同様 に国家 公 共 機関 に よる,都 市 政策 の一 環 として の衛 星都 市 群 の建 設 ・

過 密都 市 の立 地 条件 の悪化 に よる新 産 業都 市 の建 設,地 域開 発等 の問題 は,既 存 の流通 シス テ ムを大

き く変 える要 因に な って い る。

こ こで科 学技 術 の進 歩 に伴 う経 済社 会 の 変化 に っい て考 えてみ よ う。

科 学 技 術の進 歩 は,多 様 な良質 の商 品 を世 に出 し,か っ,生 産体 制 の革 新 に よる大 量 生 産 を可 能 に

した。10年 後 には 現在 のGNPが 約2倍 に な る と言わ れ るが,国 民所 得 の増加 に伴 って消 費水 準 も

上 昇 し,消 費 の構 造 も一 層 高度 化,多 様 化 しよ う。 た とえば,食 料費 の割 合 が著 し く低下 し,そ のパ
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ター ン も乳 製 品,動 物性 白質 の需 要 が増 加 し,形 状 もコンパ ク ト化 され る とい う具 合 に。 この よ う

な消 費構 造 の変 化 は,増 々人 々 の欲 望 の多 様 化 に っなが り,そ れ が生 産者 ヘ フ ィー ドバ ックす る こ と

に よ り・ 一層 商 品 の多 様 化 を導 く。 この よ うに して,経 済 の発 展 と国 民生 活 の豊 か さが,次 に新 た に

もた らす 結 果 と しで 消 費 水 準 の変 化 を生 み,価 値観 の変 化へ とっ なが り,他 方,労 働時 間 の短縮 と

もあ い ま って,レ ジ ャーへ の動 きが積 極 化,大 型化 し,更 に 産業 構 造 の変化,産 業 の 再編成,新 産 業

群 が生 れ て来 る。 こ の様 な様 々 な変化 が流 通機 構 に常 に イ ンパ ク トを加 えてい る。 さ らにつけ 加 え る

と,こ の よ うな 産業 の絶 え ざる発 展 の源 流 は,人 々の幸 福 な生 活 を求 め る こ とに始 ま る こ とを忘れ て

は な らず,産 業 の発 展 が独 善 的,ア ンバ ラン スに流 れぬ よ う,ソ ーシ ャル ・レスポ ンシ ビ リテ ィー,

テ クニ カル ・アセス メ ン トを互 に 考慮 しな くて は な らない。 この 意 味 か ら,公 害 な どの問題 国土 の

美観 をそ こ な うな どの 問題 を留 意 しなが ら,国 土 の総 合 開発,利 用 を推 進 して ゆ く ことが望 まれ る。

以上 のこ とをま とめ る と図1-4の よ うに な ろ う。
'
ン

大 世 生 産 大 旦消 費

科学技術の進歩

経 済 発展

図'1-4
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パター ン変化

新 産業 の発達 は,全 く新 しい種 類 の 食 品 を生 み出す 可 能性 を秘 め,マ ス コ ミ,広 告 関係 は人 々 の購

買 意識 に変 化 を もた らす とい う間 接 的 な変 動 要因 とな ってい る。 た とえば,団 地 の主 婦 の生 活 時間 調

査 や購 買調 査 の結 果,そ の地 域 に 設置 され た商 店 の数,娯 楽 施 設 の数,あ るい は教育 施 設 の数 は け っ

して少 い もの で はな い。 地 域 内 に見 合 った数 だ け は計 画 通 りあ らか じめ設 置 され て い る。 に もか かわ

らず,そ こに 住 む人 は,交 通 手段 の発 達 な どに よ り必ず し もそ の地域 の施 設 を使 うとは限 らな い とい

う現 象が あ る。

感 情不 在 の形 式的 なシ ス テ ムで な く,あ くまで もマーケ ッ トが何 を要求 して い るの か とい った精 神

を もって流通 システ ム をオ ル ガ ナ ィズ せ ねば な らない であ ろ う。

更 に 食品流 通 シ ス テム に大 きな影響 力 を持 って い るの は,消 費 者 に 直接 関係 の ない,産 業 向け資 材

流通 システ ムで あ る。 これ は 常に,食 品流通 シス テ ムの諸 段 階 に たず さわ る企 業 の体暫 恒

"h1 .てい る もので あ る。
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金 属,木 材,セ メ ン ト,化 学 品,機 械,エ ネ ルギ ー産 業等 の個別 産 業 は,製 造 能 力,処 理 能 力 の 向

上 の為,資 材 の供 給 の機能 を果 して お り,金 融,保 険業,運 輸 倉庫 業 な どは個 別 産業 経 済活 動 の体 質

改 善 に 貢献 して い る。

食 品流 通 シス テ ム

図1-5

、

●

こ のよ うな食 品流 通 シス テム を支 えて い る産業 群 の強 さが,そ の チ ャンネ ルの強 さ を裏付 け るバ ロ

メ ー タに もな りうるで あ ろ う。

1--2--2食 品 流 通 シス テム 形成 のモ ジ ュー ル構 成

食 品流 通 シス テ ム の形成 に 当 た りシス テ ム その ものの体 系 を,マ ーケ ッ トー情 報 一原 材料 の確 保 一
工

加 工 一分 配 一供 給 一 マーケ ッ トとい う流 れ に従 って 明 らかに して ゆ きた い と思 う。 食品 流通 シス テ ム

の形成 は,情 報 を中 心 とした種 々の システ ム ・モ ジュー ルに分 解 し,そ れ らを全 体 とのバ ランス にお

いて一 つ一 つ積 み上 げ る こ とに よ り行わ れ るべ きで,マ ーケ ッ トに密 着 した フ レキ シ ブル な事 務 活動

を展 開 し うる もので な けれ ば な らない。

モ ジ ュール の例 をい くっ かあ げ てみ る と,

1.予 測 資料 とし て,各 種商 品取 扱 い量,状 況 を時系 列 的 に記 録 し,実 績 分 析 を行 う と と もに・ 地

域 別,商 品別 顧 客 層 を対 象 とす る,原 材 料消 費 予測,販 売 予 測 を行 う。 また,デ ー タ を統計 的に

解 析 す る こ とに よ り,商 品 の持 つ 季節 情 報,市 場 の傾 向 を明 らか に して,価 格 対 策,販 売 対策 ・

輸 入量決 定,配 船 計 画 な どに供 す る。

2.国 民生 活 レベ ル,生 活環 境 を解 析 し,そ れ に適 合 す る新製 品を 開発 す る と と もに,海 外製 品,

技 術 の導 入 を計 る。

3.都 市 計画,ニ ュー タ ウ ン開 発,生 活 改善指 導,コ ン ビナ ー ト形成 とい う国 の施 策 に 沿い,そ の

構成 要 素 として,シ ス テム を連 結 し流 動 的拡 張 を計 る。

4.小 売 業取 扱 い情 報,市 場情 報 を解 析 す る こ とに よ り,各 メ ー カー に対 して,適 正生 産量 を指導

し,嗜 好変 化,生 活 レベ ル 変化 に 見合 う製 品 開発,生 産 指 導 を行 う。

5.シ ステ ム 内 で の競 合関 係 を排 除 し,サ ブシステム として存 在す る種 々 の 構成要 因の 近代 化 を計 る。

6.生 活 改善 を 基礎 とす る商 品対 策 を,情 報 を中 心 と して形成 し,シ ス テム として の商 品価 値 を高

め,消 費者 の た め の ブ ラン ド ・イ メー ジをっ く り上 げ る。

7.サ ブ シス テ ム か らの物 流 情 報 を分 析す るこ とに よ り,配 送,在 庫,生 産,販 売 な ど を統 一 的 か

っ計画 的 に 遂 行 す る。

8.海 外市 場 開 発,技 術 開発,新 資 源 開発 を シス テ ム運 営 の一 環 として行 な う。
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な どがあ るが,そ れ ぞ れが サ ブ シス テム として 食 品流 通 シス テ ムで如 何 なる とこ ろ に位 置す るか,

図1-6に よ り整理 してみ よ う。
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図1-6食 品流 通 シ ス テ ムの モ ジ ュール例

こ の よ うに食 品流通 シス テ ム は,マ ー ケ ッ ト ・オ リエ ンテ ッ ド時 代 に即応 し,消 費者 の生 活 を 向上

させ るた め,常 に広 い見 識 と柔軟 な考 え方 に立 って,よ り良 い シス テ ムを形成 し てゆ か ねば な らない。

この よ うな シス テム を司 どる こ とは,国 家,公 共 機関 に 委ね ね ば な らない こ とが多 い が,企 業 ベ ース

で考 える場 合 で も,そ のス ケ ール と複雑 さか らして単独 の企 業 で こなす こと はむず か し く,今 まで と

は異 った新 しい形 態 で,企 業間 の協 力体 制 が な く して は実現 し得 ないで あ ろ う。 資 本 に よ る結 び つ き

で あ る とか,役 員 の 交換 とか の結合 で はな く,時 流 に遭 った新 しい思 想 の もとに一 つ の 目的 に 向 って

協 同 して新 しい チ ャネ ル を形成 して ゆ く努 力,相 互 信 頼 の強 い グル ー プが,情 報 化時代 にふ さわ しい,

シス テム ・オル ガ ナ イザ ー と して,産 業社 会 の リー ダLシ ップを と って ゆ くこ とに なろ う。

システ ム ーオ ルガ ナイザ ー と して の潜 在 経 営 総合 力 を背景 に,総 合商 社 は食 品流 通 シス テ ムの形成

に向 って始 動 してい るが,そ の形成の ス テ ップは 図1-7の よ うな段 階を踏 む ことに な ろ う。

す なわ ちその 戦略 は

1.店 舗設 備 リー ス等 に よ るス ーパ ー との 直結,メ ー カ ー群 に よる加 工セ ンタ ー,コ ン ビナー トの

建 設,専 門 問屋 の設 立,シ ョッ ピング ・セ ン ターの建 設,配 送 セ ン ター建設,管 理 部 門機構 とレ

ギ ュ ラー ・ナ ェー ンの 連合体 に よ る全国 組 織 の確 立。

2.シ ス テ ム開発,情 報 収集

供給生 産 醸 販売の慣 体制の磯 及囎 理

3.消 費者(マ ーケ ッ ト)の 動 向 を把 握 し,シ ス テ ム として の対 策 を計画 し,全 体 的 運営 管理 を行

う。

4.シ ス テ ム の高度 化 を図 り,シ ス テ ム ・ブ ラ ン ド的 な ものを 開発す る。

官 公 庁,食 料 品対 策 に 並行 し,企 業 ベ ー スで の行 政 的機能 を発揮 す る。

とい う4段 階の ス テ ップを 踏 む こ とに なろ う。
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図1-7食 料 品 流通 に お け るシ ステ ム形成 フ ロー

1-3食 品 流 通 業 界 の 現 状

食 品流 通機 構

食 品 の流通 機 構 は,流 通 過程 に お け る各 々の特 徴 に よ り,生 鮮 食品 と加 工 食 品 の二 つ に大 別 して 考'

え る こ とが出来 るが,こ れ らの一 般 的パ ター ンを 図1-8に 示 す 。

〔生 鮮 食 品 〕.〔 加 工 食 品 〕
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図1-8

矢 印 は各段 階 にお け る販 売面 で の働 きか け の方 向に っ い て表 わ した もの であ るが,こ れ か ら も見 ら

れ る とお り生 鮮 食品 は荷受 機 関 が中核 を占 めて い る とい うこ とがで きる し,加 工 食品 に おい て は生 産

者(加 工 食品 メ ー カー)の 働 きか けが 強い とみ るこ とが で きよ う。

一 方
,ル ー トの 面 を中 心 に と らえて み る と次 の よ うに 分類 す るこ とがで きる。

① 専 門 問屋 ・荷 受機 関 を中 間 にお くル ー ト。
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生 鮮 食品,酒 類,乾 物,砂 糖,油 な ど。

@専 門問 屋 を もた ない が,問 屋 を経 由す るル ー ト。

イン ス タ ン ト食品 化学 調 味料,飲 料 な ど.

③ 生 産者 が 小売店 販売 あ るい は直売 す るル ー ト。

パ ン,『ケ ーキ類,牛 乳 ,和 菓 子,豆 腐 な ど

こ のル ー トの中 で和 菓子,豆 腐 な どに代 表 され る商 品 は,保 存 期 間 の点 か ら必然 的 な もので あ る と
■

考 え られ る か;'パ ン ・ケ ー キ類 な ど は① あ るい は① のル ー トを経 由 す る こ とは可 能 で あ る。 この こ と

か ら考 えれ ば,③ のル ー トは生 産者 が積 極 的 に開拓 したル ー トとみ る こ とがで きよ う。

で は,こ れ:らの中 か ら加 工 食 品 メー カ ー,農 協,ス ーパ ー ・ス トアの 最近 の動 きを追 って み よ う。

(1)メ ー カーt'、'

食 品加 工 メrカ ー の販売 政 策 は,終 局 的 に は自社 製 品 を大 量 販 売 す る ことに あ る。 そ の ため に は,

生 産 を合 理 化 し,中 間 マ ー ジ ンを削 減 して 消 費者 に商 品 を廉 価 に 提供 し,か つ利 益 率 を高 め るこ とに

あ る。

この点 にお い て,ス ーパ ー ・ス トア対 策 は,小 売店 の体質 改善 とは 自 ら異 る もの が あ る。 つ ま りメ

ーカ ー に と って は小 売店 もス ーパ ー も
,本 質 的 に はいつ れ が消 費 的能 力 に よ り優 れ て い るか とい うウ

エ イ トづ け に基 く もの であ る と考 え られ よ う6

今 後・ メー カー側 の大 量 生 産体 制 は商 品 の規 格 化 と相 模 って進 むで あ ろ うか ら,こ れ に と もない 問

屋,小 売店 の総 合化,大 型 化 も進 む であ ろ う と思 わ れ る。,

現 時 点 に おけ るメー カ ーの販 売対 策 は次 の よ うに分 類 す る こ とがで きよ う。

① 販 売 系列 の強 化

代 理店 販 売 の強 化

販 売商 社 の設 立

チ ェー ン ・ス トアの 結成

② 問 屋段 階 を排 除 し小 売店 直売 を行 う

③ 直 営 小売店 の設立 ・

(2)農 協

生 鮮 食品 にお け る農協 の 位置 づ け は,農 産 物 の出荷 団体 と して の集荷 機能 を はた して い る ところ に

あ るが,同 時 に その 組織 系 列 か らみ て,将 来 の 流 通機 構 の合 理 化 に対す る重要 な カ ギ を握 ってい る と

思 われ る。

都市 化 の方 向 に対 す るス ーパ ー ・ス トア の位 置 づ け と と もに,農 村 マ ーケ ッ トにお い て は,農 協 が

ます ます そ の重要 度 を増 して くる と考 え られ るが,こ こで は その組 織系 統 と機 能 を 図1-9に 示 す6

(3}ス ーパ ー ・ス トア

最近 の我国 の 流通 業 は ま さに スーパ ー ・ス トアを 中心 に動 い て い る観 があ る。

3年 程 前 スーパ ー ・ス トアの領域 は,年 商50億 円以上 で,従 業 員200人 以上 と考 え られ て い た。

ス ーパ ー ・ス トアの トップを走 ってい たDス トア さえ年 商400億 円 に過 ぎなか っ た。 しか しそ の後
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図1-9

の スー パ ー ・ス トア の拾頭 は目覚 し く,3年 後 の今 日で はその トップ数 社 は1000億 円 以上 の規 模

に な ってい る。

こ の成 長 の原 因 は

○ ワン ・ス トップ ・シ ョッ ピン グ

○ 仕入 の合 理化 によ る コス ト節 減

を主 軸 と した諸 政策 が マーケ ッ トの要 請 に マ ッチ し た ことに よ る。

最 近 で はそ の動 きは増 々活 発化 して,商 社,電 鉄 系 資本,百 貨店 等他 企 業 との合併,提 携 が相 次い

でお り,多 角化 の傾 向に あ る。

そ もそ も,流 通 経路 の最 も短 縮 合理 化 した形 態 と して考 え られ るのは 図1-10で あ るが,現 時 点で

これ を行 い得 る小 売業 者 と して考 え られ る もの に,資 金 負

担 力 と大量 販 売機 能 をバックに した スーパ ー ・ス トアがあ る。

ス ーパ ー ・ス トアの この よ うな合 理 化へ の動 きの顕著 な

例 として考 えちれ る のは 次 の2っ で あ る。 図1 -10

① 生 鮮 食品 の産地 直 売 方式

直 営農 園 の経営

農協 との タ イア ップ

② 加 工 食品 の 自社 ブ ラ ン ド,商 社 と の商 品共 同 開発,輸 入商 品 確保

生

産

者

小
売業

者

消

費

者

■ ■
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ス ーパ ー ・ス トアが大 量 販 売 を武 器 に して,直 売商 品 の開 発 を行 な う目 的は,究 極的 に はス トア ・

ロイ ヤ リテ ィの 向 上 と安定 した 高 い利益 率 の確 保 であ る。 その ポ イ ン トは次 の よ うな もの であ ろ う。

① メ ーカ ー商 社(問 屋)の 流通 支 配権 に対 す る排 戦

② 品揃 え の差別 化

③ コス ト切 り下 げ に よ る値引

④ 仕 入 ルー トの確 保

過 去 に於 て は,メ ー カー は独 自 に流通経 路,マ ー ジ ン,小 売 価 格 を 決定 し主 導権 を握 ってい た。 又

現 状 で はス ーパ ー ・ス トア はナ シ ョナル ・ブ ラ ン ド(メ ー カー の利 幅 だ けが大 きく,問 屋,ス ーパ ー

の メリットが少 な い 商品)ば か り扱 って いる と,商 品 戦 略上,消 費 者 に 自社 の ス ーパ ーの差 別 化 を認識

させ る こ とが難 し く,値 段 次第 で は消 費者 が 他へ 移動 して しま う。 この よ うな こ とか ら例 えば アスパ

ラガ ス,茶 な どの産 地 直 結 の ル ー トをス ーパ ー は開拓 し始 め てい る。

ス ーパ ー ・ス トア は この よ うな 自社 ブ ラン ド作 戦 の他,全 国 チ ェー ン化 に よ る店 舗 拡大,フ ァッシ

ョン性の多 い商 品 の販 売 促進 を支 えるだ け の人材 確保,コ ン ピュー タ導 入 に よ る情 報 処理 加工 技 術 の

向上,配 送 セ ンタ ー設 置 に よ る物 流経 費 の削 減 な どに力 を入 れ て お り,そ の為 の ぼ う大 な資金 の確保

に 頭 をい ため てい る。

外部 か らの資 金 導 入 方 法 として

O銀 行 他金 融 機 関

O建 築 業へ の費 用 延 払い

O商 社 か らの設 備 リー ス

○不 動 産業 者 との タイ ア ッ プ

O企 業 提携,合 併 に よ る信 用拡 大

な どの手段 を利 用 して い る。 そ して 他現金 売 の反面 仕 入 は手 形決 済 にす る な ど資金 の捻 出 を計 って

い る。

この よ うに スー パ ー ・ス トアは マー ケ ッ トに直 結す る成 長 産 業 として注 目 され,独 自 の政策 を打 出

して,流 通 チ ャネ ル を形 成 しつ つ あ るが,急 激 な発展 に よ る,ひ ず み,ア ンバ ランス に悩 ん でい る の

が現 状 で,如 何 に これ らの問題 を是 正 して 発 展 して ゆ くかが 問題 とな る と ころで あ る。

ξ

レ

(4)総 合商 社(含 む問 屋)

4!

食品は,国 民経済の中で最も大 きな消費分野であるにもかかわらず,ほ とんどの総合商社は,海 外

に依存している原料の輸入,小 麦粉,砂 糖などの大卸し商内を除けば,食 料品部門への進出は極めて

出遅れていた。食品業界の中で比較的まとまった商内は,製 粉,製 糖,製 油,飼 料などのわずかな品

種に限られていたからである。毎日家庭で消費される加工食品,生 鮮食品の大半は多数の中小企業で

生産されている上,そ の販売先の大部分は零細な小売店であり,食 料品販売部門数百人の規模の総合

商社にとっては進出の難 しい部門であった。

せいぜい総合商社としてコントロール可能な食料品卸問屋の数でも全国で4万 店(41年 通産省調
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査)も あ る。 これ らの 食料 品 問屋 は更 に全 国 で70万 店 の飲 食料 小 売店(平 均1問 屋 一1Z5小 売 店)

を対 象 に,無 秩 序 な販 売競 争 を繰 り広 げ てい る。

総 合商 社 にお け る 食品 流通 部 門 は,こ の よ うな2次 問 屋 の中 間 にあ って,問 屋金 融機能 を受 け持 つ

だ けで あ ま り魅 力 のあ る分 野 で はない。

それ に もか かわ らず,原 料 輸 入 一 メー カー 一 製品 引取 りとい う役 割 を果 た し てゆ かね ば な らず,

その ため2次 問屋 を通 じて販 売 を行 っ てい る のが現状 であ る。

総合商 社 を中 心 とし た 食品 内服 チ ャネル は図1-11の 通 りで あ るが,

総 合 商 社

小 売 店

●

図1-11

その間,酒,油 問 屋 等 は と もか く,大 手 の 問屋 は資金 繰 が 苦 し く,ほ とん どそ の金 利 を総 合商 社 に

頼 って来 てい る。

その原 因は,

○ 各 問屋 の下 部機 構 で あ る小 売 業 は,価 格,サ ー ビス等 に よ り仕 入先 を選 び,そ の体 制 は激 し く

変 化 してい る。 価 格 競争 の結 果 問屋 として は次第 に利益 幅 を 薄 くせ ざる を得 ない。

Oス ーパ ー ・ス トア の躍 進 に よ り,売 上 げ が 伸び悩 ん でい る。

O加 工 食品 の商 内 は,生 鮮 食品 のケ ー ス と同様 に 価格 が変動 す る。

カ ン ヅメ ー 相 場商 的

カ ン ヅメ以 外 ほ とん ど りべ ー ト商 売

とい うよ うな商 内 で あ り値 くず れ の要 因 が大 であ る。 売 る為 に は安 くせ ね ば な らず,常 に メー カ

ー と小売 店 の間 に立 って
,激 しい 競争 を強い られ,利 益 が低下 す る。

な どに よる もので,問 屋 と して も何 とかそ の存 在意 義 を確 保 し,機 能発 揮 の為 近 代化 を はか ってい

る。
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2次 問 屋 を含 め た総合 商 社 の 内販 組織 は

1.小 売業 の大 型 化(ス ーパ ー ・ス トア の拾 頭)

2.農 協,電 鉄 不 動 産 な ど の資本 の流 通 部門進 出

3.メ ー カー の流通 活 動 強化

4.外 資進 出

5.問 屋 が 近代 化 し ない。

な どの諸 要 因 に よ り,現 在 非 常 に苦 境 に立 た されて い る。

た とえば,図1-12のCと くメー カ ー一・,ス ーパ ーの直 結 したル ー トを例 に し て,

①

メ

ー

カ

ー

一

商

社

イ

問

屋

一

小

売

業

一
了

乞
ト

②

メ

ー

カ

ー

ス

|

パ

|

マ

|

ケ

ッ

ト

.

図1-12

の2つ の 食品 流通 機構 を比較 す る と,① に比 して② は中 間 流通 過程 が短 か く明 らか に合理 的 で,問

屋 の存 在 意義 は薄 れ てい る。

た だ し,現 在 の ままで は苦 しい とい うこ とで こ うした,食 品流通 機 構 の変 化 は総合 商社 に と って 必

ず し もネ ガテ ィブ な要因 で は な く,そ の政策 に よ って は,ほ とん ど進 出不 能 で あ っ た マーケ ッ トに密

着 し た末 端小 包 販 売網 確立 のチ ャ ンス に もな り得 る。 総 合商 社 の 食品 流通 チ ャネ ル再 建 の方 法 として

問屋 の種 類 に よ り

イ)大 手 の 問屋 一一 吸 収合 併 な どに よ り更 に大 型 に し,そ の機能(ス トック,販 売 機能 等)を 合理

的 に発 揮 させ る。

ロ)小 型 問屋 一 扱 い商 品 の種 類 をお さえ
,よ り専 門 的 な方 向付 け をす る。

とい うよ うな 問屋 に対 す る企業 指 導 を行 な って ゆ くこ とを考 え る。

イ)の場 合 は その規 模 が次第 に大 型 化 して ゆ くこ とに よ り,食 品配送 セ ン ター として,物 流 に於 け る,

集 荷,分 配機能 を ス ーパ ー ス トア のそれ よ り合理 的 に司 どる こ とが可 能 に な る。

す なわ ち 食品 流通 の特 色 と して,多 品種,多 ブ ラン ドの商 品が,複 雑 に か らみ 合 い なが ら動 い てい

るた め,ス ーパ ー ・ス トアの対 メー カ密 着 戦 略や,メ ーカ ー独 自の販 売 組織 の形成 な ど,限 られ た品

種 や ブ ラ ン ドの物 流 シス テ ム の合 理化 で は解 決 出来 ない 問題 が 内在 して い る ため,更 に 全体 の商 品が

よ り合 理的 に(物 流 が,重 複 して い た り,場 合 に よ って は逆 に流 れ た り,不 合 理 な ス トックが され る

な どのロ スを省 き,シ ス テ マ テ ィ ックに 行 われ る よ うに)流 れ る よ うに す る こ とに よ り,中 間 の 流通

経 費 を安 くす る とい う存 在意 義 が あ る。

この食 品配送 セ ンター に は,加 工 食品 の他 更 に生 鮮 食品,繊 維,雑 貨 等 同様 な 流通 テ ヤネル を持 つ

ものが次 第 に テ ィク ア ップ され,イ ン テグ レー トされ る こ とに よ り,総 合商 社 と して,マ ーケ ッ トに

対 す る,合 理的 な流通 システ ム 形成 に よ る,情 報 シス テ ムを 司 どれ る よ うに なる。

総 合商 社 とし て考 え られ るデ ィス トリビュー シ ョン ・セ ンター に よる,末 端 流通 機 構 の把 握 と,問

屋,大 型 小 売店 に対 する対 策 で あ る。
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デ ィス ト リビュー シ ョン ・セ ンタ ーに よ る流 通 機構 は図1-13の 通 りであ るが,こ の よ うな 複雑

な 問屋 機 構 を ク リアに した流 通 機 構の整 備 は,流 通経 費 の 引 き下 げ の他,こ れ まで 掌握 出来 なか った,

問 屋 以後 ど う売 れ てい るか,ど の く らい売 れ てい るか,ど の く らい も うけて い るか,等 の末 端 販 売網

の 情報 を収集 加 工 す るこ とによ り長 期 的 計画 的 な供 給 体 制が 可能 にな る。

そし て,商 品 の 販売 に 当 た り,総 合商 社 は ただ 口銭 を取 る とい う姿勢 か ら脱 し て,消 費者 に 目を 向

けて,よ り満 足 感 を与 え,よ り安 い商 品 を提 供 す る為 の情 報 管理 シス テ ムが形成 され るの で あ る。

デ ィス トリ ビュー シ ョンセ ンター に よ る食 品流通 機構

δ

`
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他商品のチャネルに参加

角

1杏

こ うして,総 合商 社 は,問 屋,ス ーパ ー ・ス トア等 を通 じ た,マ ーケ ッ トに 対す る接 近 デ ィス ト

リビ ュー シ ョン ・セ ン ター形 式 とい う販 売 チ ャネ ル作 りの一 方,適 正 な商 品 を生 産 す る シス テ ム と し

て,食 品 コン ビ ナー ト形成 に努力 をは らってい る。

これ は次章 で 詳 し く述べ るが,数 多 くの 食品 原料(関 連 資 材 を含 め)か ら製 品 まで を,諸 メ ー カー

を一 ケ所 に集 め,相 互 関 連 の もとに一 貫 した合 理 的 な生 産 を 目的 とす る もので,デ ィス トリビ ュー シ

ョン ・セ ンタ ー等 か らのマ ーケ ッ ト情報 を もとに,原 料供 給 と,製 品 の計画 生 産 に よる コス ト・ダ ウ

ンをね らった もので あ る。

食品 コ ン ビナ ー ト構想 は,総 合商 社 の本来 の機能 で あ る海 外 資源 の 計画 的供給 体 制 と,そ の スケ ー

ル ・メ リッ トとい うメ ー カー に対 す る廉 価,大 量 原料 販売 と,メ ー カー相 互 関 連 に よる生 産合 理 化 メ

リ ッ ト,計 画 発 注 と販 売 保証 とい う受 注生 産 メ リッ ト等,メ ー カ ーに 対す る一 貫 した接 近 に よる合理

的 生 産 シス テ ム の オル ガ ナィズ を 目的 とす る。 総合 商 社 か らみ た,メ ー カー との機 能分 担 図 は 図1-

14の 通 りで あ る。

以上 述べ て きた よ うな食 品流 通機 構 の各分 野 にお け る動 向に 対 して,総 合 商社 と して の と らえ方 を

ま とめ る と次 の よ うに な る。
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(1)問 題 点

①経済成長と近く予想される第3次 自由化による流通業界への影響

②メーカーにおける流通部門へ の進出

③スーパー・ス トアの急成長と業界の再編成

④問屋,小 売機構の革新 と再編成および流通 第3勢 力(百 貨店,電 鉄資本.農 協)の 進出

⑤商社の流通対策の積極化 と先行投資の活発化

(2)社 内組 織 と対 策

① 加 工 コ ン ビナー ト;配 送 セ ンター企 画

② スー パ ー ・ス トアな ど量販 体 制 の強 化 ・

③ 量販商 品 の原料 一 製 品一 貫体 制 の 確立

④ 加 工 セ ンター,ス トック ・ポ イ ン トの企 画 推進

⑤ 系 列 メー カー,販 売会 社 の強 化

⑥ 問屋,小 売 店 の集 約,強 化

⑦ 海 外市 場 の確保 と輸入商 品 の省力 化

⑧ 新 商 品,新 市場 の開拓

の

食品 コ ン ビナー トに於 ける機 能分 担

閨
原
料
供
給
機
能

原料供給 ②
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ぜ

図1-14
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1-4食 品 コ ン ビ ナ ー ト

この よ うな流通 業界 の活発 な 変化 と,問 屋 を軸 とした総 合商 社 の販売 政策 の行 きづ ま りを打 破す べ

く打 出 され たの が,ス ーパ ー業界 との密 着路 線 強化 に よる各種 食 品 の末 端 マーケ ッ ト情 報 掌握 と,こ

の実需 を起 点 と した,主 要 食 品の シ ス テム生 産,合 理的物 流 管理 方式(大 型 穀物 専 用船,サ イロ建 設,

製 品 の共 同運 送 など)に よ る食品 コ ン ビナ ー トの 構想 で あ る。

食 品 業界 の中 で,大 きな ウ ェー トを占め る食 用油,小 麦粉,飼 料,澱 粉,砂 糖 な どは・ それ ぞれ 独

立 し た商 品で あ るが,同 時 に需要 先,原 料 運 搬 方法,大 部分 が輸入 依存商 品で あ るな ど共通 点 が多 い。

さ らに 食品業界 に君 臨す るよ うな巨大 食 品 メ ー カー もな く,輸 入業 務 を握 る大 手商 社 に と って は コ ン

ビ ナー ト形成 に は比 較 的有望 な環境 にあ る。

食 品 コ ン ビナー トの直接 の メ リッ トは

1)岸 壁 工場 を建 設 す る こ とに よ り,原 料 入手 が大 型 穀物専 用船(5万 ～7万 トン ク ラス)が 岸 壁

に 横付 け出 来,大 巾 な運賃 コス トの軽 減 が可 能 となる。

2)共 同サ イロ建 設 に よ り,従 来 の ハ シケ 取 りや小型船 に よる荷 揚げ が不 要 とな り・ 本船 か ら直 接

ニ ュー マ(空 家 搬 送)装 置 で サ イ ロへ の荷 揚げ が可 能 とな り,荷 役 時間 の短縮 と荷 役 費用 が軽 減

出 来 る。

3)サ イロ設 備 と工場 群 の直 結 に よ り,運 賃 が不 要 に な る。

4)製 パ ン,製 麺,製 菓,乳 製 品 工場 な どを誘致 す る ことに よ り,原 料 輸 入 か ら製 品 を相 互 に消化

し,2次 製 品 まで の一 貫生 産 シス テ ム を形成 出 来 る。

な どが あげ られ る が,と もか く,原 料 の多 くを海 外 に依存 しなけ れば な らない業 種 で は・ 本船 取 り

出来 るか否 か で コス トに 非常 な 差 がで て 来 る。 た とえば,製 粉事 業 で は原料 小 麦 の80%～85%は

海 外 か らの輸 入 であ る。 コ ンス ターチ の原料 で あ る と う もろ こ しは全量 移 入 であ る。 配 合 飼料 は主 原

料 で あ る トウモ ロ コ シや 魚 かす な ど総使 用料 の80%は 輸 入で あ66こ うした条 件 か ら,こ の よ うな

業 種 の工 場 は海 岸へ 立地 す る のが 絶 対 条件 とな って来 る。

因 み に大型 穀 物専 用船 を利 用 し た場合 の諸 経費 の軽 減 を概算 して み よ う。

大 豆,メ ィズ の米 国 ガ ル フか ら日本へ の運 賃 は5万 トンの大 型 船 の場合 ・1万5千 トンク ラスの も

の よ り トン当 り4ド ル程度 節 減 出来 る。

接岸 後 サ イ ロに 吸い 上 げ1日8千 トンか ら1万 トンとすれ ば,5万 トンク ラス の大 型船 の荷お ろ し

の為 の滞船 は5～6日 で 済 む(ク レー ンに よ る荷 降 ろ しは1日2千 トンで1万5千 トンの船 の 荷お ろ

しに7.5日 かか る)。

サ イロ か ら製 油,製 粉,飼 料 会 社へ の供 給 は,コ ンベ アに よ る電 力 代,償 却費 だ け であ るが,ト ラ

ックな い しは は しけで 阪神 地 区 に輸送 すれ ば,ト ン当 り約500円 の運 賃 が 必要 と な る。 そ の他 の軽

減 を含 め る と,輸 出 の積 出 し港渡 しで トン当 りメ ィズ2万 円,大 豆3万5千 円 程度 の穀物 に対 して,

5千 円 程度 の諸 経 費 を要 した もの が,約 半 分 の経 費節 減 とな る。

原 料 のサ イ ロ入 荷 か らコ ンビ ナ ー トに於 け る製 品の相 互消 化 関連 図 は図12に 示 す が・ 製粉 は副 産
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物 のふ す まを 配分 飼料 工場 に供給 す る他,め ん工 場,製 菓 工場 へ 供給 す る。 精 糖工 場 は砂 糖 を乳 製 品

工場・ 製 菓 工場 ・ かん詰 め 工場 へ供 給 す る とい った具 合 に な る
。生 産 会社 として は製 品 の全 て を消 化

して くれ る需 要分 野 が隣 接 し,し か も輸送 費 や包装 費 ,中 間 マ ージ ンが ほ とん ど かか らず 消化 して く

れ るため非 常 な恩 恵 を受 け る こ とにな る。'

食 品 コン ビナ ー ト製品 相 互関連 図
はサ イロを使 った原 料 一 ー一2次 加 工.原 浴

ニーーー一は 埠 頭 を利 用 した原 料 一一 〇 原 料
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食品加 工 コン ビナ ー トを 総合商 社 の立 場か らみ ると次 の よ うな メ リ ッ トをあ げ る こ とが出来 る
。

ω 穀 物輸 入 の大 半 を長 期 間 にわ た って,独 占的 に取扱 うこ とが 出来 る
。

(2】 さ らに この地 盤 を利 用 レて 開発 輸入事 業 が可 能 に な る。

(3)原 料 だ けで な く,各 社 製 品 の取扱 い シ ェア も必然 的 に 増大 ,共 同 配送 な どに よ り配送 コス トの

低 減 が見込 める。

(4)大 型 専用 船,サ イ ロ荷役 に よる物 流 コス ト低 減で コ ン ビナー ト周辺 の需 要家 も掌握 す る こ とが

出来 る。

(5)・ ンt・e=一 夕 を導 入 して,・ ン ビナ ー ト内各社 の生 産 プ ・セ スの ・ ン ト・ 一ル
,事 務 プ 。セス

の機 械化 が可 能 に な る。 この 為発 注 一原料 の般 入 一生 産 プ ロセス の 機械 化 二出 荷 一送 状 の作成 一

同時 に倉 庫料 な どチ ャー ジ も計 算 した請求 書 の作成 ・発送 な ど の業 務 が 機 械化 され,コ ン ビナー

ト運 営の 人件 費 を大 幅 に 引下 げ る ことが出 来 る。

(6}流 通 配送 セ ンタ ー建 設 スーパ ー ・ス トアへ の接 近 等 の諸 戦 略 と合 わ せ,マ ーケ ッ トー原 料輸

入 一加 工 一配送 一販 売 一情 報 とい う一 貫 した合 理的 流通 チ ャネ ル を形成 す るこ とに よ り
,よ り多

くの市場 を制 す る布 石 とす る。

こ うした ことか ら各 総合 商 社 に於 て 食品 コ ン ビナー ト形成 の動 きが見 られ るが,A総 合商 社 の場 合

は,東 京,名 古屋,神 戸 の三 大都 市 周辺 に,い ず れ も20万 平 方 メ ー トル 以上 の コ ンビ ナー ト用 地 を

確 保 の上,そ の建 設 に力 を注 い でい る。

●
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○ 名 古屋 食 品 コ ン ビナ ー ト

C埠 頭 を軸 に,約26万 平 方 メー トル の用 地 に製 粉,製 油,コ ンス タ ー〉'・メー カ ーな どを誘

致,サ イ ロ能 力3万5千 トン,最 終 的に は12万 トン。

○ 神 戸 食品 コ ン ビナ ー ト

6万5千 トン級 の 穀 物専 用船 が着 岸出 来 るK埠 頭 は保有 能 力3万 トンのサ イ・ロ(最 終 的 だ は

12万'ト ン目標)を 軸 に製 糖,製 粉,飼 料,コ ー ンス ターチ の他2次 加 工 メー カー を誘致 。 用地

は23万 平 方 メ ー トルを 確 保 して い る。

O船 橋 食 品 コ ン ビナ ー ト

立 地条 件 と して,人 口が 急 増 して い る首都 圏 を後 背 に控 えて い るため,名 古屋,神 戸 の コ ン ビ

ナー トを は るか に上 回 る規 模 を計 画 中で あ る。 用 地 も前2者 の約2倍 の44万 平 方 メ ー トル の埋

立予 定地 を確 保 して い るが,併 設 の 流通 基地 とを合 わせ る と,全 部 で66万 平方 メー トルの大 食

品 コ ンビナー トとして の計 画 が練 られて い る。

これ らの3つ の コ ンビ ナー ト計 画 と と もに,今 後10年 後の 日本 の人 口配 置 とに らみ合 わ せ て設 け

られ る内 陸配送 セ ンタ ー11個 所 とを結 び合 わせ るこ とに よ り食品 流通 の全 国 ネ ッ トワー クが完成 す

る。
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1-4-1神 戸食 品 コン ビナー ト

M社 の 食品 コン ビナ ー ト構想 は,東 京,名 古屋,神 戸 とそ の計画 が進 め られ てい るが,こ こで はそ

の内 の神戸 食品 コ ン ビナー トを と りあ げ て,も う少 し詳 し く紹 介 して み よ う。

M社 神 戸 食 品 コン ビナー トは,図13の よ うに神 戸 臨 海埋 立地 の中で,神 戸 東 部 第4工 区 の食 品 コ

ン ビナー トに含 まれ てい る。 東 部第4工 区 は総面 積142万 平 方 メー トル の広 さで,食 品 コ ンビナ ー

トと して は これ まで に ない超大 型 の もの で,し か も数多 くの異 企業 が参 加 す る のが 特色 で あ る。 ま た

この第4工 区 に は,広 大 な神 戸市 中 央 卸売 市 場 が有 り,ト ラッ クター ミナル有 り,公 園有 りとい う環

境 で,製 粉,配 分 飼料,製 油,砂 糖,乳 業,ラ ー メ ンな どの メー カー が18社,ね り製 品,製 菓,酒

類 な どの中 小二 次加 工 メー カー が14社,酒 類,乳 製 品,茶 類,ビ ン,カ ン詰 な ど の卸 商 が52社,

合 計84社 の大 世 帯 に なる予 定 で あ る。 こ の中 でM社 関 係企 業 は,い ず れ も原料 か製 品 か,資 本 か の

いず れ かでM社 と関係 を持 って い る もの か ら選 ばれ,埠 頭 会社 の他,製 粉,ラ ー メ ン,配 合 飼料,精

糖,乳 業 な どそ の界一 流 の企 業 で構成 され,他 にM社 の手 で コー ンス タ ーチ(ト ウモ ロ コシ澱粉)の

新会 社,配 送 セ ン ター設 立 を予 定 してい る。

M社 用地 の食品 集 団 は,優 良 会 社 に よ り構成 され て い る ものだ け に理 想 的 な もので,そ の 誘致 に成

功 すれ ば,相 当強 力 な集 団 が生 れ る こ とに な る。

M社 の他 に神 戸 東 部第4工 区 食品 コ ン ビナ ー トに進出 す る企 業集 団 に は,飼 料 を中 心 としたB社,

綿i惹 ナ ッツ製 品 な どに力 を入 れ る 丁社,植 物 たん 日生 産 のY社 な どが あげ られ,あ る意味 で は利害

関係 にあ る異質 商 社 が 同居 して コ ン ビナー トを有 効 に運営 してゆ かね ば な らな い ところ に,コ ン ビナ

ー トの 問題 があ り
,オ ルガ ナイズ に 当 って は農 林省,神 戸 市等 の適切 なる指 導 が期 待 され てい る。

'
多

1-4-2埠 頭 会社 に於 け る コン ピ ュー タ処 理 シ ステ ム

M商 社 神戸 食品 コ ン ビナ ー ト内に は,同 社100%出 資 に よるK埠 頭 会社 の諸 設 備 は今 秋 に も移動

に入 る,K埠 頭会 社 は本 船 か ら諸 原料 を各 メーカ ーに流 す とい う,い わばM社 に とって海 外 資 源取 引

に次 ぐ第 二 の物 流 情 報の 拠 点 に な る重要 な機能 を果 す こ とにな る。

この よ うな物 流情 報 収集 機能 を果 す ため,現 在 稼 動 中 の他 のサ イロ設 備 には 見 られ ない 新 しい シ ス

テム構成 に な って い る。

す な わ ち,こ れ ま での シス テム はあ くま で もサ イロ荷 役の 合理 化,省 力他 の為 電子 制 御 シス テ ムを

採用 してい るのに 対 し,本 神 戸 食 品 コン ビナ ー トでは,』電子 制御 装 置 に よ る機 械 設 備 の 自動 化 を計 る

だ けで はな く,ミ ニ コン ピ ュー タ シス テ ムを 採用 し,自 動 制御 以 外に サ イロ保 管 料 の 計 算 請 求書 作

成 な ど,事 務処 理 の 自動 化 も行 ない,将 来 は,名 古 屋 神 戸,船 持の コ ン ビナ ー トの 完成 をま って本

社大 型 コ ン ピュ・一夕との オ ン ラ イ ン接続 に よ り,全 コ ン ビナー・トの情 報処 理 加 工 を可 能 とす る計 画 で

あ る。

コ ン ピュー タ シス テム導 入 に依 る具 体 的 な メ リッ トの主 な もの を挙げ る と,

1}事 務処 理 自動 化 の メ リッ ト

一26一



現 在稼 動 中 の電 子 制御 装 置 に よ る埠 頭 サ イロ施 設 の 最低所 要 人 員 は21～22名 程度 で あ る が・

本 シス テ ムに よ り,事 務処 理 が 自動化 され た場合,15～16名 程度 に 削減 可能 で ・ 省力 化 の メ

リッ トが大 きい。

2}社 内事務 処 理 の 自動 化

関 係営 業 部 に於 け る売 先別 約 定残,在 庫 ポ ジ シ ョン,取 引先 に対す る請 求書 発 行 が 自動 的 に処

理 され,又 将 来 銀 行 とのオ ンラ イ ン化 に よ り,期 日到 来 代金 の 口座 自動 引 落 し,信 用限 度 ポ ジシ

ョン 自動 チ ェ ック等 本 社業 務 の合 理化 に寄 与 す る と ころが 大 きい。

3)イ ンシ ュ ア ラ ンスの 簡便 合理 化

派生 的 な メ リッ トとして,輸 入 原料 の実数 の 移動 が 完 全 に把 握 され るの で,保 険会 社 との協 調

に よ り,水 切 り後 の保 険 を マ リン と一 貫 した スル ー ・イ ンシ ュ ア ランス化 が 直 ちに実 施 可能 とな

る 。

●

4

1-4-3食 品 コン ビナー トと物 流 シス テ ム

食 品 コ ン ビナー トを中 心 とす る,商 品 の流 れ は図 の通 りで あ るが,物 流機 構 の 整備 に 当 っ て考

慮 され ね ば な らない 問題 と して は次 の よ うな ものが 考 え られ る。

イ)第 一 次加 工 メー カ ーが生 産 す る に必要 な,最 適 な量,最 も安 い 運送 コ ス ト,タ イム リー な(在

庫量 出 来 るだ け少 い)原 料 の供 給。

ロ)第 二 次加 工 メ ーカ ーが生 産す るに足 りるだ け の原料 が 第一 次 加 工 メー カ か ら製 品 又 は副 産 物 と

して産 出 され る こ と。 第 一 次加 工 メrカ ー か ら産出 され た製 品 が出来 るだ け第 二次 加 工 メ ー カー

に吸 収 され る こ と。 す なわ ち関連 した企 業 の生 産相 互 関係 が 最 適で あ る こ と。

関連 す る メー カ ー の距離 が 最短 にな り物流 が 円滑 に行 なわ れ る こと。

ハ)後 背 マ ーケ ッ トの変 化 に た える だけ の生産 規 模 と配送 設備 を有 す る こと。

二)配 送 セ ンター に於 け る在庫 が適正 な量 で あ る こ と。 在 庫商 品 の配置 が 適正 で あ る こ と。

ホ)生 産 地 直送 品(水 産物,生 果 物,肉 乳製 品 な ど)も こ な し得 る近代 的 な配 送 設備 で あ るこ と。

へ)生 産地 一 一→ 配 送 セ ン ター

　 寸il:∵一

等相互間の交通事情改善(道 路整備),及 び配送手段手当が最善であること。

ト)配送に於ける時間的な問題,距 離の問題,配 送順序 とインターバルの問題が最善であること。

チ)後 背マーケットに見合った物流基地が大小とりまぜて適切に配置されていること。

リ)加 工時点,配 送時点,配 送センタ時点小売段階等の時点に於ける,商 品形態が適切に変型され

ること(包 装の問題,っ め合せの問題,複 合商品の組合せなど)。
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1-4-4食 品 コン ビナー トと情 報 フ ロー

次 に 食品 コ ン ビナー トに 関係 す る情 報群 で あ るが,そ の 構成 は図1-18の よ うにな る。

食品 コン ビナ ー トに於 け る各 種情 報 フロ ーの必 要 性 は,そ の時点 の問題 として

イ)製 品 の 流通 が ム ダな く流 れ る こと

ロ)消 費 に見 合 う製品 が,ム ダ な く・生 産 され る こ と。

ハ)生 産 に 見合 う原料 が ム ダな く供給 され る ご と。

二)マ ーケ ッ トが 何 を どの くらい求 め てい る か適 格 に把握 す る こと。

ホ)各 企 業 間商 的 流通 ポジ シ ョンを明確 に す る こ と。

を求め るた めの もので,又 将来 の問題 とし て,

イ)地 域 開 発 政府 施 策 業 界動 向等環 境 条件 の変 化 を把 握す るこ と。

ロ)マ ーケ ッ トが将来 どん な もの を望 んで い る かを把 握,演 出 す る こと。

ハ)そ れ に合 わせ て,形 成 され た シス テ ム を柔 軟 に 変 更出 来 る こ と。1

な どを求 め る こ とに あ る。

これ らを 満す るた め に は,莫 大 な情 報を 整理,重 合 の上,新 しい 知 恵 として の情 報 を シ ス テム 全体

に反 映せ ね ば な らず,必 然 的に 高度 な コン ビ》ユ一 夕等 の情 報処 理加 工技 術 が求 め られ て い る。

コ ン ヒ。ユ 一夕 は企 業間 決 済,決 算 事 務 の処 理 等 の オペ レー シ ョナル な情 報処 理 を も含 めて 稼動 す る

こ とに な る。

マネ ー ジ メ ン トに は資 す る為 の デL-・タ分 析 の例 を図1-19に 示 すが このよ うに 各種 情 報 を駆使 して

流 通 シ ステ ム を最 も効 率 良 く運 営 出来 るよ うな情 報 フ ロー を形 成 せ ねば な らない。 注意 せね ばな らな

い の は この よ うな シス テ ム とい う ものが 常 に時 間 と共 に変 化 してい る。 時 間 的 な経 過 の 中で,変 化 と

対処 し,現 実 に即 してゆ け る もので な くて はな らない こ とで あ る。

デ ー タ収集 の際,チ ャネル内 オペ レーシ ョナル情 報 以 外の 外 部一 般情 報源 の具体 例 をあげ る と下 記

の よ うに なる。

① 日通 総研(D・c関 係)

② 小 売店 経 営実 態調 査(調 査依 頼)

③GrainReport

④ 海 外Agencyよ りの 海外情 報

⑤ 小 売商 小袋 市 場 調査(砂 糖)'

⑥ 内 外百 貨店,卸 売,ス ーパ ー ・ス トア,メ ー カー の 一般 流通動 向

⑦ シ 。ッピ ングセ ンタ ー

⑧ 農 林 統計 情 報

⑨ 百 貨店 法,中 小 企 業 基本 法,中 小企 業 近代 化 促進 法 な どの関 係流 通法規

⑩ 各 種 流通 関 係機 関

中 小企 業 振 興事 業 団'
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2.食 品 コ ン ビ ナ ー ト形 成 へ の ア プ ロ ー チ

2-1ア プ ロ ー チ と 情 報

食 品 コ ンビ ナー トを形 成 す る過程 はす べ て 同一 のパ ター ンです す め られ るとは 限 らな いあ る時 は,

取 引 先企 業 のパー トナー ・シ ップを タイ トに す る とい う発 想 か らプ ラン がす す め られ ま たあ る時 は,

工業用 地 の確保 が 行 なわ れて い て,そ の用途 とい うこ とで プ ランが 開始 され る こと もあ る,い わ ば純

粋 に シス テ ムズ ・ア プ ロー チ の結 果 と して,食 品 コン ビナー ト構想 が生 まれ て来 ると言 う事 は レア ・

ケ ー ス と言 え,政 策が 先 行 してい る場 合 が大 半 と言 えよ う。

2.3で は本 調査対 象 とな っ た食 品 コ ン ビナー ト形 成過 程 に触 れ るの で,こ こでは形 成 の過 程 で必 要

とな る機能 を平 面的 に と らえ,そ れ らが,ど の 様 な情報 を必 要 と す るか を ま とめ てお く こととす る。

(1)食 品 コ ンビナー ト形 成 の 基本機 能

食 品 コン ビナー トを形 成 して ゆ く過 程 で 最 も重要 な 機能 は用 地の決 定 ・規 模 の決 定 ・基本 構想 の

決 定 であ る。 これ らの3つ の機 能が決 定 した と ころで 長短期 の計 画 が 策定 され て 食品 コ ン ビナー ト

の形 成即 ちfラ ンが 完成 す るわ けであ るが,上 記 の3機 能 の う ち用地 ・規 模 の決 定 は比 較 的制 約条

件 が は っ き りしてい た り,政 策 的 に決 定 し て い るケ ース が多 い。 そ こで基 本 構想 策定 機能 を と りあ

げ分 解 して み る。

取 扱商 品 の 決定

コン ビナ ー ト内使 用機 器の決 定

関連 企 業間 〃

参 加 企業 の決 定

コ ン ビナ ー トIN・OUTの 物 流シ ステ ム決定

以 上 に 食品 コ ン ビナ ー トの コ ンセ プ トな り目標 は1.で 記 した如 く固 まって い る もの と しての もの

で あ る。

食品 コン ビナー トは本 来 上 記の 基 本 機能が 決 定 され た段 階で用 地 ・規模 の 決定 が 行 なわ れ るの で

あ るが,先 に も触れ た 様 に そ の順 序 が逆 とな ることが多 い。

、次 に長 期 計 画で は,食 品 コン ビ ナー トの具 体 的 な形 成の計 画 であ るが,そ の中 で も最 も重 要 な 機

能 は,建 設 資金 の 調達 と利 益計 画 で あ り,2.3で は資 金 と言 う形 で と りあげ る こと とす る。

2-2食 品 コ ン ビ ナ ー ト形 成 に 必 要 な プ ラ ニ ン グ 情 報

プ ラニ ング情 報 は,コ ン ビナ ー ト形 成過 程 の最 初 の段 階で 欠 か す ことの 出来 な い もの で あ る ことを 前

前節 で述 べ て来 た ので あ るが,こ こで は 収集 す る情 報 にス ポ ッ トをあて て み る こと とす る。

まず,プ ラニ ン グ段 階 での 情 報収 集 目的 は次 の8要 因に集 約 す る こ とが で きよ う。
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⑭

(1)何 の た めに 理 念 ・目的

② 何 を 対 衆

(3)何 処 に 場 所

(4)ど れ くらいの 物 を 規 模

⑤ どんな 内 容 を 様 態'

(6)ど の よ うecし て 工 程 ・手 段

(7)何 時まで に 期 間

(8)ど うす るか 運 用

そ して,こ れ らの 目的 に沿 っ て収集 情 報 を大 別す る と,

(1)社 会情 報

(2)経 済 情報

⑧ 政 策情 報

(4)立 地 情報

⑤ 需要情 報(消 費者 情報)

⑥ 供 給 情報

(7)金 融情 報

(8)参 加 企業 情 報

⑨ 商品情 報

⑩ 技 術情 報

⑪ 価 格情 報

⑫ 情 報 処理技 術 情報

⑬ 輸 送 情報

⑭ 労働 情 報

㈲ エ ネル ギ ー情 報

㈹ そ の他 情 報

な どが あ る。 プ ラニ ングの 要 因 と情 報 の 関連 を 表わ す と図2-1の よ うに 捉 え られ よ う。
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以下 これ らの諸情 報 に つい て情 報 源お よ び そ の内 容 等 に っ いて 調べ る ことに す る。

社 会 情 報

企業 禾1捻な り,企 業 目的 を策定 す る場 合 に社 会 が何 を欲 し,ど うい う状meecあ るか 探 る必 要が あ る。

また 海外 よ り原材 料 を輸入 した り,逆 に製 品 を輸 出 す る場 合 に,そ の相 手 国 の社 会 情勢如 何が,安 定

した供 給 や 需 要 先の選 定 に 対す るポ イン トにな る。

a政 治情 勢

b経 済情 勢

c軍 事情 勢

d民 心

e風 土

c宗 教

dそ の 他 社会 情 勢

情 報 ソース と して は次 の もの が あ る。

イ 新 聞'

ロ 旅 行者 談

ハ 政府 刊 行物

二 その 他 出 版物

ホ 商 社,メ ー カの 内外 店

へ そ の他

経 済 情 報

コン ビナ ー トの 利益 目標 を設定 した り,稼 働 時 間 の 見通 し を立 て た り,ま た規模 や,様 態 を決 め る

重要な要因ζなる。

a国 民総 生産

b産 業 設 備投 資 動 向.

c中 小企 業景 気 動向

d株 価 動 向

e海 外 経 済動 向

f輸 出 環 境 の変 化

g地 域 社 会Cと の民 力指 数

hそ の 他 経済 情 報

これ らの情 報 の ソース として はっ ぎの もの を掲 げ る こ とがで き る。

イ 政府 刊行 物

ロ 商社 ・メー カ 等の 内外 店

ハ 出版 物

二 風 評
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ホ その他経済情報

政 策 情 報

国の政策は,理 念,立 地 規模 様態などを決定す る大 きな要因となる。

a

b

C

d

e

f
■

9

h

・
1

.J

内外食糧品行政

国庫助成金

都市開発

地域開発

公共投資

開発国援助

輸出入政策

租 税

生活改善

その他政策情報

そ の ソース と して つ ぎの ものが あ る。

イ

ロ

ノ、

内外政府刊行物

新 聞

商社 ・メーカの内外店

その他

立 地 情 報

魯

食 品 コ ンビナ ー トそ の もの は,海 外 よ り原材料 を輸 入 し,貯 蔵 し,そ れ に物 理 的,化 学 的作 用 を加

えて 新 しい形 態 や性 質 を与 え;経 済 価 値 を増 大 させ た商 品 として 搬出 す る一 連 の プ ロセス を 同一 のエ

リア 内 で行 な う。 この た め単 一 の加 工 産業 と違 って立 地 に は相 当 厳 しい 条件 が必 要 とな る。

a

、D

C

d

e

f
■

9

h

i

j

k

l

m

送

一

輪

関

ギ

業

揚

地

水

物

酬

勧

金

金

通

信

継

れ

甦

市

用

用

建

原

労

資

税

交

通

情

工

関
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D
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気 候

災 害

生活環境

法的規制

防 備

その他立地情報

(こ れ ら立 地 情報 は他 の 情報 と重 複 してい るもの が多 い)。

情 報 ソース と して はっ ぎの ものが あ る。

体

報

媚

情

公

体

・

団

力

闘

行

他

要

府

界

一

の

政

業

メ

新

銀

そ

需

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

へ

プラニング段階で長期計画に必要なものと短期計画に必要な ものとでは多少異なる。

a

lD

C

10

e

f

σ
b

h

・1

.J

質的量的食品需要量

需要家製品の長期販売予測

需要家設備投資計画

需要家販売網拡張計画

海外市場の輸出情報

輸入食品消費動向

技術革新情報

嗜好情報

製品在庫量

その他需要情報

aの 需 要量 は長 ・短期 別,需 要 家 別 の他 に 配送 計画 上 地域 刑 す な わ ち工 場 別 の量 で ある こ とが 必

要であ る。

bの 需要 家製 品 と はあ る 商社 を原料 と して作 られ る製 品 例 えば,小 麦粉 と製 パ ン業 の関 係 で・ 後

者か ら作 り出 され るパ ンな どを指 す ものであ り,集 計 され た需 要量 の 正 当性 を裏 付 け る もの であ る。

それ と同時ecそ の需要 家 製 品 の加 工 に よ る2次 製 品ecっ いて まで広 げ て 需要情 報 を集 め・ 分 析す る必

要があ る。

情 報 ソー ス と して はっ ぎの よ うな ものが あ る。

イ 需 要家

ロ 商 社 ・メ ー カの 内外 店
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ハ 業界 団 体

二 官 庁

ホ 問 屋

消 費 者 情 報

最終 需 要者 で あ る消 費者 に 関 す るマー ケ ッ トの 情 報 を収 集 し分析 す る ことは,コ ン ビナー ト形 成 に

対 す る プラニ ング情報 と して は,金 融情 報 な どと同 じ く重 要 な もの で あ る。 消 費者 情報 に もとつ いて,

製造 品 種か らそ の生 産 量 参 加 企業,原 材 料品 目な どの検 討が な され る。

a

b

C

d

e

f

g

h

所得水準

生活水準

消費動向

嗜 好

余暇利用

消費者期待価格

充足度

その他消費者情報

供 給 情 報

コ ンビナ ー トのイ ンプ ッ トで あ る原 材料 は その ほ とん どが 海 外資 源 に 依存 して い る のが実 情で あ る。

従 って 供 給情 報 は 海外 を中 心 と した ワール ドワイ ドな情 報 が必 要で あ る。 特 に,安 定 した コ ン ビナー

ト形成 には,安 定 した原 材料 の供 給 が絶 対 条件 として 存在 す るため,供 給情 報 の重 要 性 はい うまで も

な い。

a

b

C

d

e

f

g

h

i

j

k

1

質的,量 的供給量

コンビナート設備投資計画

食品加工の技術革新

原材料供給所在地

原材料作付

原材料産地価格

潜在供給能力

海外政治,経 済動向

輸送機関

季節変動

受け入れ(本 制(貯 蔵 保存,加 工))

その他供給情報

その情 報 ソース として はっ ぎの もの があ る。

イ 商 社 の海 外店

ロ メ ー カ

一38一

シ

θ

㎡



、
ζ

竜

句

ハ 内 外 政府

二 内外 業 界 団体

ホ 輸送 業 者

金 融 情 報

コ ン ビナ ー ト形成 に は,そ の規 模 の大 きさ,投 資 効果 をあげ るまで の期間 の長 さか らいつ で も調 達

を要 す る資 金量 は 莫大 な もの にな る こ とは 当然 で あ る。 し たが っ て金 融情 報 はプ ラニ ン グ段 階にお い

ては最 も重 要 な もの であ る。

a

b

C

d

e

f

g

h

i

j

k

政府金融政策

国 ・公助成 補助金制度

諸金融機関の設備資金などの長・短期貸出し状況

証券市場動向

短期金利状況(公 定利食 臨時金利調整法,コ ール ・レー ト,窓 口規制など)

長期金別状況(開 銀 ・輸銀・諸金融公庫など政府金融機関 長期信用銀行,公 社債 株式)

企業間信用

金利自由化

自己資本

国際金融(a～gま での各項 目に関する国際情報)

その他金融情報

これ ら情報の ソー ス として はっ ぎの ような もの があ る。

イ 公 官 庁

ロ

ノ、

参 加 企 業 情 報

食品 コ ンビナ ー トを バ ランス の とれ た加 工産 業体 な すか 否か は,

択 に左右 され ると い って も過 言 で はな い。

a－ 次 加 工 企業

製粉,精 製 糖 精 油等 にっ い て,そ の

・企 業 規 模

・資 本 構 成

・関 連 企業 金 融 機関

・生 産 能力

・原材 料供 給 先

・販 売 先 お よ びルー ト

・製 品 販 売格 価

・製 品 製造 コス ト
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・人 員 構成 お よび人材 情 報

・工 場立 地 情報

・そ の他

b二 次加 工企 業

これ も一 次加 工 企業 情 報 と同一 項 目に 関す る情報 を必 要 とす る。

c輸 送 企 業

コン ビナー ト内 の輸 送 は勿 論の こ と,コ ン ビ ナー トよ り各 販売 ル ー トへ の輸 送 を司 るべ き企

業 群 にっ い ての 情 報

・企業 規模

・資本 構 成

・関 連下 請企 業

・取 引金 融機 関

・輸送 能 力

・保 有輸 送 機器

・獲そ尋ノレー ト

・運 搬経 費 .

・そ の他

dそ の 他企 業 群

・エ ネル ギー供 給 企 業

・厚 生 関連 企 業

・そ の他 コー テ ィ リィテ ィ関係 企 業お よび 機 関

eそ の 他 企業 情報

商 品 情 報

コ ン ビナー トの 規模 をは じめ,立 地 要 因 参加 企業 の 選 圭凡 必 要加 工,包 装 技術 輸送 手 段 供 給

原 材料 を検 討 す る要因 を与 え るとい う点 で 商品 情 報 は重 要であ る。

a

b

C

d

e

f

g

h

i

j

k

現流通食品

食品別加工技術

新製品開発状況

海外食品

販売経路

包装 ・デザイン

陳列形式

広 告

嗜 好

食品衛生

その他食品情報
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技 術 情 報

コ ン ビナー トの イ ン プ ッ トで あ る原 材料 も,ア ウ トプッ トであ る製品 も多 品種 で あ る ため・ そ こで

使 われ る技 術 の種類 も多い 。 これ らの各 分野 の技 術 を 有機 的 に結合 し最 高 の技 術 レ ベル で運 用 され て

初 めて コ ン ビナー トと しての機 能 発機 が な され る。

a

l
D

C

d

e

f

9

h

i

j

k

l

m

n

0

P

原材料貯蔵技術

品質管理技術

各種製品加工技術

製品検査技術

製品応用技術

製品保管技術

輸送技術

包装技術

労務管理技術
び

工程管理技術

開発 ・基礎技術

特許情報

情報処理技術

省力産業

食品衛生技術

その他技術情報

価 格 情 報

原 材料 な らび に半製 否,完 成 品な ど の諸 価 格情 報 は,投 資お よび 利潤追 求 とい う点か ら,＼効 果 マキ

シ マム を狙 うた めに は必 要 なプ ラニ ング情 報 の一 つ で あ る。

a

b

C

d

e

ρ1

9

h

i

j

k

l

m

原材料価格

電力 ・ガスなどのエネルギー価格

賃 金

用地取得および賃借価格

需要家買取希望価格

需要家製品価格

運搬コス ト

加工コス ト

競合商品価格

季節変動価格

設置機器構入価格

情報処理コス ト

公害防止コス ト
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n海 外 市 場価 格(上 記a～mま で を含 む)。

oそ の他 価 格情 報

情 報 処 理 情 報

コン ビナ ー トはそ の性 質上 従来 で は異種 企 業 と して独 立 し た存在 であ っ た もの を一 同ec集 め,1つ

の流れ の 中 で共 同体 として それ ぞれ の 機能 を 発揮せ しめ,全 体 とし て効 果 マキ シマム をね らって い る。

こ こで これ らを有 機 的 に結 びつ け る もの の 第一 は,情 報 の太 い パ イプ であ る。 し たが って プ ラニ ング

段 階 にお い て そ こ で扱 われ る情報 の 処理 に関 して,十 分調 査 してお くこ とは コン ビナー ト形 成 後の

運 営が よ り効 果 的 な もの にな る。

a

b

C

d

e

f

g

h

i

.J

k

l

m

n

O

P

q

原材料インプット量(品 種)

原材料在庫量(品 種)

プロセスコントロール

生産実績(品 極 工場)

輸送(経 路,コ ス ト)

製品在庫量(品 種)

出荷実績(品 極 相手先)

代金決済(相 手先)

原材料検査

製品検査

加工技術

人事,給 与

人材バ ンク

その各種情報バンクおよび利用方法

a～nに 関する情報ネット・ワーク

情報処理機器(コ ンビ。ユータ)の 機種選捉 要員養成 利用枝枝開発

その他情報処理技術情報

輸 送 情 報

●

コス ト分担

コ ン ビ ナー トに お ける輸 送情 報 に は大 き く分 けて2っ 考 え られ る。 その1つ は,広 大 な敷 地 内 に所

在 す る企 業 詳聞 の 輸 送 に関 す るもの と,原 材 料 の輸送 や,製 品 の需 要家 へ の輸 送 な どの よ うに外 部の

輸 送 に 関す る もの で あ る。 これ ら外 部輸送 は海外 依 存度 が高 い とい う理 由 と,コ ンビナ ー トよ り出 さ

れ る ものが 食糧 品 で あ るとい うことか ら種 々の 形 態を とる ことは 必至 で あ る。 また食 品 流通 の 複雑 さ

か ら言 って,輸 送 情 報 を把 握 す る ことは,コ ス ト低 減 に最 も影 響 を与 える もの と考 え られ る。

a船 舶

・世界 各 国の 配船 勤 配 船 計 画

・コンテ ナ船

・専 用船(小 麦 専用 船 な ど)

・運 航 方式
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・運賃 な らびに 保 険

b航 空

・貨 物航 路

・気 候

・運 賃お よび保 険

・所要 時間

・取 扱 い貨 物 の品 種

・制 限 重量

c陸 上 交通

・鉄 道

・ トラ ッ ク

・道 路

・地 形

・そ の他運 搬手 段

・上記 各手 段 毎 の運 賃お よ び保 険

・ 〃 所 要時 間

・ 〃 許 容 量

d総 合関 連一 貫 輸送

cそ の他輸 送情 報

労 働 情 報

コン ビ ナー トにお け る必要 労役 は高度 の 熟練 者か ら,く り返 し作 業 の単 純労 働者 まで異 極 異質 の

ものが 必 要 とな る。 労働 情報 は,立 地 情報 の一 部で あ る と考 えて もよいが,.コ ン ビナー トの プラ ニ ン

グ段 階で は,ど の よ うな労 働力 を調 達可 能か が 非 常 に重 要 であ るので独立 した プ ラニ ング情 報 とし て

扱 うべ きで あ る。

a潜 在労働供給能力

b賃 金

c人 材所在

d労 働市場

・高度技能者(学 歴 経耽 特殊免許等)

・単純労務者(男 女別 年令別)

・パート・タイマー

e地 域別所得分布

f地 域別特質

g産 業別就業者

h生 活水準
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i労 働 環 境

j労 働法 規

kそ の 他 労働 情 報

エ ネ ル ギ ー 情 報

食 品産 業 関 係 は他 の産業 に比 して 必要 エ ネル ギ ーは少 な いの で あ るが,そ れ で も安 価 で良 質で,か

っ安定 した エ ネル ギ ー の供 給が 受 け られ るか 否か は,コ ン ビナー ト形成 にお い て は欠 くこ との で きな

い 情 報 であ る。

a

b

C

d

e

f

g

h

電力供給

電源開発実施 計画

停 電

重油,石 油供給

ガス供給

天候(太 陽熱利用)

新エネルギー(地 熱 天然ガス,原 子力,核 融合)

その他エネルギー情報

これ らの諸 情 報 を整 理 す ると図2-2の よ うにな る。
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図2-2食 品 コン ビナー ト形成 過 程 に必 要 な諸情 報

ー
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ー

情 報 の 種 類
情 報 の 形 態 情報の頻度 情 報 源

利 一 用 必

要
度

充
足
度

区 分 調 査 要 項 部門 階 層

社 会 情 報 政治 ・経済 ・軍事風土
新 聞,雑 誌
書 物,口 述

随 時
新聞,雑 誌 ニュース社,内 外政府

海外支店
開発調査 TOP～LOW A B

経 済 状 報 日本経済 見通 し 文 書 定 期 〃 〃 A A

{D当社見通 し 〃 〃 社 内 "
.

〃 A. B

②金融機関見通し 〃 〃 各種金融機関 "
,

〃 B B

(3}政府 見通 し
〃 〃 政 府 〃 〃 B B

世界経済見通し 〃 〃
`

A B

{1)当 社 見通 し
〃 〃 社 内 〃 〃 A B

② 政府見通 し 〃 〃 政 府 〃 〃 B B

(3)国 連見 通 し 〃 〃 国 連 〃 〃 B B

内外企業経営 者見通 し パ ン フ レ ッ ト 不 定 期 経済企画庁,経 団連 〃 〃 B C

産業設備投資動向 文 書 定 期 通産省,銀 行,経 団連 〃 〃 B B

中小企業景気動向 〃 〃 中小企業庁,'商 工会議所 〃 〃 B B

株価動向 〃 随 時 新 聞社,東 京証券取引所
〃 〃 B B

輸出入動向
〃 定 期 通産 省 大蔵省.国 連,社 内

〃 〃 A 8

地域経済見通 し
〃 〃 経企庁,日 銀 〃 〃 B B

地域民力指数 〃 〃 新聞社,都 道府県,統 計課 〃 Mid～LOW C C

景気予測 〃 〃 経企庁 〃 TOP～LOW B B

政 策 情 報 内外食糧品行政 文 書 不 定 期 政府,新 聞社,国 連,海 外支店 開発調査 TOP～LOW A A

国庫助成金制度 〃 〃 政府,新 聞社 〃 〃 A A

都市開発政策 〃 〃 官公庁,新 聞社,社 内 〃 〃 A A

■

地域開発政策 〃 〃 〃 〃 〃 A A
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情 報 の 種 類
情 報 の 形 態 情報 の頻度 情 報 源

利 用 必

要
度

充
足

.度区 分 調 査 要 ・項 部 門 階 層

政 策 情 報 公共投資政策 文 書 不 定 期 官公庁,新 聞社,社 内 開発調査 TOP～1、OW A A

後進国開発援助政策 〃 〃 〃 〃 〃 A A

自由化政策 〃 〃 〃 〃 〃 A A

貿易政策 〃 〃 貿易振興協会,政 府,新 聞社 〃 〃 A A

金融政策 〃 〃 〃 〃 〃
A A

産業育成政策 〃
〃

〃

.

〃 〃
A A

租税政策 〃 〃 〃 〃 〃 A A

立 地 情 報 コン ビナ ー ト形 成 立地 , 随f痔 " 〃 A B

需 要 情 報 質的,量 的食品需要動向 文 書 政府,社 内 ・ 〃 Mid～LOW A B

需要家製品長期販売予測 〃 〃 メー カ.経 企 庁.中 小 企 業 庁 〃 〃 A B

需要家設備投資計画 〃 〃 〃 〃 〃 A B

輸入食品依存度 〃 〃 経企庁,食 糧庁 〃 〃 A. B

輸入食品消費動向 文書,資 料 口述 随 時 経 企庁,食 糧庁,新 聞紘 小売店 〃 〃 A B

嗜好動向 〃 〃 〃 〃 〃 B C

製品在庫量 ・指 数 文 書 定 期 社 内,経 企庁 〃 〃 A. B

需要家製品流通経路 〃 随 時 メ ーカ,新 聞 社.社 内 〃 〃 A B

〆

需要販売網拡充計画 〃 〃 〃 〃 〃 A B

主要需要家統計 資 料,口 述 〃 〃 〃 〃 A B

農産物 の需要と生産の長期見通し 文 書 定 期 農林省 〃 〃 A B

消 費者 情 報 消費者動向 文 書 定 期 経 企庁,消 費者動向研究会 〃 〃 B B

消費水準 〃 〃 経企庁,総 理府,農 林省 〃 〃 B B

家計調査 〃 〃 総理府 〃 〃 B B
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情 報 の 種 類
情 報 の 形 態 情報の頻度 情 報 源

利 用 必
要
度

充
足
度区 分 調 査 要 項 部 、門 階 層

消 費 者 情 報 勤労者世帯可処分所得 文 書 定 期 総理府 開発調査 Mid～1、OW B B

勤労者世帯消費支出 〃 〃 〃 〃 〃 B B

農家可処分所得 〃 〃 農林省 〃 」 〃 B B

農家消費支出 〃 〃 〃 〃 〃 B B

百貨店販売統計 〃 〃 通産省 〃 〃 B B

国民 生活(嗜 好,余 暇利用) 〃 〃 新聞社.国 民生活研究所 〃 〃 B C

供 給 情 報 原材料供給国 文 書 不 定 期 通産省 大使館,国 連,海 外支店 〃 〃 A A

原材料作付量 〃 定 期 国連,各 国政府,海 外支店 〃 〃 A B

原材料産地価格 〃 〃 〃 〃 〃 A A

潜在供給能力 〃 〃 〃 〃 〃 A B

実質供給能力 〃 〃 〃 〃 〃 A B

輸送手段 〃 不 定 期 〃 〃 〃 A B

原材料加工貯蔵能力 〃 定 期 〃 〃 〃 A B

輸出入行政 〃 〃 通産省,大 蔵省,日 本貿易振興会 〃 〃 A B

輸入農林水産物 の現況. 〃 〃 日本貿易振 興会 〃 〃 A B

海外市場 〃 〃 〃 〃 〃 A B

底開発国貿易,援 助問題
:

〃 〃 外務省 〃 〃 A B

金 融 情 報 政府金融政策 文 書 定 期 大蔵 省,日 銀 〃 TOP～1」OW A A

国庫助成補助金 資 料 随 時 新聞社,政 府 〃 〃 A B

総合資金需要給見通し 資 料 ・ 文 書 定 期 経企庁 〃 〃 A B

産業資金供給見通し 〃 〃 〃 〃 〃 A B
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情 報 の 種 類
情 報 の 形 態 情報の頻度 情 報 源

利 用 必
要
度

充
足
度区 分 調 査 要 項 部 門 階 層

金 融 情 報 産業資金供給状況 資 料,文 書 定 期 日 銀 開発調査 TOP～LOW A B

産業設備資金新規供給状況 〃 〃 〃 〃 〃 A B

設備資金業種別新規貸付 〃 〃 〃 〃 〃 A B

日銀 券月中平均発行高
〃 〃 〃 〃 〃 B B

日銀券貸 し出 し残 高 〃 〃 〃 〃 〃 B B

全国銀行主要勘定 〃 〃 〃 〃 〃 B B

手形交換高 〃 〃 東京手形交換所 〃 〃 B B

全国銀行貸出約定平均金利 文 書 〃 日 ・ 銀
〃 〃 A A

コ ール市 場 資金 残 高 レ ー ト 〃 〃 〃 〃 〃 A A

証券市場動向 〃 〃 東京証券取引所 〃 〃 A A

公社 債利回 り 〃 〃 〃 〃 〃 A A

国際傘融状況 "
.

〃 日銀,世 界 銀,社 内 〃 〃 B B

企業間信用状況 〃 〃 大蔵省,日 銀,証 券会社,銀 行 〃 〃 A B

消費者信用状況 〃 〃 大蔵省,各 銀 行 〃 〃 B B

外資導入状況 〃 〃 通 産 省 〃 〃 A B

金融機関別貯蓄実績 〃 〃 日 銀 〃 〃 A B

企 業 情 報 主要企業経営分析 文 書 〃 通 産 省,日 銀,社 内 〃 〃 A B

主要企業短期経済観測 〃 〃 〃 〃 〃 A B

企業倒産件数 〃 〃 東京商工興信所
`

〃 〃 A A

各社有価証券報告書 資 料 〃 食品産業各社 〃 〃 A A

各社営業報告書 〃 〃 〃 〃 〃 A B

各社 その他公 表資料
〃 随 ・ 時 食品産業各社,新 聞社,雑 誌社 〃 Mid～LOW B B
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情 報 の 種 類
情 報 の 形 態 情報の頻度 情 報 源

利 用 必
要
度

充
足
度

区 分 調 査 要 項 部 門 階 級

企 業 情 報 各社設備投資動向 資 料 定 期 中 小企業庁,社 内 開発調査TOP～LOW A B

事業所統計調査 文 書 〃 総理府(統 計 局)
〃 〃 A B

法人企業実態調査 〃 〃 国税庁 、

〃 〃 A B

中小企業実態調査 〃 〃 中小企業診断協会 中小企業庁 〃Mid～1」OW A B

商 品 情 報 食品流通 文 書 不 定 期
運輸紺 青研 究セン ター
生鮮食品流通研究会

〃TOI》 ～LOW A B

流通統計 〃 〃 日嵐 総研 "〃 A B

商業統計 〃 定 期 通産大臣官房 "〃 A B

食品工業関係統計 〃 〃 日本経済調査 会 "〃 A B

加工食品販売統計 資 料 〃 新 聞社,百 貨 店,ス ーパー,社 内
"〃 A B

食品加工技術動向 文 書 不 定 期 新 聞社,雑 誌 社,メ ーカ.社 内
〃Mid～LOW A B

新製品開発状況 〃 〃 〃 〃" A B

海外食品状況 〃 〃 海外支店,新 聞
令

〃 〃 A B

販売経路 〃 〃 通産省 〃 〃 A B

食品衛生 〃 〃 厚生省 〃 〃 A B

技 術 情 報 各社技術報告 文 書 不 定 期 メ ー カ
〃Mid～Low A B

」

開発新技術状況 〃 〃 新 聞 社,雑 誌 社,メ ー カ 〃" A B

特許情報 〃 定 期 新聞社 特許庁 〃" A B

食品衛生技術 〃 〃 ・ 厚生省 〃 〃 A B

メ ー カ ・ユ ー ザ の カ タ ロ グ 資 料 随 時 メ ー カ,小 売店 〃 〃 A. B

その他関連技術 〃 〃 新 聞社,雑 誌社,出 版物 〃 〃 A B
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情 報 の 種 類
情 報 の 形 態 情報の頻度 情 報 源

◆

利 用 必
要
度

充
足
度区 分 調 査 要 項 部 門 階 級

価 格 情 報 原材料価格 文 書 定 期 新聞払 海外支店 開発調査 TOP～LOW A B

卸売 り物価指数 〃 〃 日 銀 〃 〃 A 〃

全国消費者物価指数 〃 "
. 総理府 〃

.

〃 A 〃

海外市況 〃 〃
日本貿易振興会

〃 〃 B 〃

小売物価指数
〃 〃 東京商工会議所 〃 〃 A 〃

加工食品生産者物価指数
〃 〃 日 銀 〃 〃 A 〃

輸出入物価指数 〃 〃 〃 〃 〃 A 〃

消費者動向予測
〃 〃 経企庁 〃 〃 A 〃

需要家買取希望価格動向
'〃 不 定 期 声 声ヵ,小 売店,社 内 〃 Mid～LOW

'

A 〃

運搬 コス ト動向
〃 定 期 国鉄,運 輸省,日 通総研

〃 〃 A 〃

競合商品価格状況 〃 .随 時
・新聞 社

,業 界,社 内
〃 〃 A 〃

情報処理情報 経営 シ ステム
〃 〃 雑誌社,社 内,新 聞社 〃 〃 A A

生産管理 システ ム
〃 〃 〃 〃 〃 A A

販売管理 システム
〃 〃 〃 〃 〃 A A

人事管理 システム
〃 〃 〃 〃 〃 A A

販売管理 システム
〃 〃 〃 〃 〃 A A'

財務管理 シスデム
〃 〃 〃 〃 〃 A A

企業間 システム ー

〃 〃

'

〃 〃 〃 A A

輸 送 情 報 船舶輸送状況
〃 定 期 運 輸省,船 舶 協会

1

〃 〃 A B

輸送技術動向
〃 随 時 運 輸省.国 鉄 日通 〃 〃 A B

陸上貨物輸送状況
〃 ・定 期

運 輸省,国 鉄,日 通 〃 〃 A B

港湾整備計画 〃 随 時 ト ラ ック業者,運 輸 省,新 聞社 〃 〃 A. B
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情 報 の 種 類
情 報 の 形 態 情報の頻度 情 報 源

利 用 必
要
度

充
足
度

区 分 調 査 要 項 部 門 階 級

輸 送 情 報 陸上交通拡張整備計画 文 書 随 時 トラック業者,運 輸省 新 聞社 開発調査 Mid～LOW A. B

労 働 情 報 労働統計 〃 定 期 労 働 省
〃 TOP～LOW A B

労働移動実態 〃 〃 〃 〃 〃 A B

潜在労働供給能力
〃

〃 〃 〃 〃 A B

労働市場
〃 〃 〃

〃 〃 A B

人材所在
〃 随 時 人材 バ ンク セ ンタ ー 〃 〃 A B

地域別所得分布 〃 定 期 労 働 省 〃 〃 A B

地域別労働特質
〃 〃 〃 〃 〃 C C

職種別民間給与実態
〃 〃 人事院,国 税 庁

〃 Mid～LOW A B

賃金構造の現状 と推移 〃 〃 労 働 省
〃 〃 A. B

賃金 セ ン サス
〃 〃 労働大臣官房

〃 〃 A B

賃金労働時間制度 〃 〃 〃 〃 〃 A A

労働環境 〃 〃 社 内.新 聞社
〃 〃 A B

労働法規 〃 〃 労 働 省 〃 〃 A A

エ ネルギ ー情 報 エネルギ資源 開発動向 〃 不 定 期 通産省,総 理府
〃 〃 B B

エネルギ供給 予測 〃 定 期 産業構造調査会 〃 〃 B B.

電力供給状況
〃 〃 通産省,電 力会社 〃 〃 A A

電源開発計画
〃 不 定 期 新聞社,建 設省,電 力会社 〃 〃 B B

重油 ガス供給状 況
〃 定 期 通産省,ガ ス石油会社 〃 〃 A. B

原子力利用状況及び展望
〃 随 時 新聞社,

〃 〃 B B

公害対策 〃 〃 新聞社,政 府 〃 〃 A B



2-3食 品 コ ン ビ ナ ー ト形 成 の プ ラ ン ニ ン グ

食品 コ ン ビナー ト形成 に必 要 な諸情 報 の 利用 と収集 先 にっ い て詳 述 したが,こ の章 に おい て はそれ

らの諸 情 報 を プ ランニ ング にお い て どの様 に結 びつ けて 利用 して い るか 検討 す る。

食品 コ ン ビナー トを流通 シス テ ムの サ ブ ・シ ステ ム として把 握 しこの 食 品 コン ビナー ト形成 に対 し

て シス テム 的 ア プ ローチ を す る必要 が あ り,以 下 その手順 の概 要 を述 べ る。

繭
システム全体の大 きさの決定とイメージ作 りをするのがこの構想策定段階であるが,こ こでは重要

なファクターである資金量を中心に土地,規 模が決定される。

食品に関する需要と供給のダイナ ミックな適合をはか り,価 格安定と流通コストの低減をはかる目

的で原材料の供給から製品供給に至る迄の一貫した流通システム作 りを目標として構想を策定しなけ

ればならない。'

1.用 地選定に対するアプローチ

④ 土地所在情報の収集

社内,関 係企業グループ各社の保有している土地の所在情報収集,ま た将来所有しようと計画中の

土地情報の収集。

◎ 次に上記土地所在情報を中心にコンビナー ト立地条件に適当か否かの検討。

① 用 地

a地 耐力

b地 目

② 用水と排水

a

b

C

d

地下水の獲得の難易

地下水の獲得可能 な場合

硬度,PH値,微 生物の存在チェック

供給価格

排水の難易

③ 原材料

aエ ネルギー源の獲保

b原 料,副 原料の獲保

④ 労働力

a労 働人口

b労 働力の質

c労 働力構成(年 令別,性 別)

⑤ マーケット

a近 接惟
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b大 きさ

c発 展性

⑥ 輸 送

a港 湾設備

bマ ーケット迄の道路網

cマ ーケット迄の鉄道網

⑦ 公 害

a騒 音発生問題

b臭 気発生問題

c大 気汚染問題

d汚 れ問題

等の諸項目を検討し,さ らに経営戦略としての次の諸項目の検討をする必要がある。

◎ 経営戦略

① 地域重点戦略

② 商品マーケット・シェア拡大戦略

③ 流通戦略

④ 需要喚起戦略

⑤ 取扱い数量拡大戦略

上記④◎◎に関する種々の調査,情 報収集 検討がなされた後最適の食品コンビナー ト用地の決定

がなされる。

2.規 模決定のアプローチ

④ 関係会社の誘致

① 食品コンビナー トに対し加入の企業の利益説明

②PRに よって企業のイメージ ・アップをはかる

③ グループ化と一体化の強化をはかる。

などを目的にした誘致政策を実施することにより食品コンビナー トへの参加企業の把握をする。

◎ 資金の把握

① 自己資金

② 関係企業からの資金

③ 地方自治体からの資金

◎ マーケット規模の把握

① 商品の需要の調査(地 域別,期 間別)

② 潜在需要の分析

③ マーケット特性の把握

④ 競争商品の調査
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⑤ マ ーケ ッ トの 構造 調 査(年 令 構成,所 得 構成)

⑥ マ ーケ ッ ト ・シェ ア分 析

な どの市 場 調査 を実施 し,マ ー ケ ッ トの所 有 して い る能 力,マ ー ケ ッ トが持 つ で あ ろ う能 力 な どの予

測 を行 な う。

な どの基 礎 的調 査 ・情 報 収 集 な どか ら概 略 的 な青写 真 を作 らな けれ ば な らない。 以 下 この青写 真 に

沿 って詳 細 設計 を実施 し なけ れ ば な らな い。

「Oシ ステ ム ・・ ンセ プ ト策定1

⑭ におい て策 定 され た構想 に基 づ い て流 通 シス テ ム と して の コ ンセ プ ト作 りを しな けれ ば な らない

が,食 品 コン ビナー トを中 心 に して こ こに投入 され る イ ンプ ッ トとこ こか ら出 力 され る製品 の3個 の

① 原 材料 輸 送 シス テ ム

② 加 工 ・生 産 シス テ ム とい う,サ ブ ・シス テ ムに分 類 す るこ とが で き る。

③ 製品 輸送 シス テ ム

この段 階 で は各 サ ブシス テ ム ご とに システ ム ・コ ンセ プ ト作 りを し なけ れ ば な らない。 この 場合 こ

の シス テ ムの置 か れ る状 況,環 境 を十 分調 査 し,目 的,必 要 性 を 明確 化 して これ らの シス テ ムが当然

具 備 しな けれ ば な らない 機能 な どを定量 的 に表 わ さな けれ ば な らない。

① 原 材 料輸 送 シス テム

この シ ステ ム の 目的は 安 定 した供 給力 を持 たせ るこ とであ り,さ らにな るべ く安い 原材 料 を確 保 し

て安 全 にか っ安 い コス トで輸 送 す る こ とで あ る。 これ らの 目的 に沿 って海 外 の 政 策情 報,社 会情 報,

価格 情 報,'輸 送 情 報 を十 分 に 収集 ・検討 し この シス テム の コ ンセ プ ト作 りをす る。

② 加 工 ・生 産 シ ステ ム

この シ ステ ムの 目的は い か に安 い コス トで 製品 を作 り出 すか であ る。 このた め に は食品 コン ビナー

ト内部 に どの様 な機能 を持 たせ るか,十 分 に検 討せ ね ば な らない が,こ れ に先 だ って 現状 の流通 シス

テムの持 ってい る諸 機能 を十 分 に調 査 して お く必要 が あ る。 す な わ ち需要 情 報,供 給 情 報,社 会 情 報,

経済 情報,技 術 情 報,商 品情 報 な どの諸 情 報 を活用 して シ ステ ム の コ ンセ プ ト作 りをす る。 た とえば

保 存機能,前 処 理 機能(ク リーニ ン グ,殺 菌),検 査(品)機 能,包 装機 能,冷 凍機能 な どの諸 機能

を どの程 度勘 案 す るか そ の概 要 が 明確 化 され る。

③ 製品 輸送 シス テ ム

この シス テ ムの 目的は い か に安 い 運送 コス トで 消費 者迄 に供 給 す る こ とがで き るよ うな シス テ ムを

作 るこ とで あ る。 この場 合 マ ーケ ッ ト迄 の運搬 に どの よ うな機能 を持 たせ るか 検 討 し なけ れば な らな

い。 例 え ば冷 凍機能,冷 蔵機 能,検 量機 能,検 査 機能,保 管 機能,包 装 機能 な どがあ り,特 に保 管 機

能 の場 合適 正在 庫 の 問題 が あ り十 分 な シ ステ ム ・コ ンセ プ ト作 りが 必 要 で あ る。 ま た最近 の マーケ ッ

ト情 報,商 品情 報,供 給情 報,需 要 情報,価 格 情 報,消 費者 情 報,輸 送情 報,情 報処 理情 報 を有 効 に

利用 して コンセ プ ト作 りをす るこ とが大 切 で あ る。

①,②,③ の サ ブ ・シス テ ム にお い て諸 機能 が 重 複 してい るが,こ れ は この シス テ ム ・コンセ プ ト

作 りにお いて,ど の サ ブ ・シス テ ムに持 たせ るべ きか 明確 に す る必 要 が あ る。
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◎ シ ス テ ム ・テ ザ イ ン

(Dに お い て それ ぞれ のサ ブ ・シ ステ ムの概 念,目 的 作 りが終 了 した ので,こ こで は サ ブ ・シ ステ ム

の詳細 設 計が な され る。 こ こで は種 々提 出 され るア ィデ ァ,研 究,調 査 に よ って,機 能 や 構造 の 試 設

計 が,コ ン ピ ュー タを活 用 して の シ ミュ レー シ ョンや シス テ ム理 論 を通 して繰 り返 して実 施 され 最 適

な シス テ ムが選 択 され る。 この 場 合特 に重要 な こ とは評価 基 準(コ ス 小,機 能,時 期)を 明確 化 して

お くこ とで あ る。 また⑬ の段 階 に お いて種 々提 出 され た諸 問題 に 対 して 十分 な る解 を提 出 す る こ と も

この 段 階 にお い て重 要 な 作業 で あ る。次 に シス テ ム ・デザ イ ンに お け る例 につ い て述 べ る と,原 材 料

輸送 シス テ ムに おい て サ イロ の大 きさに 関 して適 正 在庫 と安 い コス トを 目的 と して,輸 送 形 態 の最 良

の方 法 は何 か を決 定 す る必要 が あ る。 例 えば

④ 独 自の専用 船 を建 造 す る,◎ 内 外の 輸送 情報 を利用 して の配 船 計画 の 採用 の ど ち らか を採用 しな

ければ な らない 時,サ イ ロの大 きさ,専 用 船 の トン数,償 却 年 数 な どを変 数 として シ ミ ュレー シ ョ ン

す る事 に よ り④ の場 合の 運 賃 コス トを算 出 して◎ の 運賃'コス トと比 較,さ らに(Dに おい て 決定 され た

安 定供 給 な どを考慮 に入 れ て決 定 しな けれ ば な らない。 この段 階で は 非常 に細 か い点 まで の設 計 を諸

情 報 を利用 して 実施 しな けれ ば な らな い。 この 流通 シス テ ムの情 報 処理 をす る コン ピ ュー タの 機種 決

定 な ど も含 くまれ る。

① 機 器,諸 施 設 テ ザ イ ン

⑧ 機器,諸 施設関係業者に発注

この段 階 で は基 本 設計 に基 ず い て,使 用 機器,諸 施 設 な どの個 別 の詳 細 設 計 を行 な うこ とに な る。

ま た この 段 階 に入 る と各 詳 細 サ ブ ・シス テム はか な り明確 な形 を表 わ し,さ らに各 専 門的 な知 識 や 経

験 が 必要 にな って くるの で,ほ とん どの各 サ ブ ・システ ム設 計 チ ー ムに は各 専 門業 者 が加 わ って 設 計

に入 る。 また サ ブ ・シス テ ム によ って完 全 に業 者 の手 に よ り設計 明細書 作 成 が ゆ だね られ る。 この 段

階で 最 も注 意 を要 す るの は,詳 細 設 計 チ ー ムが い くつ も出来 て各 々の 専門 領 域 で の作業 を行 な うた め,

と くに各 チームの進 捗 状 況 に く るい が生 じ,全体 の プ ランニ ングス ケ ジ ュール が か な り遅れ る こ とが あ

り,プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ジ ャーは,各 チ ー ム との連 絡 を密 に と り,効 率 良 く作 業 を進 め ね ば な らない こ

とで あ ろ う。 また,こ の よ うな プ ロジ ェク トは,計 画策 定 の段 階 で各 作業 の 参 画,資 金調 達 な どの 面

で,不 確 定 要 因 を含 ん だ ま ま,ま た は確 定 して いて も,長 期 間 の プロ ジ ェク トの た め,周 囲の状 況 の

変化 に応 じて,基 本 シス テ ム変 更 をせ ざ るを得 ない 事態 が起 りが ちであ る。 これ か らの 撹 乱要 因 も十

分考 慮 に入 れ て,チ ー ム編成 とそ れ ぞれ の連絡 を緊密 にす るこ とに よ り十 分 変 更 に対 処 出来 る姿勢 が

望 ま しい。

(D諸 要因 の テ ス ト

この 段 階で は 各詳 細 設 計 チ ー ムに よ り,作 成 され 各 サ ブ ・シス テ ム の最適 設 計 明細 書 を全 部集 め,

それ らの 設計 明細書 を全 体 的 な見 地か ら,シ ス テ ムの最 適 化 を再 検討 す る。 各 詳 細設 計 は基 本設 計 に

基 ずい て 設計 され て い るに もか か わ らず,実 際 に詳 細 にわ た り設 計 して み るとか な り,金 額 な どの面

で 「クル イ」 を生 ず るの が常 であ る。 また各 サ ブ ・システ ム間 の イ ンター フェ イズ もうま くか み合 わ

ない こ と も生 じて きた りす る。 い ずれ に して もこの段 階で の諸 要 因 の テス トは 最終 的 な設計書 として
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生か され るか ど うか,現 実 の工 事 に入 らない前 に 厳密 な るチ ェ ックが望 まれ る。 ま た この段 階 の テス

トに もコン ピ ュー タ,シ ミュレー シ ョンな どの技 法が 採 り入 れ られ る場 合 もあ る。

◎ シ ス テム評価

◎ の シス テ ム ・デ ザ イ ンの段 階で 評 価基 準 が 設定 され たが,こ れ はサ ブ ・シ ス テム に対 す る もので

あ り一貫 した 流通 シ ステ ム と してみ た場 合 に色 々な 問題 点が 発生 す るが,こ れ らの 問題 点 は前 の段 階

に フ ィー ド ・バ ック しそ こで解 決 し0段 階 まで 戻 す作業 を繰 り返 す こ とに よb .食品 コ ン ビナー トを中

心 に した最 適の 流通 シス テ ムを作 る こ とが で きた わ けで あ る。 この場 合 サ ブ ・シ ステ ム にお け る評価

基 準 を満足 す る と同時 に,流 通 シス テ ム として の評 価 基準 も満 足 してい なけれ ば な らない。1

各段 階 にお け る作 業 は一 回 だ けで な く常 に問題 が 発生 す る と前 に戻 って繰 り返 しチ ェ ック,検 討 し

問 題点 に解 答 を与 えて は前進 し なけ れ ば な らない。

食品 コ ン ビナー ト,・プ ラ ンニ ングに お いて 各 段 階(⑲ ～◎)で 作業 しな けれ ば な らない 内容 につい

て 述べ たが,そ れ らを図に 表 わ す と第2-3図 の様 に な る。

、
●

'

●
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図2-3食 品 コ ン ビ ナ ー ト ・プ ラ ン ニ ン グ に 於 け る手 順 図

一57一



山

'

ぱ

■



9

(
、

も

θ

3.食 品 コ ン ビナ ー トの物 的 流通 と情 報

3-1食 品 コ ン ビ ナ ー ト の 情 報 処 理 シ ス テ ム

現 在 の 壮 烈 な 企業 競争 にお いて,他 企業 よ り優 位 を 占 め るた めには 資本力,技 術 力 の みな らず,経

営者 の管 理 能 力 が もの を い う時 代,す な わち,経 営 管理 力 の時 代 であ ると言 われ てい る。

経 営管 理 力 の 高揚 を は か る もの として,企 業 内 の 内部 情 報 と外 部で 発生 す る外 部情 報 とを タイム リ

ー に把握 し
,こ れ ら情報 をい かに 最 適 に組 み合 わ せ.意 思 決定 に どう結 びつ け るかに か か って い る。

従 来,各 企業 と もコ ン ピュー タ を用い,ま た各 社 独 自の 手段 に よ りバ ラバ ラに情 報 の 収 集 にあ た っ

て きた。 しか しなが ら,総 合 的 な見 地 に立 った場 合 こう した情 報収 集の方 法 は 重複 投 資 で あ り,的

確 性 に欠 け る き らいが あ った。 その た 軌 系列 企業 間 な どに おい て,コ ンピ ュー タを中 心 と した,い

わ ゆ る 「企 業 間 シ ス テム」 が組 まれ るよ うに な っ て きた。 食 品 コ ン ビナー トの情報処 理 シス テ ム も,

異種 企業 間 を コ ン ピュ ー タに よ り結 びつ け るこ とで あ るか ら,こ れ も企業 間 シ ステム と考 え るこ とが

で きよ う。

食 品 コ ン ビナ ー トの物 の動 きは先 に述 べ た よ うに,原 材 料 一〉 一 次加工 一〉二次 加 工 一〉配 送=〉

販売 とい った一 貫 体制 が しかれ,恰 も一 大 企業 の 観 を呈 してい る。

この よ うに コ ン ビナ ー トは物 の 流れ に よ り異種 企 業 が結 びつ き形成 され てい るが,一 方 情 報 の 流れ

にお いて も同様 に 緊密 な る結 びつ きが あ る。

例 えば,食 品 コ ン ビナ ー トの 一連 の 事務処 理 に つい て み る と,総 合商 社が メ ー カに 供給 す る原 材 料

の供給 数 量 あ るい は 金額 デー タが メー カに対 す る総 合 商社 の 売掛 金勘 定 にな り,そ の 反対 勘 定 が そ の

ま まメ ー カの総 合 商社 に対す る買掛 金勘 定 とみ な され る。 この よ うな ケ ースは各 所 で 見 られ,サ イ ド

のデ ー タ はメ ー カで,メ ー カサ イ ドの デー タは総 合商 社 にお い て効 率 的な多 面的 プ ラ ンニ ングの面 に

お い て も情 報の 集 中化 に よ り販 売 計画,生 産 計 画,設 備投 資計 画,原 材料輸 入計 画,・長 短 期 需 要計 画

等 々の諸 計 画 の策 定 に際 し タ イム リー に資料 の提 供が 可能 にな る。

コ ン ビナ ー トとい う距 離 的 に隣接 し てい るとい う地域 的 な特 徴 とあいま って コン ピ ュー タに よる集

中 情 報処 理 は こ うした大 きな メ リッ トを生 む こ と とな る。

コ ン ピ ュー タに よ り集中処 理 され た諸 情報 は 帖表,デ ー タ(磁 気 テ ープ,カ ー ド,紙 テ ー プ)あ る

いは情 報 を分 析 し,付 加 値 価 を与 えた形 で各 企業 群 に遣 え され る。

な お,食 品 コ ン ビナ ー トの企 業 間 シ ステ ムの 開発 に おい て,も っ と も重 要な 点 は マー ケ ッ トオ リエ

ン トで あ り,か つ,コ ン ビナ ー トを形 成 す る異種 企 業 集 団 の トー タル シス テ ム と して の 効果 マキ シ マ

ム をね ら うシス テム であ る とい うこ とであ る。
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3-1-1サ ブ シス テム の概要

1.物 の 流れ と情 報"

各 サ ブ シス テム を述 べ る前 に コ ン ビナ ー トにお け る物 の流 れ を中 心 に した取 引 の発 生 を順 に追 っ

て把 えて み るこ とにす る。

先 に も示 したが 物 の 流れ を 図式 化す る と図3-1の よ うに な る。

一 次 加 工 メ ー カ ー

二 次加.τ メ ー カ ー

/↓
(輸 入 原 料)

凸 ＼
埠 頭 サ イ ロ

小

.麦

大

豆

とろ
うこ
もし

'

糖

製 粉 製 油 コンスターチ 砂 糖

`

`

飼 料

F

食 品 製 菓 / 乳 業

, ` `

配 送 セ ン タ ー

` :

`,

「

STORE STORE STORE

//////////////////////////////

消 費 者

ρ

ダ

1

図3-1食 品 コン ビナ ー トの 物 の流 れ
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① 商 社が 原 料 を輸 入 し,サ イ ロ に貯 蔵す る。.

一〉 原材 料 の在 庫 増加(商 社)

② 一次 製 品 メ ーカが サ イ ロか ら原 料 の供給 を うけ一 次製 品 の加工 を行 な う。

=〉 原 材料 の 在庫 の 減少(商 社)

一〉 商 社 は一 次 メ ー カに 対 し売 掛 金 の発 生

=〉 一 次 メー カは商 社 に対 し買掛 金 の発 生

一〉 商社 請 求書 発 行(サ イ ロ使 用量 を含 む)

③ 一次 製品 メー カに よ り,一 次 製品 を包装 し,etLft配 送 セ ン ター に輸送 す る。

他方 一 次製 品 は二次 製 品 メ ー カに送 る。

一〉 商 社 は一 次 製品 メ ー カに対 し買掛 金 発生

=〉 一 次 製品 の 在庫(商 社)

一〉 一 次 製 品 メ ーカ は商 社,二 次 製 品 メ ーカ に対 し売掛 金 発生

=〉 二次 製 品 メ ーカ は一 次 製 品 メ ーカ に対 し買 掛金 発 生

一〉 一 次製 品 メ ーカ 請 求書 発 行

④ 二次 製品 メー カ よ り,二 次 製 品 を配 送 セ ン ター に輸 送 す る。

一〉 商 社 は二次 製 品 メ ー カに 対 し買掛 金 発生

=〉 二次製 品 の 在庫(商 社)

一〉 二次 製 品 メ ーカ は商 社 に対 し売 掛金 発 生

一〉 二次 製 品 メー カ 請 求書 発 行

⑤ 販 売 店 か ら配 送 セ ンタ ーへ 出 荷指 示

一〉 販 売店 の在 庫

=〉 一 次,二 次製 品在 庫(商 品)

一〉 販売 店は 商社 に対 し買掛 金 発 生

=〉 商社 は販 売 店 に対 し売 掛 金発 生

一〉 商社 の請 求書 発 行

⑥ 消 費者 に対 し商 品 の販 売

一〉 販 売店 の 在庫 減少

=〉 現 金 の回 収

以上 が物 を中 心 に した流 れ とそれ に伴 う取引 を把 えた もので あ る。

2.食 品 コン ビナ ー トサ ブ シス テ ム

シ ステ ム は周知 の よ うに各 サ ブシス テ ムに よ り構成 され て お り,そ れ ぞれ は有 機 的 な結 び つ きを

もってい る。

コ ン ビナ ー トの コ ン ピュ ー タ ・システ ムに お い て も,機 能 的 に見 る と,原 材料,販 売,経 理,在

庫,与 信,固 定 資産 輸送 ・配 送etcの サ ブシス テ ムに分 けて 考 え る こ とが で き る。(こ の 概念

を表 わ した ものが3-1図 で あ る。)
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これ らサ ブ ・シス テ ムは 個 々独 立 に運 営 され て いて,各 々の シ ステ ム は デー タ変 換 とい う形 で ネ

ッ ト ・ワー クを形 成 し てい る。

一方
,こ の各 サ ブ ・シス テム は コ ン ビナ ー トの コン ピュ ー タシ ステ ム にお いて,サ ブで あ る と同

時 に各 企業 に とって もサ ブ シス テ ムで あ る といえ る。

IN
送

配送

サブシステム

ビナ

販売

管理

サブシステム

経理

管理

サブシステム

生 産

管理

サブシステム

サブ
システム

サブ
システム

サブ
ソステム

⊂ ⊃

サブ
シス.テム

サブ
システム

サブ
シズテム

サブ
ソステム

サブ
シズテム

(1!E)

図3-2サ ブ ・シ ス テ ム 概 念 図
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販 売 管理 サ ブシ ステ ム に例 を とれ ば コン ビナ ー トで 発 生す る売掛 金 は,商 社 又 は メ ー カに とって

は,そ の企 業 全 体の 持 つ 売掛 金 の部 分で あ り,サ ブで あ る。

こ うしてみ る と,食 品 コン ビナ ー トの これ らシス テ ムは各 企 業 サ イ ドに 立 っ て考 え る と,全 体 が

サ ブシス テ ムで あ るとい え る。

3-1-2サ ブ シス テム の説 明

近 い 将来 に お いて は,食 品 コン ビナ ー トの シス テ ム と各 企業(商 社,メ ー カ,販 売 店)の シス テム

の間 に,有 機 的 な結 びつ きを持 ち,全 国 的 な情 報 ネ ッ トワー クを形 成す るこ ととな るで あ ろ う。

コ ン ビナ ー トの サ ブ シス テム として は,

① 原材料 在 庫 サ ブ シス テ ム

② 販売 管 理 サ ブ シス テ ム

③ 輸送 ・配送 サ ブ シス テム

④ 納期 管理 サ ブシス テ ム

⑤ 経理 管 理 サ ブ シス テ ム

⑥ 与信 管理 サ ブシ ステ ム

⑦ 固 定資 産 サ ブ システ ム

⑧ 生産 管理 サ ブ シス テム

⑨ 各 種 予測 サ ブ システ ム

⑩ 各種 シ ュ ミレ ーシ ・ン

な どがあ げ られ る。

上 記① ～⑩ の 中で,こ こで は① ～④ の各 サ ブ シス テム に つ いて の概要 を説 明す る。

1.原 材料 在庫 サ ブ シス テ ム

原 材料 の多 くは海 外 か ら調 達 され,総 合商 社 が その 買付 業務 を担 当 して い る。

原 材料 在庫 量 の把 握 は コン ビナ ー トの穀物 の調 達 にお いて 買付 数 量,買 付時 期 な どの 決定 に際 し

重 要 な フ ァク タ ー とな る。

海 外 か ら輸 送 され た原材 料 は一 時 品種,等 級 ご とに サイ ロ に納 入 され,メ ー カが必 要 とす る時期

に 必要 とす る数 量 を パ イ プ ライ ン又 は トラ ックに て各 企業 に供 給す る。

各 企業 に送 られ た穀 物 を品 種,等 級 ご とに数 量 をカ ウ ン トし,そ の デ ー タを商 社 が メ ーカ に対 す

る請 求 書 の デ ー タ と して 用 い る。 一方,こ の デ ー タは原材 料 在庫 システム の デ ータ と して も使 われ る。

入庫 報 告 は サ イ ロに納 入 され た 品種 別等 級 別数 量 で あ り,出 庫報 告 は メ ーカ に供 給 され た 品種 別

等級 別 数量 で あ る。 こ の入 出庫 デー タは残 高在 庫 マ ス ク との間 で増 減 を行 ない残 高 在庫 の更 新 を は

か る。 ア ウ トプ ッ トして,

① 品種 別等 級 在 庫 一 覧表'

② 工 場 別 品種 別 原材 料 供給 一 覧 表

③ 発注 指 示表

な どを作 成 す る。
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材

スシ庫

原

在

その他

発注指示書

品種別等級在庫一一覧表

工場別品種別等級別原材料一覧表

冒

図3-3原 材料 在 庫 サ ブ システ ム

2.販 売 管理 サ ブ シス テム

こ こで い う,販 売管 理 システ ム には,次 の よ うな サ ブ システ ムで構 成 されて い る。 一

以 下 この各 々に つい て説 明す る。

① 請求 書 発 行サ ブ シス テ ム

② 売 掛金 管 理サ ブシス テ ム

③ 販売 統計 サ ブ システ ム

④ 在庫 管理 サ ブ システ ム

1)請 求書 発 行 サ ブ システ ム

請 求書 発 行業 務 は

1.商 社 か ら一次 製 品 メ ーカ販 売 店'

2.一 次製 品 メ ー カか ら二 次製 品 メ ー カ と商 社

3.二 次製 品 メ ー カか ら商 社

な どが あ げ られ る。

請 求書 発 行 の イ ン プッ トデ ー タ として は,

1.原 材料 を一 次製 品 メ ーカ に供 給 す る原 材 料別 数 量

2.一 次製 品 メ ー カか ら二 次 製品 メ ーカ商 社 に 出 荷 され る製 品 の数 量

3.二 次 製 品 メー カか ら商 社 に出 荷 され る製 品 の数 量,配 送 セ ンタへ の 出 荷指 示書(こ れ

は出 荷指 示書 と ワ ンラ ィテ ン グにな ってい る荷物受 領 書 が イ ン プッ トとな る。)

■
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こ う した 請求 書発 行 に 必要 な デ ー タは請 求 書 発行 の みに用 い られ るので は な く,売 掛 サ ブ シ

ス テム,在 庫 管理 サ ブ シス テム な どの 各 サ ブシス テム に多 面 的 に利 用 され る デー タで あ る。

先に述 べ た デ ー タを イ ン プ ッ ト記材 と して,あ らか じめ ドラムに フ ァイル して あ る,商 品 ご

との単 位,あ るい は契 約書 の 内容,た と えば商 品名(コ ー ド),単 価,決 済方 法(手 形 で決 済

され るか,現 金 で 決 済 され るか,手 形 決 済 な らサ イ ドは何 日か とい った決 済 方法),得 意 先 名・

契 約 数 量,品 種,等 級,請 求 書 の締 切 日,な どを検 索 し請 求 書 明細 書 を プ リン トア ウ トす る。

また,こ れに よって 作 られ た ア ウ トプ ッ トデ ー タは販 売統 計,・売 掛管 理,在 庫 管 理,約 定管 理

な どの サ ブシス テ ムに パス され る。

請 求 書 発 行

サ ブ シス.ム

単位テーブル

(契 約内容)

販売統計

売掛管理

在庫管理

約定管理

図3-4請 求書 発 行サ ブシス テ ム

2)売 掛 管理 サ ブシス テ ム

売 掛 金 を現金,預 金 に っいで 流 動 性 が あ り,こ の流 動 性は企 業 の 財務 に安定 性 と収 益 の実現

性 を もた らす 原 動力 とな って い る。

企業 の 収益 の 獲得 は運 転 資金 の 大 き さ と,売 掛 金 の回 収期 間の速 さに よ って 決 定 され るの で,

売 掛金 の 回 収速度 が もた らす 影 響は 企業 に とって大 きい。 こ うした こ とか ら販売 に お け る売 掛

金 管理 は,代 金 回収 と得 意先 管 理 に主 眼が お かれ る。

機 械へ の イ ンプ ッ トデ ータは 入金 伝 票,振 替 伝票,売 掛金 発生 デー タ(請 求 書 発 行 デ ータ),

与信 な どが あ る。
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請 求 デ ー

図3-5

売 掛 管 理

サ ブ システム

入金明細表

受手台帳

売掛台帳

売掛受手/与 信対比表

売掛金回収遅延明細表

売掛管理サブシステム

b

ψ

3)販 売統 計 サ ブ システ ム

販 売統 計 に は契 約 デ ータ を用 いて の成 約 統計 と,リ ア ヲィ ズ デ一 夕 を用 いて の販 売実 績 統計

に区 分 で きる。

先 に述 べ た よ うに,販 売 管 理 は顧 客の 要求 す る製品 が なん で あ るか を把 握 し,そ れ を迅 速 に

生 産 に 反映 させ,か つ顧 客 に対 して いか に 要求 に マ ッチ した製 品 を作 って い る を知 らし むる こ

とが 基本 的 な 思想 とな って い る。

そ の た めに は いか に して 顧客 の要求 を的確 に と らえ るか が重 要で あ る。

こ う した 意 味 にお い て,販 売 統 計 資料 は 重要 な ウエ イ トを し め るとい え よ う。

販 予 測 ・ 販 実 績

販売実績

差異表

販 統 計

サ ブ シ ス テ ム

販売店別売上統計

地域別売上統計

●

商品別売上統計

図3-6販 売 統計 サ プシ ステ ム
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4)在 庫 管理 サ ブ システ ム

コ ン ビナ ー トにお け る在 庫 管理 は 原材料 の在庫 と製 品の 在庫 とが あ り,こ こで は製 品在庫 に

つ いて 述べ る。

在庫 は メ ー カ,商 社,販 売 店 において 発生 す る問題 で あ る。

在庫 管理 は,販 売 促 進,販 売 計 画,商 品 計画,な どの マ ケ ッテ ン グ ・ツール と深 い つなが り

を有 して い る。

適正 な る在 庫 数 量 の決 定 は コン ビナ ー トに お いて重 要 な要 素 で あ る。

過剰 な在庫 は 資金 効率 の悪化 を きたす のみ な らず,在 庫 費用 が 増大 し,適 正 在 庫 管理 を行 な

った場 合 の期 待 投 資利益 を失 な い,企 業 の業 績 に悪 い結 果 を 与 え るこ とに な る。

一方
,反 対 に在 庫 の過 小 で 品 切れ にな った場 合 は,販 売 の正 常化 が阻害 され,コ ン ビナー ト

の 円滑 な活 動が とま り不 利 益 な 結果 を招 く。

したが って 十 分 な在庫 管理 が 必要 とな って くる。 在庫 管 理 の重 要 な るポ イ ン トは生 産 に対 し

て の適 正発 注 時点 の設 定 と適 正 在庫 数量 の 設定 で あ る。

イン プ ッ トデー タは在 庫 マ ス ター,入 庫 デ ー タ,出 庫 デ ー タ,在 庫規 準,な どが あ る。

在 庫

サ ブ シス テ ム

倉庫別人出庫

在庫元帳

積送車増記表

在庫状況一覧表

発注指示書

図3-7在 庫 サ ブ システ ム

3.輸 送 管理 サ ブシ ステ ム

輸送 管理 サ ブ シス テ ムは コン ビナ ー トの配 送 セ ンタ ーか ら,販 売店 へ製 品を効 果 的 に輸 送す る。

す な わ ち,物 的流 通 の 円 滑化 を 目標 としてい る。 それ は輸 送 の経 路 の面 で の効率 化,あ るい は適 切

な る運 送 手段 の割 付 とい った こ とに な る。 この他 に輸 送管 理 サ ブ シス テム は,ま す ま す きび し くな

る顧 客 の要 望す る納 入 条件 を いか に満 足 させ,か つそ れ らを背 景 と して生産 ま たは在 庫 の管理 を効

果 的 に行 な うため の情 報 の提 供 機能 も要求 されて い る。
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果的に行なうための情報の提供機能 も要求されている。

輸送予定.

確定情報

輸送環境情報

輸 送 管 理

サ ブ シス テ ム

最高 輸送

計画 機能

段

付

手送輸

割

送

指示書

貨 物 ブ イ ル

輸送手段 ファイル

v

図3-8輸 送管 理 サ ブシス テ ム

このサ ブ システ ム の問 題点 として,情 報 源 の一 つで あ る輸 送 手段 が移 動 をす るため に輸 送 の指 示

を 与 え られ た後は,情 報 の 交換 が不 可 能 に な る。

輸送 の た めの環 境,た とえ ば道 路事 情 な どを 輸送 の途上 か らイ ン プ ッ トし,全 体 的 な判 断 を コ ン

ピ ュー タで行 ない な が ら,移 動 中 の輸 送 手段 に フ ィー ドバ ック す る よ うな 機能 性 を もた せ る ことが

必 ず し も容易 には 行 な えな い。

す な わ ち輸送手 段 が一 度 ター ミナル を出 発 す る と,そ の ときに指 示 した スケ ジ ュ ール に従 って コ

ース を通 って帰 って くる こ とにな り
,輸 送途 中 での ス ケジ ュール の変更 が で きず,入 手 した情報 も

その時 点 で イ ンプ ッ トされ るこ とに な る。

ま た輸 送手段 の能 力は,そ の お か れ る状 況 に よ って大 い に差 が 出て くる。 た と.えば海 上輸送 であ

れ ば風 雨 の 影響が 大 き く,陸 上 輸 送 で あれ ば道 路 の 混雑状 況 は 決定 的 に輸送 ス ケ ジ ュール を狂 わ し

て しま う。

したが って輸送 計 画 をた て るに して も,こ の よ うな状態 で は 標準 能力 を算 定 す る こ とが非常 に 困

難 ん あ る。 とい うの は道 路 事情 な り天 候 とい った ものが,き わ め て予測 しが た い現 象 で あ るか らで,

そ れ らを統 計 的 に処理 す る技 術の 向上,お よび その た めに必 要 とす る情 報 の 収 集体 制 の 完備 が 必要

と な るσ

4.納 期 管 理 サ ブ シス テ ム

コ ン ビナ ー トの生 産方 式 に は見 込 生 産 と受 注生 産 とがあ る。 見 込生産 の場 合 には 在 庫商 品がバ ッ

フ ァー とな るが受 注 生産 を行 な う商 品 につ い て は,受 注 してか ら納 入 まで の間 に 生産 期間 が 入って

くる。 した が って納 入 期 日に 間 に合 うよ うに生産 面 を管理 し,製 品 の 運送 計 画 をす るこ とが必要 と

5
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⑱

な る。 こ う した機 能 を は たす の が納 期 管理 サ ブ シス テ ムの 主 た る目的 とい えよ う。

納 期 管理 サ ブシス テ ム は在 庫 管理 サ ブシ ステ ム と関連 して,生 産状 況 あ るいは製 品 の現 在の状 態

に関 して,顧 客に 情 報 の サ ー ビス を行 な い,ま た生産 計画 や在庫 状 況 よ り新 し く受注 す る商 品 の納

期 を的確 に把 握 し,営 業 活 動 をサ ポ ー トす る機 能 も要 求 され て くる。

以 上の諸 機 能 の他 に は,た と えば納 期 に弾 力性 の あ る商 品 に な る と さ らに重 要 な機 能 が でて くる。

た とえ ば消費 者へ の 納 入 が消 費 の 都合 で変 化 し,納 入側 として は その変 化 に トレー スす る形 で進 ま

ざるを得 ない よ うなケ ース で は,こ の サ ブシステ ムが消 費者 との結合 窓 口 とな り納 期 に関 す る情 報

を常 に 入手 で きる状 態 とな って い な けれ ばな らず,か っ入手 した情 報 を生 産管 理,在 庫 管理,輸 送

管 理 の各 サ ブシス テム へ流 して 調整 を とる機 能が 要求 され る。 マ ーケ ッ ト ・オ リエ ン トの立 場 か ら

す るな らば,こ のサ ブ システ ムが情 報 の中 枢 とな らな けれ ば な らな いの で あ る。

図3-9は この よ うな機 能 を図式 化 した もので あ る。

納 期 管 理

サ ブ シス テ ム .

約定残高表

確定納期

図3-9納 期 管 理サ ブシス テム

●
噛

な お,納 期 の確 定 をす る必 要 の あ るよ うな製 品 にお いて は,生 産 を受 注 した順 に行 な えば よい と

い う もの は少 な く,緊 急 度 を種 々の 形 で要求 され る。 した が って 過去 に受 注 した もの の生 産 の計 画

が一 度 決定 さ.れて も,納 期 に 間 に合 うよ うな範 囲 で計 画の 変更 もしば しば行 なわ れ る。 したが って

生産 の順序 に なん らかの プ ラ イオ リテ ィ ーの構 造 を もたせ ると同 時に,∫つ ね に 生産 計 画 は ダイ ナ ミ

ックに プ ライオ リテ ィー を もって 入 って くる受注 に対 して 対応 してい か なけ れ ばな らな い。

3-2原 材 料 の 供 給 と 取 扱 い 数 量 予 測

3-2-1.原 材 料 の 供 給 と輸 入 ・

食品 コン ビナ ー トで 加工 され る原 材料 の多 くは小 麦,ト ウモ ロ コシ,大 豆,砂 糖 な ど穀物 を主 とし

た農 産 物で あ るが,わ が 国 に於 け る これ ら農 産 物の 生産 高 はそ の需 要 を満 す に至 っ てい な い ため,大
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部分 を輸 入に 依存 してい る。 近 年 こ う した 農産 物 の輸 入が 増 えて い るの は,1つ に は 自由 化の 影響 が

あ げ られ るが,他 方 農 産 物 の国 内 生産 体制 が需 要構 造 の変 化,す な わ ち食 生活 の向 上 お よび多様 化 に

対応 で きなか った ことに あ ると考 え られ る。 これ ら農産 物 の 輸入 依存 度 の 推移 も,内 外 の諸 状況 に対

応 して年 々高 くな りつつ あ る こ とか ら,大 量 荷役 が可 能な 港 湾設 備が 食 品 コ ン ビナ ー トの立 地 上の 大

きな要 因に あ げ られ て い るの で あ る。

3-2-2輸 入 と取 扱 い数 量 予測

食品 コン ビナ ー トが形 成 され た 後,総 合商 社 が加工 メ ーカ 群 に対 し,果 す 役割 の一 つに原 材料 輸 入

を通 しての貿 易 機能 が あ げ られ る。 一 般 に商 品,国 際金 融事 情,海 外 市 況,現 地 輸送 状 況 な どに基 づ

い て行 なわれ てい る商 品,運 賃,為 替 の 相場 に関 す る ロン グ(買 越 し)あ るい は シ ョー ト(売 越 し)

の操 作 な どは,メ ー カが独 自で 行 な う には リス クが多 く困 難 と され てい る。 それ は専 門 の知 識 と経験

を もとに した,よ り広 く,よ り速 く,よ り正確 な情 報 の収 集,処 理 を必 要 とす るか らで あ る。 特に 原

材料 の供 給 の殆 ん どを海外 に依存 して い る現 在,よ り良質,且 つ 廉価 な,需 要 に足 る数 量の確 保 の た

め には,海 外 での 幅広 い情 報 収集 活 動 が 必要 で あ る。

この よ うな総 合商 社 の貿 易 機能 を背 景 に して,食 品 コン ビナ ー トの メー カ及 び他 の加 工 メ ーカに対

して 原材 料供 給 の成 約 が交 わ され るわ け で あ るが,商 品 を左右 に動 か す こ とに よっ て利 潤 を得 てい る

総合 商社 に とって は,成 約 つ ま り受 注 に結 びつ くよ うな需 要量 の補 足 が必 要 不 可 欠 な もの とな って く

る。 需 要量 の予 測 に よって 得 られ る もの は,経 営計 画 の中 に重 要 な部 分 を 占 め る長 期 見通 し として の

長期 取扱 い数 量 予測,販 売 計 画 に 呼応 し海外 で の先 物 買い な どに 必要 とな る短 期 取扱 い 数量 予測,現

状 の需要 を把 握 して 決 め る輸 入数 量 な どが あ る。 これ らは お のお の長期(5年),短 期(1年),輸

入期 間な どを勘 案 し た取 扱 い数 量 予 測 で あ ると考 え られ るが,長 期,短 期,現 在 の予 測作 業 の おの お

のに つい て述 べ るにあ た って は,ま ず そ れ ぞれ の予 測作業 の ベ ース とな る取 扱 い実 績に つ いて説 明 す

る。 まず 取扱 い実 績 と予 測 の時 間的 関連 を図示 すれ ば次 の よ うにな る。

ρ

予測時間 目 的

長期取扱い予測 一 5年 先 『

一

開発輸入計画
長期販売計画
長期配船計画

取 扱 い 実 績 一 予測作業 . 短期取扱い予測 一 1年 先 販売計画 ・配船計画

輸 入 数 量
一 現 在 一 適正輸入数量

需要に関する情報

■

図3-10取 扱 い 実 績 と予 測 との時 間的 関連
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句

1)取 扱 い実 績

取 扱 い数 量 は実 需 に 基づ い た,し か も 日常 の営業 活 動 を通 して確実 に捕 促 で き るデ ー タと して

意義 が あ り,総 合商 社 の 原材 料 輸 入に 関す る長 期,短 期,現 在 の取 扱 い予 測 に必 要 な情 報 と して

の重 要 な 位置 を占 め てい る。 取扱 い実 績が 予測 デー タ と して 用 い られ る理 由 は,各 メ ーカ に対 す

る原材 料取 扱 い 数量 を過去 に逆 っ て調べ るこ とに よ り,こ の デ ー タか ら原材 料 の 消費 傾 向が把 握

で き,そ の延 長 と して 輸 入数 量 決定 に至 る予 測,更 には 短期 或 い は長期 予 測 に結 び つ くか らで あ

る。 しか もそれ が 先 に述べ た よ うに,実 需 に 基づ い た社 内 デ ー タで あ る点 に あ る。 取 扱 い実 績分

析 につ い て述 べ て み ると,原 材料 取 扱 い数量 に 関す る デー タ を 内部情報 と して時 系列 的 に記 録 し,

地 域 別に つ いて は地 域 別 出 荷状 況,原 材料 別 に っい ては 原材 料 消 費の季 節 性並 び に主 た る用 途,

取 引先 別 に つ い ては メ ー カの原 材料 消 費傾 向 な どの実 績 分析 を行 な う。

しか し,内 部 情 報 を もとに した取 扱 い実 績 を分 析 し た もので は,取 扱 い予測 に 用い られ る国内

当社 シェ アな どを割 出す こ とが で きず,不 十 分 な もの とな るか ら外 部情 報 の組 入れ に よ り,取 扱

い 実 績 との 対比,評 価 な どを行 な うこ とが 必 要 とな る。

そ の た め,た と えば大 蔵 省集 計 の通 関実 績統 計 を用 い,国 内 シェ ア率,全 国的 伸 び傾 向 との 対

比,国 別 貨 物 の移 動状 況 な どを明確 にす る。 具 体的 に は,大 蔵 省 の集 計 とペー ス を合せ るた め取

扱 い実 績 に 対応 す る輸 入通 関実 績統 計 資料 を用 いて,国 内輸 入実 績 と当社 輸 入実 績 との比 較 を行

な う。

外 部 情 報

輸 入

内 部 情 報一
翼 売

竃

●

通関実績統計 ⇒ 輸入数量実績 取扱い数量実績

原材料別 取引先別 地域別輸入数量実績

国内… 率 ⇒ 蛾 噸 臭骸 取扱い数量実織 取扱噸 実織

※ 輸 入数 量 と取 扱 い 数量 の 関係 は 買 と売 りで あ るが,輸 入数 量 の中 に は今 後取 扱 い数 量

として計 上 され る在 庫 も含 まれ るか ら,あ る時 点 を と ると必ず し も一致 しな い。

図3-11通 関実績統計 ・輸入数量実線 取扱い数量実績の関係
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2)長 期 取 扱 い予 測

経 営計 画 と して長 期 展 望 に立 脚 した開 発 輸 入計 画,価 格 対 策 長 期販 売 計 画,長 期 配船 計画 な

どは いず れ も長 期取 扱 い予測 が 前提 とな ってい る。 長 期取 扱 い予 測 に関 す る考 え方 は,積 み上 げ

方式 に よ る取扱 い予 測 と,製 品 の長 期 需 要予 測 に基 づ く取 扱 い予 測 とが あ り,こ れ を相 互 調整 し

て,地 域 別,取 引先 別,原 材 料 別の 取 扱 い予 測 を行 な う。

まず 積 上方 式 は取 扱 い数 量 を地 域 別,原 材 料 別,取 引 先別 につ い て,そ れ ぞれ 過去 の延 長線 上

に傾 向値 と して捉 え,メ ー カの 長期 設 備投 資計 画,新 製 品 開 発計 画 な どの外 部 情 報 を参 考 に し,

先 の傾 向 値 に補正 を加 え る。

製品 の 長期 需 要予 測 は官 公 庁及 び業界 団体 で 作成 して い る統計 資料 を参考 にす るな ど,外 部 情

報 を中 心 に して 行 なわれ る。 これ を基 に して,製 品 におけ る構 成原 材 料比 に置換 した原 材料 消 費

予 測値 を求 め,当 社 シエ ァ率 で換 算 し取 扱 い予 測 を行 な う。

穀物 の 中 で需 要が 伸 びて い る トウモ ロ コシを 例 に と り,製 品 の需 要 予 測に もとつ く取 扱い 予 測

の 算出 を述 べ る と次 の よ う にな る。

『 トウモ ロコシ には 大別 して飼料 と コー ンス タ ーチの2用 途 が あ るが,コ ンス ターチ に使 用 さ

れ る数 量 に比 較 し,飼 料 に使 用 され る数 量 が 圧倒 的 に多 い。 この傾 向は こ こ当分 続 くと仮定 して,

トウモ ロ コシの飼 料 に つい て の需要 を考 えて み ると,ト ウモ ロ コシ→ 飼料→ 家畜 → 食 肉 の因果 関

係 が成立 す る。 そ こで消 費単 位 で あ る一 人 当 りの 食 肉 摂取水 準 を測定 す るの で あ るが,そ のた め

に は予 測 として用 い られ る諸 情 報 を 食 肉消 費 量 に影 響す る人 口関係 要 因 と,食 生 活 様式 変 化 要 因

とに分類 し要 因 別の予 測 を行 な う。 か か る予 測値 に 対 し,食 肉,家 畜,飼 料 消費 の 関連 係 数,飼

料 配 合比 にお け る各原 材料 比 率 見通 し,飼 料 販 売 シエ ァ率 を パ ラメ ー タ として,当 社 トウモ ロ コ

シ の需 要予 測 を行 な う。

3)短 期取 扱 い予 測

短 期取 扱 い予 測 は 向 う1年 間 の取 扱 い 予 測 を行 な い,販 売 計 画,配 船 計 画,ひ い て は原 産地 先

物 の買付,船 舶 取 決 め を有利 に 導 く もの で あ る。

短期 取 扱 い予 測 は長 期取 扱 い予 測 と 同 じ く,取 り扱 い 実績 分 析 に基づ く傾 向値 をメ ーカの 生産

情 報,在 庫情 報,設 備 情 報 な どに よ り補正 す る こ とによ って 作 成 され る。短 期 取 扱 い予 測 は 当面

の メ ーカの 安定 した操 業維 持 に影響 を及 ぼす もの で あ り,そ の た め資料 作成 にあ た って は,可 能

な限 り正確 な情 報 を きめ細 かに 収集 す る必 要が あ る。

4)輸 入数 量 の決 定

輸 入数 量 の決 定 には,メ ー カの売 約 定 を主 体 と した取 扱 い 予 測数 量 と相 場 を主 体 とし た買付 数

量 や船 舶 取決 めか らの 両 ア プローチ を必 要 とす る。 前 者 は販売 計 画 を もとに,メ ーカの 総 需要 量

を一 括 して 輸 入量 を決 め る もの であ るが,考 慮 せ ね ばな らな い点 は,買 付 か ら荷 揚 げ に至 る期 間

を前 以 って計 算 に 入れ ねば な らない こ とで あ る。 つ ま りその 間 の消 費量,在 庫 能 力,サ イ ロキ ャ

パ シテ ィな ど輸 入期 間 中 の操業 維 持 に 足 る数 量 お よ び,適 正 在庫 数 量 を念頭 に入れ,し か も一括

購 入に よ るスケ ール ・メ リッ トか ら生 ず るコス ト ・ダ ウ ンを計 らな けれ ばな らな い点 で あ る。 後
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者 は産地 積 期 の先 物相 場 に よる取 引が一 般 に 行な われ て お り,各 地で の穀 物相 場 買付 に よ るロ ン

グ或 いは シ ョー トの操 作 と運 賃 相場 に よ る ロ ン グ或 い は シ ョー トの操作 が 複雑 に 交差 す るた め,

実 際 には 輸 入数 量 を決定 す るに も,こ れ らの相場 を背 景 とした ロン グ或 い は シ ョー ト操 作 を考 慮

して取 決 めね ば な らな い。

この よ うな商 品 及 び運 賃 相 場 の変 動 に対処 す るた めに,海 外店 か ら次 の よ うな情 報 の 収集活 動

を行 な っ てい る。 情 報 は世 界各 地 にあ る支店,出 張所,駐 在 所 な どか らメ ール,電 話 ・ 専用線 テ

レ ックス,更 に は一 部 電信 の 自動 交換装 置 と連 結 され た コ ンピ ュータな どの メデ ィ アを通 し て,

逐 次 現地 か らの 情 報 の 収集 あ るい は交 換 を行 な って い る。

収集 せ られ る情 報 と して は次 の もの が あ る。

原 産 地作 付 面 積 情報

作 物 成 育及 び 気象状 況

原産 地 別 地域 別 穀 物 収穫 情 報

穀 物 の品 質 規格 情 報

ビジネ ス ・シ ーズ ン情報

主 た るサ プ ライ アー情 報

主 た る仕 向地 情 報

競合 者 情報

現 地 輸 送状 況

集荷 及 び保 管状 況

港 湾 荷 役情 報

原 産地 穀物 消 費 動 向

シ カ ゴ穀 物相 場

輸出 価格 市 況

現 地 政 治 経 済情 報

輸 出規 制 に 関 す る情報

現 地 船 腹状 況

不 定期 船 運 賃 市 況

定 期 ・タ ンカー 傭船 市 況

ロ ン ドン運 賃 相 場

3-2-3食 品 コン ビナー トの 需要 が総 合 商社 に 及 ぼす影 響

総 合 商社 にお い て は,以 上 の よ うに して輸 入数 量 が決 定 され るの であ るが,食 品 コン ビ ナー トが今

後 つ ぎつ ぎ と建 設 され,そ こで消 費 され る原 材料 が 増加 す るこ とに よ り,総 合商社 の原材 料 輸 入に 対

す る比率 も次 第 に高 ま って くる。 それ に よ り,総 合 商 社 にお け る輸入数量,ひ い ては取 扱 い 高 に及 ぼ

す影 響 も大 き くな って く る。 食品 コン ビナー トの需 要 が取 扱 い高 に占 め る ウエ イ トが 高 まれ ば・ 供 給・

加 工,販 売 の一 貫 体制 システ ム か らえ られ る密 度 の濃 い情 報 に よって予 測 の質 も向上 す るこ とが 考 え
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られ る。'

食品 コン ビナ ー トか ら次 の よ うな 情 報 が期 待 され る。

品 質,規 格,技 術 に関 す る情 報

加 工 コス ト情 報

ラ ンニ ングス トック及 び在 庫情 報

生 産計 画及 び諸 賢計 画

既 設機 械 稼動状 況 及 び 生産 能 力

加 工 食 品 の消 費動 向

他方 食品 コン ビナー トの建 設 に よ り,輸 送 コス トの低 減が 考 え られ る。 食 品 コ ン ビナ ー トにお け る

大 型船 接 岸 可 能な埠 頭,ニ ューマ装 置 な ど近代 的 荷 役設 備,大 型 サ イロ群 な どは,大 型 船 に よ る輸 送

を可能 と し,大 量 輸送,荷 揚 げ 日数 を短 くす るな どに よ る コス トダ ウ ンを図れ る。 輸 入 され る原材 料

の 商 内 にお い ては,諸 コス トの うち輸送 コス トの 占 め る割 合が 大 きい た め,価 格 競争 にお い て も大 き

な力 とな りう る。

斯 くの 如 く,食 品 コン ビナー トの建 設 に よ り原材 料 の供 給 面 にお い ては,大 量 輸送 に よ る コス トの

削 減及 び密度 の濃 い情 報 に よ る予 測 の質 の 向上 な どが 期待 され る。

3-3製 品 の 流 通 と 配 送 セ ン タ ー の 機 能

食 品 コ ン ビナー ト建 設 の 目的あ るい は メ リ ッ トにっ い ては既 に述 べ られ てい るが,こ れ を要 約す る

と次 の よ うにな るであ ろ う。

① 穀 物 輸 入の大半 を長期 的,独 占的 に取扱 うこ とがで き る。

② 原料 のみ で な く,コ ン ビナ ー トか ら産 出 され る製品 の 取扱 い の増大 。

③ 共 同配 送 な どに よる配送 コ ス トの低 減。

④ 大型 専 用船,サ イ ロ荷 役な どに よ る物流 コス トの低 減 と,コ ン ビナ ー ト周辺 の需 要家 の 掌握。

⑤ コン ピ ュー タの導 入 に よ る生産 お よ び事務 プ ロセス の合 理化

⑥ 配送 セ ンタ ーの建 設 に よ る,原 料 の 輸 入 一 加 工 一 配送 一 販 売 一 情報 の 一 貫 した 流通

チ ャネル の形 成。

⑦ これ らの地 盤 を利 用 した 開 発輸 入

な どが あ げ られ るが,こ こ で は,こ れ ら① ～⑦ の利点 の う ちで,食 品 コン ビナー ト形成 後 の あ るべ き

姿 として の配送 セ ンタ ーの機 能 は,と い った面 に 焦点 をあ てて み るこ とにす る。

3-3-1・ 物的 流通 機構 の 近代 化

運 輸 政 策審 議会 の物 的 流通 部 会 の中 間報 告 に よれ ば,昭 和60年 度 にお け る輸 送 需 要 は国 際 的輸送

20億 トン,国 内輸送200億 トン と現 在 の約5倍 の増 加 を見 込 んで い る。
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■

現 時 点 に おい て,既 に流通 機構 の近 代 化,合 理 化 が急 がれ てい るわ けで あ るが,こ うした 輸送 需要

の 巨大 化 と,加 工 商 品 の交 流 の増 大 な どに よ る質 的 変化 に対 応 して ゆ くため に は,物 的 流通 機 構 そ の

もの を シス テム 化 して い くこ とが 基 本的 な方 向 として あ るべ きで,そ のた め には 単 純 に物 を 移動 させ

て い くだ け でな く,流 通 過 程 で加 工,製 造 も加 え てい く有 機的 な シス テ ム化 を考 え る必 要 が あ ると述

べ て い る。

そ して,そ の た めの具 体 的政 策 課 題 と して 次 の よ うな もの を掲 げ てい る。

① 物 資別 の システ ム化

石 油,鉄,木 材,建 設 資材 な ど,物 資 ご とに そ の 輸送,保 管,流 通 立 地 を考 え る。

② 機 能 を重 視 し た システ ム 化

内航 海運,鉄 道,高 速道 路 網,航 空 貨 物 な どの 合理 的 な活用 を図 る。

③ 流通 制 度 上の シス テ ム化

輸 送,保 管,流 通 加 工 な どの統 合化,一 貫 化,専 門化

④ 地 域 内で の シ ステ ム化

流 通 施設 と都 市 機能 との 関係 の 一体 化 な ど特 定の 地域 の地 域 計画 として考 え る。

一方
,政 策担 当者 で あ る通産 省で は,流 通 業 界 の今 後 の進 むべ きガイ ドポス トとして 「流 通活 動 の

シス テ ム化 」 とい う新 しい考 え方 を打 ち出 したが,こ れ を構成 す るサ ブシス テ ム と して経 営計 画 の シ

ステ ム,取 引 管理 の シス テ ム炉 物 的 流通 の シス テ ム,金 融 ・財務 関係 の シス テ ム,な どが 考 え られ て

い る。 ちなみ に 物的流 通 の シス テ ム化 方 向 を取 りあげ てみ ると,次 の よ うな方 向 づ けが な され て い る。

●

シ ステ ムの

種 類
シ ス テム の

ひろが り

物的流通管理のシステム

① サ ブ シ ス テ ム

輸送手段の合理的組み合せ『

ダイヤグラム配送

② トータル ・システ ム

自動品ぞろえ

自動積み出し

③ 企業 間 シス テ ム

共 同物 流 ネ ッ トワ ーク

共 同集 配 送 セ ンタ ー

④ 総 合 シ ス テ ム

コ ー ル ドチ ェ ー ン ・シ ス テ ム

共 同 一 貫 輸 送

(日 経44.7.3)

この よ うな流 通機 構 の 近代 化 の方 向 に と もない,物 的流 通面 に お い て も産 業立 地,情 報 シス テ ム,

包 装,荷 役,在 庫 管理,輸 送,顧 客 サ ー ビス な どを包 含 した有 機 的 な シス テ ムを形 成 す るこ とに よ り,
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一 企業 に おけ る流通 体 系 の整 備 に止 ま らず
,こ れ を地 域 別流通 体 系 へ と拡 大 し,さ らに は全 国 的規 模

に おけ る流 通 ネ ッ トワ ーク の形成,や が て は国際 間 の 物流 体 系へ の 整備 へ とお し広 げ よ うとす る姿勢

を うか が うこ とがで き る。

3-3-2配 送 セ ン ター の機 能

現 在,各 方面 で 配送 セ ン ターあ るい は ス トック ・ポ イ ン トの建 設 が盛 ん に いわれ て い るが,な ぜ 今

日これ らが時 代 の 要請 とな っ てい るの で あ ろ うか。

まず第 一 に考 え られ る こ とは,プ ロ ダク シ ョン ・オ リエ ン トよ りマ ーケ ッ ト ・オ リエ ン トへ の方 向

に対 す る企業 間 競争 の 激 化 で あろ う。

その た め,販 売 面 に お け る顧 客 サ ー ビス 水準 の 向上 が 必至 とな り,配 送 のス ピー ド ・ア ップが要 請

され るよ うに な る。

第 二 は大 量 生産,大 量 消 費に対 応 す る流通 形 態,っ ま り太 くて 短 い物流 体 系 の形 成 が不 可 欠 とな っ

て きた こ とで あ る。

第三 は,物 流 コス トの 低減,特 に1卜売 店,ス ー パー ・ス トア,あ るい は問屋 な どが コス ト節 減の た

め,な るべ く在 庫 を少 な くす る傾 向が 強 くな って きて お り,い きおい 売 り手 は これ に合せ て需 要 地 に

小売 活動 に見 合 っ た在 庫 を持 ち,迅 速 な配送 を図 らざ るを得 な くな って きた と,な どであ ろ う。

この よ うな 要請 に応 じ られ う るよ うな配送 セ ン ターの備 え るべ き機 能 を考 え ると次 の よ うにな るで

あ ろ う。

① テ レ タイ プ ・コン ピ ュ ータな どの高度 な情 報処 理 シス テ ム を有 す る こ と。

② パ レッ ト ・シス テ ム,ラ ック ・シス テ ムな どの 近代 的 な 荷 役,保 管 体制 をと って い るこ と。

③ 輸送機 関,特 に トテ ック輸送 との 一体 化 が図 られ てい るこ と。

④ 荷 造 ・包装,裁 切断 な どの 流通 加 工が 可能 な こ と。

⑤ また,食 品 関係 の配 送 セ ン ター として は,需 給 調節 の た め の貯 蔵機能 や,等 級 ・規 格 お よ び検

査 の セ ン ター と しての 機能 も有 して い るこ とが 望 ま しい と思 われ る。

この よ うな機 能 を備 え た配送 セ ンターの効 用 として考 え られ る もの は,

① 迅 速 な 配送 体制 が 確 立 され るこ とに よ り,販 売 力 の強 化 に貢 献 す る こと。

② 大 量 生産 に 対応 して,工 場 と配 送 セ ンター の間 の大 量 ・定型 ・計画 輸送 が 可能 とな り,輸 送 コ

ス トの 低 減が 図 られ る こ と。

③ 配 送 セ ンター間 の 情報 ネ ッ トワーク に よ り,在 庫 の 適 正 化 が図 られ るこ と。

④ 配 送 体制 の 完備 に よ り,商 取 引 機構 と物流 機 構 の分 化 が もた らされ るこ と。

⑤ 配送 セ ン ター を販 売拠 点 とす るこ とに よ り,中 間の 流 通経 路 が 短縮 され,流 通 の 簡素化,コ ス

トの節 減が 可能 とな る こ と。

な どが あ げ られ る。

3-3-3食 品 コン ビナー トにお け る配送 セ ン ター の機 能

食品 コン ビナ ー トにお け る配送 セ ン ターの機能 として は,次 の 二つ に大 別 で きょ う。

イ 配 送 機能
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ロ 情報 機能

イ 配 送機 能

配 送機 能 と しては,配 送 セ ン ターが属 して い る食 品 コン ビナー トに密 着 した配 送,つ ま り周 辺需

要家 で あ る小売 店,ス ー パ ー ・ス トア,他 の 加工 業者 へ の配送 と,食 品 コン ビナ ー ト間 あ るいは 内

陸 配送 セ ンタ ー間 な ど との配 送 が考 え られ る。

この ため配送 セ ン ター 内 にお い て も,そ の 機能 にお いて前 者 を担 当す る 日 々あ るいは 「近距 離配

送 セ ン ター」,主 と して配 送 セ ン タ ー間 の物 流 を担 当す る 「長 距 離配送 セ ン ター」 とに分 け て考 え

るこ とが で きる。

この 関係 を図 に表 わ す と次 の よ うにな る。

.
也

■

問 屋

日 々 配 送

セ ン タ ー
小 売 店

一

サ

イ

ロ

.

埠

頭

一 一

次

加

工

メ

1

カ

|

二.

次

加 ・

エ

メ

|

カ

|

近 距 離

配 送

セ ン タ ー

ス ー パ ー ・

ス ト ア

原』料

一

加 工

業 者長 距 離

配 送

セ ン タ ー

他 の コン ビナー ト・

内 陸配送 セ ンター

図3-12食 品 コン ビナ ー トの物 的 流通

」

●

ロ 情 報 機能

食 品 コン ビナ ー トの 想定 され る機 能 が,原 料 の供給 と立地 条件 を基 礎 とした加工 機 能 と配送 機 能

で あ る とす れ ば,コ ン ビネ ー ト全 体 を対 象 と した情 報処 理 の シス テム は,当 然 の こ とな が ら物的 流

通 を中心 とした もの に な る と思 われ る。

もちろん,コ ン ビナ ー トを形 成 す る加 工 メ ーカに とっては,生 産 計画 や工 程 管 理,あ るいは原 価

計算 な どの 生産 活 動 を 中心 と した情 報処 理 シス テム が重 要な 位 置 を占 め るで あろ うが,当 面 の コ ン

ビナー ト活動 と して は,こ れ らの 生産活 動 を中心 と した もの は,コ ン ビナー ト全 体 あ るい は参加 企

業 相互 の関 連 に よ り決 め られ る よ りも,個 々の加工 メ ーカにお け る企業 単位 の生 産活動 との兼 ね 合
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いに よ り決 め られ る可能 性 が 強 い よ うに思 われ る。

そのた め,こ こ では コ ン ビナー ト全 体 にか か わ る もの とし て,製 品 の 流通 を 司 さど ると い った意

味か らの,配 送 セ ン ター の物 的 流通 情 報 を中 心 と した情 報処 理 システ ム につ い て考 えてみ る こ とに

す る。

まず,物 的流通 活 動 を 中心 と した情 報処 理 シス テ ムの一般 的な 姿 を想定 して み ると,次 の よ うな

図に 表 わ され るで あ ろ う。

市 場 調 査

販 売 予 測

回 収 管 理

//信 用 管 理

◎

画
算

理

計
計
管

産
価
程

生

原
工

面

画
理

計

計
管

地

送
庫

立

配
在

工 場 庫

配 送 セ ン タ ー

＼＼ 受 注 管 理

売 掛 管 理

図3-13物 的 流通 を中 心 とした情 報処 理
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もし,当 面想 定 され る食 品 コン ビナ ー ト内に お け る配送 セ ン タ ーの機 能が,物 的流 通面 にお け る

配送 チ ャネル の み を担 当す る,い わ ゆ る倉 庫 業者 あ る いは 輸送 業 者の機 能 の みを果 たす もので あ る

とす れ ば,販 売機 能 は当然 の こ とな が らこの シス テ ムの,外 側 に 個 々に存 在す る ことに な るで あ ろ

う。 つ ま りこの 場合 は コン ビナー トに属 す る加工 メー カが,各 々が生 産す る製 品 に つ いて の販 売機

能 を果 た し,こ れ に 従 って配送 セ ンターは,た ん に 配送 機能 の み を遂 行す るとい った こ とに な るで

あ ろ う。

そ うした状 態 にお け る配送 セ ンター の情報 処 理 シス テ ムは倉 庫 管理 シス テム と配送 管理 シス テ ム

どで形成 され る こ とにな ろ う。

`

●

「 一 一 ー ー ー ー ー 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 一 『 「
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l
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l

l

l

l

l

l
|

|

1

1

l

L___________」

l

l
l

l

l
1(コ ン ビ ナ ー ト外)

1
1

生 産 計 画

倉 庫 管 理
●

シ ス テ ム

一 〃一

配送管理＼
頃

・ ・ テ ・/

配送 シ ス テム

ー＼ 誓芽 璽
一 〃 一

(加 工 メ ー カー群)

l
l
|(配 送 セ ン ター)

図3-14配 送 セ ン タ ー の シ ス テ ム ー1

〉

●

しか し,こ れ は配 送 セ ン ターの機能 を非常 に限 定 した状 態 にお いて と らえた もので あ って,コ ン

ビナ ー ト全 体が有 機 的 に 活動 す るため の機 能 として は不 十 分 であ ると言わ ね ばな らな い。 なぜ な ら,

コ ン ビナ ー トの 目的 は原 料 の供給 か ら生 産 一 販 売 一 配送 お よび これに 関す る情 報 の コン トロー

ル を一貫 して行 な う もの だか らで あ る。 また 参加 企業 であ る加 工 メ ーカ に とって も,コ ン ビナ ー ト

が 原料 の供 給 あ るい は工業 立 地 条件 のみ に よ って 存在 す る状 態 にあ って は,こ こで生 産 され る製 品

の販 売 は 自 らが 行 な わね ばな らな い こ とに な り,コ ン ビナ ー トに参加 す るメ リッ トは,か な り薄 く

な って しま ざね ば な らな い。

こ の こ とか ら考 え る時,配 送 セ ン タ ーは販 売機 能 を持 つ べ きで あ るとい う結 論 に達 す るこ とが で

き よ う。 つま り,製 品の 販売 に対す る リス ク を負 え るよ うな総 合 商社,あ るいは こ れ とタ イ ア ップ

した大 手 食 品 問屋 が配 送 セ ンター を担 当す るこ とに よ って,コ ン ビナ ー トに おけ るそ の機能 を十 分

に 果す こ とがで き る とは じめ て言 え るか らで あ る。

ま た,こ の よ うな技 能 を持 った配 送 セ ン タ ーこ そ,コ ン ビナ ー トにおい て 生産 され る製 品 の流通
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を一 括 して扱 う ことに よ る コ ン ビナ ー ト内 の 物流 の 集合 点 として,ま た,販 売 お よび 配送 によ って

市 場に 対 して広 くて密 接 な関連(特 に 周辺 需 要家 に 対 して)を 保 ち続 けて ゆ くとい う点 にお いて,

コ ン ビナ ー トにおけ る情 報 セ ン ター として の機 能 を も果 す こ ととな る と考 え る。

この 場合 の配送 セ ンター の販 売 と配 送 との シス テ ム関連 図 は,次 の よ うに な る で あ ろ う。

「 一 一 一 一}一 ー ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー 一 一 「

t |
|

|

|

l

t

l

l(コ ン ビ ナ ー ト内)

;代 金決済システム

{
L____________________________」

.白

●

」

図3-15配 送 セ ン タ ー の シ ス テ ム

3-3-4総 合商 社 に おけ る配 送 セ ン ター の 機能

既 に述べ られ て い る よ うに,食 品 コン ビナ ー トの 目的 は原 料 の供給 か ら製 品 の販 売 と,こ れ につ な

が る配 送 を一貫 して行 ない,あ わせて これに まっ わ る情 報の 収集 ・活用 も行 なお うとす る もの であ る

が,こ の見地 よ りす れ ば コン ビナ ー トを有 機 的 に 活動 させ う る最短 距離 の位 置 にあ る ものに,総 合商

社 を あげ るこ とがで きよ う。

で は,食 品 コ ン ビナ ー トが各 地 に建設 され,そ の中 た 前に 述べ たよ うな配 送 セ ン ターが 作 られ,ま

た これ との有 機 的な 関連 づ け を持 つ よ うな 内 陸 配送 セ ン ターが各 地 に建 設 され た状 態 にお い て,こ れ
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ら配送 セ ン ターは総 合 商社 にお い て どの よ うな機 能 をは たす で あ ろ うか。 以後 この点 につ い て考察 を

進 めて み たい。

イ 配送 セ ン ター と物 的流 通 管理 シ ステ ム

総 合商社 にお け る物的 流 通 管理 の シス テ ム と して は,自 らが配 送業 務 を現 実 に 行な う もの で な い

とい う前 提 にた て ば,情 報 の 面 か ら流通 を コ ン トロール す る機能 を 司 さ ど る もの(こ れ を流 通情 報

セ ン ター と名 付 け る)を 中心 とし,実 際 の物 的流 通 を代 行す る配 送業 者 と配送 セ ン ター とにお いて

構成 され ると考 え られ る。

この 関係 を図 に表 わす と次 の よ うに な ろ う。

・
`

●

一 一 ー ー ー 一 『 一 一 一 一 ー ー 一}一 「

1

1

流 通情 報 セ ン ター

一1

一」,

物

一 一 ー 一 一 情 報

図3-16配 送 セ ンター あ物 と情 報の 流れ

ロ 問屋 機能 と配 送 セ ン ター

各 食品 コン ビナ ー ト群 を加工 メ ー カ群 と配送 セ ン ター 群 とに分 け,こ れに 内陸 配送 セ ン ター群 を

加 えて,こ れ らの関 連 を中 央 に あ る流通 情報 セ ン ター を中心 に した情報 と物流 の関 連 図 に表 して み

ると次 の よ うに な る。
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官庁 ・業界 ・海外

① 原材料供給情報

② 生産計画情報
技術情報

製品流通情報

⑤ 生産実積情報

④ 販売情報

⑤ 輸送情報

販売計画情報

⑥ 顧客管理情報
マーケティング情報

⑦ 消費動向情報.

⑧ 官公庁情報

業界動向情報

海外市場動向情報

問 屋
スーバL・ ス トア

チェーン・ス トア

消 費 者

.̀

t

4

図3-17流 通 情報 セ ン ターの システ ム

この よ うな 配送 セ ン ター群 が形 成 され るこ とに ょって,総 合商 社 は食 品流 通 にお いて,流 通情 報網

に結 び つい た末端 の 市場 の 情報 を実 需 と して と らえ
,こ れを加 工 生 産 に結 びつけ る ことが可 能 とな っ

て く る。

この意 味 にお いて配 送 セ ン ターは,主 と して物 的流通 面 に おけ る情報 の キ イ ・ス テ ー シ ョン として
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●

重 要 な 位 置を 占 め るよ うに な るが,一 方,そ れ と と もにこれ らを流 通情 報 の デ ィス ト リビュ ーシ ョ

ン機 能 と して活用 す るた め に,流 通 情 報 システ ム の中 核 を占 め る流 通 情 報 セ ン ター の機 能 を拡充 す る

こ とが必須 要 件 とな って く る。

総 合 商社 としては,こ う した 流通 にお け る情 報処 理 機能 の拡充 を行 な うこ とに よ り,従 来 は,と も

す れ ば原料 を買 って も ら うため に製 品 を引 き取 ってい た立 場 か ら,メ ー カに対 して 生産 を要 請 す る立

場 へ と変 化す る こ とに よ り,結 果 と して 原料 お よび製 品 の取 り扱 い の増 大が もた らさせ る と考 え られ

る。

そ して,さ らに は原料 の確 保 の た めに,海 外 進 出,開 発輸 入,加 工,販 売,輸 送 な どの各 プ ロセ ス

の システ ム化が 進 め られ るの で あ るが,こ の場 合,一 貫 した 食品 流通 シス テ ムの 中 で各 々のチ ャネル

を確 実に 遂 行 して くれ る リァラ イズ 部門 が 必 要 とな っ て くる。 加 工分 野 に つ いて は在 来 の 加工 メ ーカ

が その機能 を果 して くれ る もの とす れ ば,配 送 セ ン ターを中心 と した ス ーパ ー ・ス トアや チ ェー ン ・

ス トアあ るいは 問屋 な どに 対 し,包 括的 な契 約 に基づ いた 個 々の 販売 ・配 送業 務 を遂 行 して くれ る も

のが 必要 とな って くる。 現在,こ れ へ の最 短距 離 に あ る ものが,総 合商 社 を中 心 と した系 列化,大 型

化の 過程 に あ る食 品総 合 問屋 で は な い で あろ うか。

流通 機 構 の合 理化 に と もな い 問 屋 機能 の改革 が し き りに論 じ られ て い るが,総 合商 社 を中 心 と した

大型 化,総 合化 に合 せ て,配 送 セ ン ター を 自 らの 基点 とす る ことに よ り,問 屋 の機能 の重 点 は アセ ン

ブ リー機 能 と配 送機 能 へ と移 って くるで あ ろ う。 ・

この場 合 にお け る アセ ンブ リー機 能 とは,製 品 の仕 分 け,包 装 な どの配送 加 工 と等 級 ・規 格 お よび

検査 の機 能 で あ るが,特 に,加 工 食 品 の×量 生産,大 量 販売 が進 捗 す るに っ れ て,規 格 ・検査 の 問題

は その重 要 性 を よ り増 して く る もの と考 え られ る。

ま た,傘 下店 へ の配 送 網 を基 盤 とした小売 店 な どに対 す る商品 や 価格 の情 達 の伝達,取 引 に まつ わ

る計 算業 務 の遂 行 な ど,チ ェー ン ・ス トア におけ る本 部的 な機能 を一 部果 して い くこ と も必 要 とな っ

て くるで あろ う。

この意 味 にお い て,食 品 コ ン ビナー トにお け るセ ン ター の機能 の 拡充 は,総 合商 社 が これ か ら遂行

してい こ うとす る食品 流通 の一 貫 シ ステ ムの形 成 に対 して一 つ のキ イ ・ポ イ ン トにな る とい えよ う。.
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1.は じ め に

6

一
喝

昨 年10月,産 業 構造 審議 会 の管 理 部会 は 「国 際化 時代 に お け る我 国企 業経 営 の 高度 化 につ い て」

とい う答 申書 を発 表 し,我 国企 業経 営 の今 後 の 指 針 と もい うべ き ものを発 表 レた。

答 申書 では,「 トップマ ネ ジメ ン ト組 織の 強 化」 な ど七 つの 提 言が行 な われ て い るが,経 営 と情 報

の問 題 につ いて は二 個 所 で積 極 的な 主張 が な されて い る。 第一 は,ト ップ マネ ジ メン ト機 能 の強 化 に

つい て,先 ず トップ マネ ジ メ ン トを補 佐す る組 織体 制 を整 備強 化 す る必 要が あ るこ とに ふれ た の ち,

更 に トッ プマ ネ ジメ ン トに対 して そ の有 効 な 意思 決 定 を助 け る もの として経 営 情 報 シ ス テム を確 立 す

るこ とを主 張 してい る。 第 二 に,長 期経 営 計 画 の高 度化 の 問題 に ふれて,今 日企 業 環境 予 測 の 精度 が

低 い の は情 報の 蓄積 及 び予 測手 法 の 開発 が 不充 分で あ るとして,長 期需 要予 測 並 び に計 画 手 法 の開 発

と と もに情 報 シス テ ム と情 報 交換 ネ ッ トワー ク の形成 を提 言 してい る。

今 日,経 済の 国際 化,労 働力 不 足 の一 層 の進 展 産業 構造 の 変化 な ど経済 社 会全 般 に 亘 って ドラ ス

チ ック な変 革が 進行 しつつ あ る とき,そ の 他 の 提言 も含 めて この経 営 と情 報 に関 す る二 つの 提 言 は ま

ことに 至当 か つ時宜 を得 た もの とい い う る。

この様 に 情 報 シス テム は,我 々機 械工 業 は もちろん全 ての産 業 におい て 主要 な 課 題 とな りつ つ あ る

とい え るが,同 時 にか くい う情 報 シス テ ムの 体 系 は各 々の産 業,各 々の 企 業 にお い て か な り異 っ た も

の とな ら ざるを えない こ と も事 実 で あ る。 即 ち同 じ機械 工 業 で も化学工 業,石 油 精製 業 な ど装 置産 業

と造 船 業,機 械 工 業 な ど加 工組 立 産 業 の情 報 は 自ず と異 な る し,又 同じ業 種 の中 で も個 々 の企 業 に よ

って その製 品構 成 や市 場 も異 な るの で 情 報 の広 さ,深 さ,種 類 が異 な るし,た とえ同種 類 の 情 報 で も

受 け と る側 の企 業 に よ って その 重要度 が全 く異 なっ て く るだ ろ う。

そ こで,機 械 工 業 と情 報の 問題 を述べ るに先 立 って,先 ず機 械工 業 にお け る情 報の 特質 と更 に それ

を規 定 す る機械 工 業 の特色 を論 ず る。

、
t

●

■
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2 機 械 工 業 の 特 色

産 業 分類 に よれ ば機 械工 業 は次 の 四種類 に分 け られ る。

1.一 般 機械

2.輸 送 用 機 械

3.電 気機 械

4.精 密機 械

これ らに共 通 す る機械 工業 の特色 は次 の主 た る特性 を有 す る。

a .受 注 生 産 で あ る こ と。

b .多 品 種少 量生 産 で あ ること。

c,事 業 部 制組 織 を とる こ とが多 い。

d.加 工 組立 部 門の ウエ イ トが高 い。

e.技 術 ない し頭 脳集 約 的 であ る。

f .情 報集約 的で あ るこ と。

a)受 注生 産 であ る こ と

機 械工業 にお いて は,全 て の製 品 ない しプ ラ ン トは ユ ーザ ー の ニー ズ に従 い設 計が 行 われ,生 産 さ

れ,販 売 され る。

例 えば工 作 機械 は,ユ ーザ ー の希 望す る加 工 対象 か ら機 械 の加 工 精度,一 定期 間 にお け る生 産量 な

どが先 ず決 定 され,次 に メー カー は これ らに 基づ い て ユ ーザ ー と協 議 の うえ機械 各部 の寸 法,主 軸 の

回転数,送 りの ス ヒ。一 ドな どを 決定 し,更 に これ らを設 計 図 面 にお きか え,機 械 各部 の加 工 を行 ない,

最 後 に組 立 て完 成 す る。

又 化学 プ ラ ン トに おい て は,エ ゾジニ ア リング と称 して,プ ラン トの経 済性 に関 す るコ ンサ ル タ ン

トか ら設計,製 作,据 付,建 設,試 運 転 に至 る全 て 一括 して シス テム として ユー ザー か ら受 注す る こ

とが 行 なわ れて い る。 この 場合,エ ンジ ニ ア リン グ企 業 は ユ ーザ ー と一 緒 にな って,ユ ー ザ ー業 界 に

お け る生 産 規模,そ の成 長性,ユ ーザ ー の シェ アな どか ら判 断 して プ ラン トの 最 適規模 を計算 し,か

っ主 製 品か ら副産 品 に至 るまで 最 も付 加 価値 の高 い プ ロセ ス技 術 を開発 又 は 欧米 諸 国 か ら導 入す るな

どして,最 も経 済性 の高 い プ ラン トを検 討 す るとい うコ ンサ ルテ ィ ング業務 か ら始 め る。 この様 に,

機械 工 業にお い て生 産販 売 す る製 品ない し プ ラン トの仕 様 ・プ ロセ スは 全 てユ ーザ ー毎 に異 な る。

機 械 工業 にお け る製品 な い し プ ラン トの多様 性 は,情 報面 か らは 各 ユーザ ー につ いて 極 めて 濃度 の

高い 情 報を必 要 とす るこ とに な る。 即 ち,一 人 一 人の ユ ーザ ー に つい て の現 在 の設 備状 況,生 産状 況,

設備 投 資の 動 向,購 買態度,購 買決 定 者,競 争 業者 の ア プ ローチ の状 況 な ど多量 な 情 報の蒐 集 と分析

処 理 を要 す るこ とに な る。

b)多 品 種 少量 生 産 で あ ること
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販 売面 にお け る受 注 生産 とい う特 色 は,生 産面 におい て 多 品種 少 量 生産 とい う特色 を もた らす。 一

つ一 つ の製 品 ない しプ ラ ン トの多 様 性 は,大 量集 中生 産形 態 を不 可能 に させ,管 理 面 にお い て は 各 オ

ー ダ ー毎 の受 注か ら出荷 まで の 個 別管 理 を強い る ことに な る。、

多 品種 少量 生産 は生 産面 にお け る合 理 化 を妨 げ る と同時 に製 品 価格 を割高 に させ るこ とに よ って 国

際競 争力 を相 対 的 に低 めて 来 た。 そ こで,メ ー カー は種 々の方 法 で標 準製 品 を決 め,又 それ が 出来 な

い 場 合 で も部 品 をユニ ッ ト毎 に分 解 して各 々に っ いて 標準 規格 標準 仕様 を定 め,こ れ に よっ て設 計

面 にお け るコス トダウ ン と加 工 ・組 立 面 で も合 理 化 を図 って来 た。 しか し,こ の様 に生産 面 にお け る

標 準 化が 行 われ て も,最 終製 品 は ユ ー ザー 毎に 仕様,っ ま り販売 仕様 が異な るか ら,生 産 面 にお け る

標 靴 が 進 行す る と臓 か ら工 場 な ど{・対 す る情 報 の重 難 が増 して 来 る ・ と}・な る・ 即 ち・ 従 来標

準 化 が行 われ る以前 は 営業 マ ンは全 て ユ ーザ ー の云 うとお り注文 を と り,そ の情 報 を工 場 な どに伝 え

てお れ ば済 ん だ。 しか し,生 産面 の標 準 化 が実 施 され る と,標 準 製品 ない し標準 規 格 仕 様 の ユニ ッ ト

部 品 の生産 は全 て営業 の情 報 が正 確 で あ る ことを前 提 として仕込 生産 が行 われ るこ とに な ・ナこか らで

あ る。

多品 種少 量 生 産に お いて は営 業 情 報 の正 確度 が 適 正 な操業 水準,合 理 的 な生 産 計 画,ム ダの な い 在

庫計 画 を左 右す るこ とにな る。 従 って 営業 情 報 は正確 に,速 く伝 え られね ば な らな い。

c)事 業別 制組 織

機 械 工業 は,一 般的 に 専業 メ ー カー が少 な く,製 品 構成 が多 角 化 して い る企 業が 多 い。 そ うな っ た

理 由 の第 一 としては,機 械 が数 百数 千 とい う部 品 か ら成 り立 って い る関 係上,生 産 規 模 の 拡大 に つれ

或 い は 最終 製品 の品質 確 保 の要 請 な どか ら,主 要 な 部品 を順 次 購入 品か ら自社 生産 に切 換 えてい った

ケー スが 多 いか らで あ る。 い わ ゆ る垂 直 的多 角 化 とい われ る もので,そ の最 も良 い 例 は造 船 所が デ ィ

ー ゼル エ ン ジン,甲 板 機器,プ ロ ペ ラな どをっ け加 えて い く例 で あ る。 多 角 化企 業 成立 の第 二の 理 由

は,機 械 技術 そ の もの の持 つ深 さ,汎 用性 を基 として国 連技 術 を艇 的 に 応用 させ て製 罐 成 を拡

大 して 行 くケ ー スに よ る。 いわ ゆ る水平 的多 角化 とい われ る もの で,デ ィー ゼ ル エ ン ジ ンの熱 力学 な

どか らスチー ム エ ンジ ン,コ ン プ レ ッサ ー,送 風 器,遠 心分 離機 ター ビ ンな どに手 を広 げ る例 であ

る。 第三 は,製 品 ない し技術 的 に は全 く関連 は ない が,市 場又 は顧 客 は全 く同一 であ るが 関 連 してい

る様 な製 品 醐 発 して ゆ くケ ー ス に よ る.・ ・わ 明 暢 関連 の 水平 的多 角 化 とい われ る もの で・ 鍛

業者 に対 して ブル ドー ザ ーや シ ョベ ル と ダン プ トラッ クを 同時 に供 給 す る類 いで あ る。

この 様 な多 角化 に対 応 して 機 械 メ ー カー は製 品 別事業 部 制 を と る企業 が 多 い。 事 業 部制 は プ ロ フ ィ

。 トセ ンター を中 心 として独 立 採 算制 を採用 す る ことを 目的 としてい る・ そ の 内容 は・ 製 品l」の損 益

を明 らか に して業 績達 成 責任 を 明確 にす る こ とをね らい と して,各 プ ロフ ィッ トセ ン ター な どの オ ペ

レー シ ョンについ て の大 巾な権 限 を委譲 す る と と もに,ト ッ プの オペ レー シ ョンの任 務 を軽 くして プ

ランニ ン グ重 点 思考 を確 保 して,経 営活 動 の 機動 性 と戦 略性 とを確保 せ ん とす る もの で あ る。

事 業部 制 は こ うした 目的 を 中心 として 昭和36年 ごろ か ら多 く採用 され た ので あ るが,企 業 内 外 の

情 報の総 合 的 な有効 利用 とい う面 で は今 日多 くの 問題 を抱 えてい る。 即 ち,販 売,技 術 な ど重 要 な

情 報 につい て,組 織 に よ る意 図 しない し意 図せ ざ るス ク リー ニ ン グが 発生 してい る こ とであ る。 事 業
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部制 下に お け る トップは有 効 な 情 報 をえ られな い ま まに 意思 決定 して い る こ とが多 い。 こ こにお い て
,

機械 工 業 にお け る情 報蒐 集 及 び処 理 の一 元化 の 問題 は 深刻 で あ る とい わね ばな らな い
。

d)加 工組 立 部 門の ウエ イ トが高 い こと

機械 工 業 は化学 工 業 と異 な り原材 料 の原 価に 占 め る ウエ イ トが小 さい。又 自動 車工 業 と比 較す れ ば

購入 部品 の ウエ イ トが 低 い。 つま り,加 工及 び組 立 部 門 の,従 って 労務 費 の原 価構 成 に 占め るウエ イ

トが高 い。 又,製 造 業 の付 加 価値 率 が18%内 外で あ るの に対 し
,一 般機械 工 業の それ は36%前 後

で あ る。 加 工 ・組 立 部 門 の ウエ イ トが高 い とい うこ とは 製造 期 間 が長 い こ とを意味 す る
。 工 作 機械,

金属加 工機 械 で 約6ケ 月 か ら12ケ 月,化 学 プ ラ ン トで は数 年 に及 ぶ もの もあ るし,製 造 期 間 の短 い

建設機 械 で も1～3ケ 月 は かか る。

この こ とは,一 つ の オ ー ダー ない し製 品 につ い て長 い期 間 に 亘 って い ろい ろな 角度 か ら情 報が必 要

と され るし,こ れ らの 情 報は 最終 的 に は生産 実績 又 は 売上 損益 実 績 として 評価 され ね ばな らない
。 例

えば生産 工 程 の遅 延 は他 の オ ー ダー の製 品の加 工,組 立 計 画の 変 更 を来 た し,最 終 的 には 売上 損益 計

画 の修正 を も余 儀 せ ざ るを えな くさせ るだろ う。 従 って,中 間 時点 にお け る個別 原 価計 算制 度 に基 い

た実績 の フォ ロー,あ りうべ き実 績予 想 な どの 情 報の ひん ぱん な蒐 集 評 価
,修 正 計 画の代 替 案 の検討

が 行 われ ねば な らな い。 しか もこれ らが事 業部 制 を前 提 とす るな らば
,情 報 の蒐集,評 価 は まこ とに

複雑 さを増 して来 る こ と!こな る。 こ こに,事 業 部制組 織 の もとに お け る トップ マネ ジメ ン トの ため の

情 報組 織 の有 効 性 が指 摘 し う る。

e)頭 脳 な い し技 術集 約 的で あ るこ と

機 械工 業 は労 働集 約 的 で あ る こ とは 自動 車工 業 と同 じで あ るが
,頭 脳 ない し技 術集 約 的で あ る点 で

は異 な る。 機械 工 業 に お け る製 品 はユ ーザ ーの ニ ーズ に従 って仕 様 が 決 め られ る
。 プ ラン トの プ ロセ

ス も同様 であ る。 従 っ て,そ こにお け る技術 は ユー ザー の ニ ーズ を具 体 的 に仕 様 ない しプ ロセ ス を媒

介 として数百 ない し数 千 個 の 購入 品 を統 合 して製 品 ない しプ ラ ン トとして具 現 化す る とい う技 術 の深

さ と広 さ を必要 とす る。

1960年 代 は 日本経 済 に と って高 度 成長 と重化 学工 業 化 の 時 代で あ っ た、と同時 に,そ の高度 成長

を支 え る技 術 革 新の 時 代 で もあ った。 そ して 欧米諸 国 に比 して数 十年 遅れ てい た我国 の技 術 は
,急 速

な技 術導入 によ って そ の立 遅 れ を と り戻 したの であ るが,そ の技術 導入 の 中 で もっと も件数 の多 か っ

たの が機 械 技術 で あ っ た。 この こ とは 自己開 発 に よって は早 急 に立 遅れ を取 戻 せ ない ほ どの機 械技 術

の高度 さを示す もの とい えよ う。

1970年 代 は シ ステ ム化 の時 代 であ るとい われて い る。1970年 代の 機械 工業 製 品 は益 々複雑

化 し高度 化 し多 様化 した ユー ザ ー のニ ー ズに答 えてゆ か ねば な らな い。 例 えば海 洋開 発産 業 にお け る

海 底石油 資 源の 開発 に は,資 源 の 調査 探索 か ら陸上 の 精製 設備 へ の 石 油 の供 給 までユ ーザ ー の多 様な

ニー ズ に答 えね ばな らない 。 そ の ため に は石油 掘 削技術 をは じめ と して,地 下 探査 技 術,海 洋土 木技

術・海 底 配管技 術 造 船 技 術,材 料 技術,電 気技 術 な ど広 汎で 高度 な技 術が 必 要 とな ろ う。 今後 の機

械 工業 は一 層技 術 の総 合 性,即 わ ち シス テ ムエ ン ジニ ア リン グを必 要 とす るだ ろ う
。 又 シス テム エ ン

ジニ ア リン グを可能 とす る技 術 情 報力 を必要 とす るだ ろ う
。
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f)情 報集 約 的で あ るこ と

機械 工 業 にお け る頭 脳 ない し技 術 集約 性 は,と り もなお さず情 報集約 的 で あ る こ とに他 な らな い。

市場又 はユ ーザ ーの ニ ー ズ を情 報 として 蒐集 処 理,評 価 し,他 方 で は膨 大か つ広 汎 な技 術情 報を 蒐

集,処 理,評 価 す る こ とに よ って,製 品な い し プ ラン トに結 び つ けて行 くのが 機 械 工業 の 役割 で あ る。

戦 後 日本経 済 の高 度 化 の 過程 は重 化 学 工業 化 の過 程で もあ った といわれ る。 又 材料 産 業 か ら加 工 ・組

立 産業 へ の過 程 であ っ た と もい われ る。 しか し,重 要 な こ とは,こ の過 程 で最 終 製 品 の中 で情 報 の ウ

エ イ トが 増 して行 った こ とで あ るとい われ てい る。

今 後 の 我 国経 済 は 貿 易,資 本 の 自由化 な ど経 済 の国 際 化 企 業 の 国際化 が 進 展 し,他 方 では 産 業構

造 の変 化 や労 働力 不 足 も進 展 す る。 機 械 工業 にっ いて い えば,開 放経 済体 制 の進 展 につ れ て 国際 分業

関係 が一 層 進 展 し,例 えば 低度 組 立 型産 業 即 わ ち弱 電器 の一 部 汎用工 作 機械,農 機 器具,プ ラス

チ ッ ク機械 の一 部 な どは 後進 国か らの 輸入 に頼 る ことが 予 想 され る。 逆 に高 度組 立型 産 業 例 えば エ

レク トロニク ス,ICな どを利 用 した家 庭電 器,電 子 計算 機NC工 作機 械,プ ラン トエ ンジニ ア リ

ング産業 な どの比重 が 高 ま り,又 わが 国の 輸出 構造 を規 定 す る こ とにな ろ う。

高度 組 立型 産 業 の 発展 は よ り一層 発 展 した形 態の 産業 即わ ち従来 の製 品 や産 業 の 機能 を横 に結 合

した 形態 の シス テ ム産 業 が登 場 し,機 械工 業 は その システ ムの オル ガ ナイザ ー として もし くは サ ブ シ

ステ ム と して の 役割 を担 うこ とに な ろ う。 シス テム 産業 にお け る機 械工 業 は,現 在 の プ ラ ン トエ ンジ

ニ ア リン グフ ァー ムに見 られ る ごと く,シ ス テ ムエ ン ジニ ア,プ ログ ラマ ー,全 ゆ る種 類 の技 術 を網

羅 し た技 術者 を その 財 産 とした企 業が,市 場 ない しユーザ ーの求 め る広 汎 か つ複 雑 なニ ー ズ を,一 つ

の機 能 の シス テ ム と して組立 て,そ の中 に様 々な 機能 を分 担 したハ ー ド即 わ ち機 械が 配置 され る とい

うこ とに なろ う。 こ こにお け る機 械 工 業 は もは や 個有 の領 域 を脱 し,一 つ の シス テ ムな い し機能 を販

売す る産 業 として 存在 し,ハ ー ドとして の機 械 は た また まそ の中 に 位置づ け られ るにす ぎない とい う

ことに な ろ う。

●

●
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機 械工業に おけ る情 報の特質

こ こで コン ピ ュー ター に つい て ふれ な け れば な らな い。 コン ヒ。ユ一 夕ー を経 営 に適 用す る分 野 とし

て大 き く三 つ の分 野 があ る。

1.大 量 事 務作 業 給料 計 算,請 求 書作成 科学 技 術 計算 な ど。

2.管 理 在 庫 管理 販売 管理,人 事 管理,財 務 管 理 な ど。

3.計 画 経 営 計画OR,シ ュ ミレー シ ョンな ど。

大量 作 業事 務 は,機 械 工 業 にお い て も1960年 代 の初 めか らす で にEDPS化 が な されて い る。

その代 表 例 は給料 計 算,原 価 計算 請 求 書 作成 な どで あっ た。60年 代 の 後 半 か らは科 学 技 術計 算が,

機械 ない し プラ ン トの 大型 化 高 度 化,複 雑 化 に対 応 して 必要性 が 高 ま り発達 して 来 た。 今 日では設

計技 術 計算,機 械 プラ ン トの 見積 も り,プ ラ ン トプ ロセ ス の経 済計 算 な ど にそ の重 要性 は一層 高 ま り

つ つあ る。 今 後 も,シ ス テ ム化 時代 を迎 えて コ ンサ ル テ ィ ングや シス テ ム デザ インの 領 域で コ ンピ ュ

ー タ ーの利用 度 は企 業 の 死 命 を制 す るこ とにな ろ う。

次 に管 理業 務 につい て も,原 価 計算,在 庫計 算 な どの 分野 にっ いて,機 械 工 業 で もか な り一 般化 し

ては い る もの の,な お これ らを一 歩進 めて 低位 判 断業 務の 自動 化 ま で も含 め た管 理業 務 の 自動 化 シス

テ ム まで 実施 してい る企 業 は少 な い。 例 えば生 産 管理 に っい てい えば,標 準 部 品 が あ る一定 量 まで 下

った場 合 自動 的 に標準 量 の 購入 依 頼 伝 票が 発行 され,購 買業務 が 行 われ る とい うシス テ ムま で出来 上

ってい る企 業 は未 だ少 ない。 これは前 述 の とお り機械 工 業 の多 品種 少量 生 産形 態 に規定 されて,自 動

購 買の前 提 とな る業務 の標 準 化 が行 わ れ てい ない か らで あ る。

今 後 機械 工業 の 管理 業務 につ いて シス テ ムの 開発 が期 待 され る分 野 として は 次 の様 な もの があ る。

財 務 管 理 ダ イ レク トコス テ ィン グ と結 びつ い た 形 での 個 別受 注 利益 の算

定 並 びに受 注 可 否の 自動 判定 シス テ ム。

生 産 管 理 個 別受 注 であ るた め設計 変 更 ・納 期 変 更 が し ば しば 起 るが,こ

の 様 な場 合 の生 産計 画 変更 が可 能 か否 か の 自動 判 定 シス テ ム。

人 事 管 理 技 術 者の 所有 す るスキ ル のイ ンベ ン トリー リス トを も含 むキ ャ

リアデ ベ ロ ップメ ン トプラ ンのEDPS化 。

販 売 管 理 徹 底 した ユー ザー 並 びに競 合 メー カー情 報管 理。

最 後 に計 画業 務 にっ いて は,予 算 な い し長 期経 営 計画 に お け るORやPERTの 利 用 な どが考 え ら

れ よ う。 多 角 化企 業に お い て最 高 の資 本 利益 率 を もた らす長 期 製品 構成 な い し売 上 構成 計 画 の算 出。

多 品種 少 量生 産 工場 にお け る最 適生 産 計 画 の提 示。 設 備 投資計 画 にお け るROIを 最高 にす る投 資計

画の 算 出。 販売 計画 にお け るセ ール ス プ ロモー シ ョン とエ リア別 の選 択 の最 適 な組 合 せ。 これ らは経

営 にお け るEDPS化 の ゆ きっ くべ き目標 として 考 え られ る。

以上三 つの分 野 におい て い ろ い ろな 形 でEDPS化 の 努力 が され てい る。 しか しなが ら,機 械工 業
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にお い て は,大 量 作 業 事務 や一 部の 管理 業務 は と もか く計 画業 務 や殆 どの管理 業務 につい てはEDP

S化 の 道 は未 だ 遠い とい わね ば な らない。 そ の理 由 として は次 の三 つが挙 げ られ る。

① 計 画面 のEDPS化 の前 提 と もい うべ き予 測 技法(特 に需要 予 測技 法)の 確 立 が 不充 分 で あ る

こ と。 これ は全 て の 資本 財 企業 に つ いて 云 え る ことで あ るが,OR,PERTと い え ど もこれ で

は役 に 立 た ない こ とに な る。

② 機 械 工業 に つ いて 特 にい え る ζとは,個 別受 注生 産 で あ り,多 品 種少 量生 産 で あ るた め,ED

PS化 の基 礎 と もな るべ き業務(作 業 とい わず 管理 事 務 とい わず全 ての 面 にお い て)の 標準 化 が

お くれ てい るこ と。

③ 最 後 に,全 て の企 業 に つい て云 え るこ とであ るが,未 だ情 報の 蓄積が 不 足 して い るこ と。

こ うし た事情 に よ って,機 械 工 業 にお い て は,コ ン ピュー ター利 用 の最終 段 階 と もい え るMISへ

の移 行 は未 だ時期 尚早 と もい え る。 そ こで,私 は現 在 の 段 階で は む しろ大量 作 業事 務 の 中の 科学 技術

計算 のEDPS化 を よ り一 段 と推進 す るこ とが,EDPSの 効 果 を一 層顕 著 に させ,な おか つ コン ビ'

ユ一 夕ー マ イ ン ドの 譲成 に役立 つ こ とで その緊 急 性 を指 摘 す るこ とに したい。 次 に,管 理 及 び 計

画面 に お い て はMISへ の移 行 の準 備段 階 と して の コン ピ ュー ター な しの情 報 シス テ ム ー 報告 制度,

業績 評 価 制度,ゼ ネ ラル ス タ ッ フの 強 化 な ど 一 作 りをい まか ら進 め るべ きこ とを提案 したい。

そ こで こ うい った情 報 システ ム作 り上 の問題 点 を,以 下前 記三 つ の問 題点 の うち② お よ び③ を中 心

と して 述べ て見 る ことに す る。 なお,① につ いて は当面 本 稿 の 目的 で はない が今 後 い ろい ろ な技 法 が

各種 調 査 機 関,官 庁,企 業 な どにお い て 開発 され る こ と と思 う。

(1)企 業 者 的 意 思 決定 と管理 者 的 意 思決 定

い よい よ,機 械 工 業 にお け る情 報 と意 思 決定 の問題 に ふれね ば な らない。

経 営 と情 報 とは どうい う関 わ り合 い を持 つ だ ろ うか。 経 営 とは情 報に対 応 す るこ とで あ る。 何 ら

か の情 報 に接 した ら,そ れ を評 価 し,プ ラ ン化 し,意 思 決 定 を行 ない,最 後 に行 動 す るこ とで あ る

とい え る。 い わば経 営 の サ イク ル であ る 「プ ラ ン ー ドゥ一 一 シー」 の 全 ての 段 階に お い て情 報

は経 営 行 動 の前 に 受 け と られ,又 後 に おい て情 報が 発生 してい る とい え る。(第1図 参 照)

この サ イ クル に おい て 最 も重要 なの は,情 報 の蒐 集,処 理,意 思 決 定 の過 程 であ り,「 ドゥー」

か ら 「シー」,「 プ ラン」 に至 るまで の 内部情 報の 流 れの 過程 で あ ろ う。 従 って,経 営 と情 報の 問

題 はゆ きっ くと ころ 意思 決定 と情 報の 問題 で あ るとい い うる。

経 営 内 部 にお い て は様 々 な意思 決 定 が行 われ るが,そ れ が タ イム リー に適正 に行 われ る様 意 思

決 定者 に 対 して 必要 な情 報が タイ ム リー に提供 され るシ ステ ム,例 えそれ が コ ン ピ ュー タ を 組 込

ん でい な い シス テムで あ って も,そ れ はMISと い えよ う。

企 業 内 部 にお い て は様 々 な意 思 決定 が行 われ てい る。 計 画課 長 が どうい う工程 計 画 で一 定 の 機械

を生産 す るか とい う意思 決 定 もあ れば,営 業 課長 が どん な価格 で いか な る支 払条件 で ユー ザ ー か ら

注 文 を うけ るか とい う意思 決定 もあ り,又 社 長が 従 来 の 製品 や市 場 につ け加 え て どんな 新 製 品 を企

業化 す るか とい う意思 決 定 もあ る。 こ こでの社 長 の意 思決 定 を企 業者 的 意 思決 定(一 創 造 的意 思決

定)と 呼び,計 画 課長 や営 業 課 長が 行 な う意思 決 定 を管理 者的 意思 決定(一 定型 的 意思 決定)と 呼
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第1図 経 営 と 情 報 の サ イ ク ル

ぼ う。

機 械工 業 にお い て は受 注生 産 であ り,し か もオー ダー 毎 の受 注 額な い し製 品価 額が 大 きい ため,

し ば しば トップが ミ ドル や ロワーの 意 思決 定の 領 域,即 わ ち受 注 の決 定 や価格 の決 定 に 口 を さ しは

さ む こ とが あ る。 しか し,こ うい っ た こ とが ひん ぱ んで あれ ば あ る程,ロ ワー,ミ ドル,ト ッ プの

あ い だの仕 事 の領 域 が 不 明確 とな り,権 限 や責 任 の 所在が あい まい にな りやすい。 権 限や 責任 の所

在 が あい まい で あれ ば,必 要 な情 報 も不 明確 で あ るか ら,不 必 要な情 報 が 提供 され た り,必 要 な情

報 が与 え られ なか った りす るこ とに な る。

今 日,機 械 工業 に 限 らず トップの ミ ドル,ロ ワー に対 す る干渉 と,そ の結果 としての トッ プの 戦

略 的 意 思決 定 不在 とが最 も大 きな経 営上 の 問 題 とい える。 従 って,権 限 と責任 の 明確 な 委 譲,こ れ

が有 効 な情 報 管理 の第 一 前 提 という こ とが 出来 る。

(2)内 部情 報 と外 部情 報

トップ,ミ ドル,ロ ワーの 各 マ ネ ジメ ン ト階層 は それ ぞ れ どん な種類 の情 報 を必 要 とす るだ ろ う

か。

トップマ ネ ジメ ン トは,予 算案 の決 定 事 業 部 業績 評 価,新 製 品 開発 計 画の承 認 な ど戦 略 的 意思

決 定 を行 な うか ら,単 に企 業 内部 の情 報 即 わ ち前 期 の実 績,当 期 の予 算 達成 率 な どだ けで は意

思 決定 出 来な い。 当然,日 本経 済 の景 気動 向,技 術 変 化の 方 向,新 市場 現 出の可 能性,他 社 の動 向

な ど企 業外 部 の情 報が つ け加 え られね ばな らない 。

これ に対 して ロ ワー マ ネ ジメ ン トは,殆 ど多 くの 場 合企 業 内 部の情 報 さ えあれ ば その 日常 の 定型

的 意 志決 定 は行 な うこ とが で きる。 例 えば,購 買 課 長 はあ る品 種 の鋼 材の ス トックが あ と何 トンに

な った か とい う内 部情 報 が伝 え られ れ ば,鋼 材 の発 注 とい う意 思 決定 が可能 で あ る。 彼 に とって
,

将 来 鋼材 価 格 が大 巾 に値 上 りしそ うだ とい う外部情 報が 伝達 され,そ れ に対 して大 量 の先 物 買 い を

■
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しなければな らないということはそう度々起るものではない。

ミドルマネジメントはちょうど両者の中間にあり,外 部情報と内部情報の相方に対応して定型的

もしくは創造的意思決定を行なう。例えば,資 金部長は絶えず売掛代金の回収状況や支払手形の決

済状況などの内部情報を受入れる一方,他 方で銀行側の貸出し態度,金 融環境の見通しなどの外部

情報を勘案しながら,借 入れの量と時期を決定するだろう。

各経営階層,意 志決定の内容,情 報の種類との以上の関係を図示すれば第2図 の様になる。

(3)内 部情報と経営管理

ここで機械工業における経 管理的意思決定 創造的意思決定

営管唖 若干棚,鯉 にまr-一 ノー-r-〈 一 一

で立入って,そ の特質と情報

の関係にふれることにする。

a)財 務管理と情報

機械工業においては受注 外 部 情 報

生産であるから,一 部を除

いて個別原価管理が全ての

財務管理の出発点となる。

個別原価計算を基礎とした 内 部 情 報

財務情報としては次の様な

ものがあろう。

売上損益

オーダー別・製品グ}-L-〉 一 ン

ル ー プ別、 事 業 部 別,ロ ワ_ミ ドル トップ

全 社。 マネジメン ト マネジメン ト マネジメ ン ト

B/S第2図 マネジ メ ン ト階層,意 思 決 定 と情 報の 関係

工 場 別,営 業 所別,

製 品 別,事 業 部別,全 社 。

売 上 債権 回収 状 況 同様 。

これ らを もとに して,適 正 な製 品 構成 計 画 と業績 評 価が行 なわ れ る。

ところで,こ れ ら情 報 の 基 本で あ るオー ダ ー別 個別 原価計 算 は,管 理 費,工 場間 接 費,部 門費

な ど何 らか の 配賦 計 算 を前 提 として い る。 従 って過 度 の個別 損 益 の把 握 は む しろ無 意 味 な ことが

多 い。 例 えば,社 内加 工 の ウエ イ トが高 い製 品 と社 内で は最 終 組立 しか 行 われ ない 製 品が製 造 原

価 を もとに して 同 じ率 の 管 理 費が 加 算 され るのは 明 らか に不 合 理 であ る。 そ こで,機 械工 業 にお

け る財務 管 理 にお い て は大 ざっぱ な製品 グルー プ毎 の損 益 の把 握 と同業 他社 の業 績情 報 を もとに

した 報告制 度,そ れ か ら業 績 評 価制 度 との 結 合が有 効 と思 われ る。

b)生 産管 理

一93一



生 産管 理 にお け る基 本 的 な情 報 として は,オ ー ダー毎 の工 数集 計表,原 価計算 表 部 門 費集 計

並 びに 配賦表 な どが挙 げ られ よ う。 しか し機 械工 業 に おいて 最 も要 求 され るの は製 品 の信頼 性 と

納 期 の確 保 であ る。 製 品 の 信頼 性 は と もか く,納 期 の確 保 工 程計 画 の達 成 は 極め て情 報 の領 域

の 問題で もあ る。

多 機種 少量 生 産 であ り個 別受 注 生産 で あ る機械 工 業 におい て は,仕 様,納 期 の変 更,注 文 の取

消 し,機 種 の変 更が 極 め て多 い。 生産 管理 におい て は,こ れ ら情 報の ス ムーズ な伝達 とこれ に対

す る意志 決定 の シス テ ム化 が 行 われれ ば 最 も有効 な生 産 管 理情 報 シス テム とい うこ とが 出 来 る。

しか し,現 実の 機械 工 業 に おい て は これ ら例外 の発 生が 例外 で な い状 況 に あ る。 従 って 生 産管 理

のEDPS化 な い しシス テ ム 化は 極 めて 困 難な 問題 となっ てい る。

そ こで,生 産 管 理の シス テ ム化 に 当 って 次の 問題 を解決 しな け れば な らない。

① 例外 を例外 た らし め る ための 設計,加 工 組 立 な ど全 ての 面 にお け る標準 化。

② 例外 情 報 め極 め て スム ー ズ な伝 達 シス テ ム。 その ため の営 業 対工 場,管 理 対工 場 間の 内 部情

報伝達 制度 の確 立。

c)販 売管 理

販売 管理 に お け る情 報 と して は先 ず何 とい って も個 別受 注損 益 を基 礎 と した,製 品 別ピ 製 品 グ

ルー プ別,地 域別 販 売業 績 を明 らか に して,地 域別,製 品 別 の販 売 効 率 を 明 らか にす る こ とに あ

る。 この ほか,サ ー ビス マ ン,サ ー ビス ステ ー シ 。ンの巡 回記 録 補 償工 事 記録 のEDPS化 を

通 じて 技 術の 信頼 性確 保 に役 立 たせ る こ と も重 要 で あ る。

しか し販売 管理 とい え ど もマー ケ テ ィン グの ため にあ るこ とは 当然 の ことで あっ て,単 な る実

績 把握 か ら計 画面 へ の情 報管 理 が 考 え られね ばな らない。 そ の た めに は,全 ユ ーザ ーの コ ン ピュ

ー ターへ の登 録
,主 要 競合 メ ー カー の マーケ テ ィ ン グ行 動 にっ いて の 情 報蒐 集,処 理 評 価 シス

テ ムが 確 立 され る必要 が あ るだ ろ う。

d)人 事 管理

人事 管 理 にお け る情 報 の 主 仁 る もの と しては,人 員,賃 金,勤 務状 況 な どが 挙げ られ よ う。 こ

れ らの情 報を もとに して,採 用 計 画,配 置計 画,賃 金計 画,勤 労計 画,福 利 厚生 計 画 な どが立 て

られ る。

しか しこれ ら従 来の 人 事 管理 とは 別 に,今 後 は企 業 の戦 略的 計 画 に対 応 し た人事 情 報 シス テ ム

が 考 え られ ね ばな らない 。 即 ち,機 械工 業 におい て は今 後 の技 術革 新 或 い は産業 構造 変 化 に対

応 して 新技 術,新 製 品 の開 発企 業化 に対 して極 めて 弾 力的 に対 応 す る必 要 があ る。 この ため に は,

一 方で 新技 術,新 製 品,新 市 場 に対 す る リサ ーチ を 怠 らない と同時 に,他 方で これ らの 必要 な技

術,技 能 に対 応 す る人 間 の能 力,経 歴,志 向 な どを コン ビ。ユ一 夕ー に 登録 してお いて,い つで も

必要 な ときに この リス トか ら人 間 を探 し出 して,適 材 適 所 の人事 配 置 や,採 用 計 画,教 育計 画 な

どに利用 す る,い わゆ るキ ャ リア ・デベ ロッ プメ ン トプ ランが今 後 の 人事 管 理 の戦 略的 対応 策 と

して考 え られ よ う。

(4)外 部情 報 と経 営 計 画
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内部 情 報 は 日常 の経 営 管理 の面 で 極 めて 重要 な 役割 を担 って い る。 しか し,定 型 的管理 とい え ど

も例外 的 な事 項が 発生 した場 合 に は,外 部 情 報 との結 合 な し.には有 効 な意 思 決 定 を な し えない。 例

えば仕 込生 産 の あ る機 種 に つい て,異 常 な 受 注減少 が お きた場 合 に それが 単に 一 時 的な ユー ザ ー の

発 注延 期 に よ る減少 なの か,そ れ と も景 気 の全 般 的 な停 滞 に よ る受 注 減な のか は,景 気 全般 の 先行

き見通 し或 い は同 業他 社 の受 注 動 向な どの 情 報な しには 情 報 の評 価並 びに意 思 決定 は下 し難 い。

この 様 な ミドル ない し トップ マネ ジメ ン トの行 な う経 営 管理 面 にお け る意 思 決 定 もさ るこ とな が

ら,実 は トップの行 な う企業者 的意 思 決定 こそ内 部情 報 よ り もむ し ろ外 部 情報 が 決定 的 な役 割 を 果

す。 例 えば既 存 製 品 ない し市場 の停 滞 に直面 して 新製 品 な い し新 市場 の開 拓 を行 な う場 合,成 長市

場 成 長製 品の サ ーベ イか ら始 ま って,製 品 の技 術 内容,市 場 及 び顧客 の 特性,競 争 状 態,競 合 メ

ー カーの マ ーケ テ ィ ン グ,販 売 体制,市 場 支 配度 な ど極 め て多 量 で高度 な 外 部情 報 を蒐 集,評 価 し

な ければ トップは 意志 決 定 す る ことが 出来 ない だ ろ う。

もち ろん この 場 合 で も,そ の製 品,市 場 に対 して企 業 内 部に い か な るポテ ン シ ャル なパ ワーが 存

在す るか,即 わ ち資金 は,人 は,販 売 チ ャ ネル は,技 術 は,設 備 は どうか とい うこ とが 問 われ ね ば

な らな い。 しか し,そ れ に して も先 ず こ うい う外 部情 報並 び に内 部情 報の 探索 が 開始 され る引 き金

と もな るべ き もの は,ど うい う有 望な 市場 や製 品 が 存在 す るか とい うこ とを探 知 出 来 る外 部情 報 力

に か かっ てい るの であ る。

この ほ か,ト ップ マ ネ ジメ ン トの企 業者 的 意思 決定 は,マ ー ケ ッ トシ ェア の決 定,製 品構 成 計 画

製 品開 発計 画 人事 計 画,設 備計 画,投 融 資計 画,資 金 計画 な どにおい て 極 めて多 量 の外 部 情 報 を

必要 とす るだ ろ う。

(5)経 営情 報 シス テ ム

巷 間,銀 行 な どにお い てMISが 確 立 した とい うこ と を聞い て,い ざ内 容 を聞い て見 ると内 部情

報 のEDPS化,な い しは 預金 貸 金 デ ータ の オ ン ライ ン化 が 行 われて い るにす ぎない ことが あ る。

真 のMISと は,い ま まで述べ て 来 た様 に 外部情 報 の意 思 決 定 にお け る不 可 欠性 を前 提 とす るな

ら,企 業外 部 内 部情 報 の総 合 蒐集,処 理,評 価 シス テ ム でな けれ ばな らない。 ところが 外 部 情 報

は その特 性 か ら して,実 はEDPS化 しに くい面が あ る。 情 報 を定 量 的情 報 と定性 的情 報 とに 分 け

れ ば,お よそ 内 部情 報 外 部情 報 との関 係 は次 の様 に な る。

内部 情 報 定 量 的情 報

外 部 情 報 定 性 的情 報

定量 的情 報のEDPS化 は容 易 で あ るが,定 性 的情 報の そ れ は難 しい。 例 え ば,競 合 メー カー が

シ ェ ア ・ア ップ を 目論 んで新 た なセ ール ス プ ロモー シ ョン を開 始 して,そ の具 体的 な ツー ル は これ

ζれ だ とい う情 報 或 い は アメ リカ にお い てXと い う製 品 のAと い う技術 が 開発 され た とい う様 な

情 報 は どの様 に して 蓄積 され,必 要な と きに どの様 に して と りだ した ら良 い の か。

この問 題 の解 決 の た めに は,定 性情 報のEDPS化 技 術 の開 発 と一 元的 な情 報蒐集,処 理,評 価

組 織が トップ マ ネ ジメ ン トのス タ ッフ として確 立 され る必要 が あ るだ ろ う。 即 ち,従 来 の組 織 に

お け る調査 部は そ の機 能 を情 報 に対 して特 殊化 す るこ とに よ って情 報 部 と して独立 す る ことに な ろ
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う。 企 画 部 と情 報 部は,ト ップに 直結 した ゼ ネ ラル ス タ ッフであ り,全 ての 情 報 は オ ペ レー シ ョナ

ルな 他 の部 門及 び企 業 外 部か ら直 接蒐集 され 処理 され,評 価 され,意 思決 定 が 行な われ やす い様

に複 数の 代 替案 の 形で,企 画 部 情 報部 共 同 して トップに 提出 され るべ きであ る。 この 様 な情 報組

織並 びに意 志決 定 シ ステ ムは,情 報 ル ー トが 極め て短 縮 化 され,そ の結 果不 必 要 な情 報の フィル タ

ー化 が な くな り
,処 理 及 び評 価が 専 門化 され,客 観化 され るか ら,必 要 な情 報が タイ ム リー に伝達

され,不 必 要 な情 報 は伝 え られ ない とい う有 効 な シス テ ムが 出来上が る こ とにな る。

定性 的 情 報 のEDPS化 技 術の 開 発 に っい てい えば,マ イ ク ロ フィル ム の利 用,そ の前 段 階 と し

て は フ ァイ リング システ ム ない し カー ドセ レクター の活 用 な どが,多 くの 先進 的 企 業 にお い て進 め

られ てお り,機 械 工 業 におい て も漸 や く緒 に着 か ん と して い る。

ト ッ プ マ ネ ジ メ ン ト

企 画 部 情 報 部

ll }1

販 売 部 生 産 部 人 事 部 財 務 部 総 務 部

令

再調査の指示

調査テーマ
の提示

情報収集

意
志
決
定
内
容
の
伝
達

し

脅

第3図 トッ プのた めの情 報組 織
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以上の論点を整理しなが ら,や がて来るべ き機械工業におけるMIS時 代の到来に対して,ど の様

な経営の近代化を図る必要があるかを整理して見ると次の様になる。

① 権限の委譲 と責任の明確化 一 句が意思決定に必要な情報で何が不必要な情報なのか?

② 業務の標準化 一 句が例外であり,何 が例外でないのかの明示。

③ 情報の公開とルー トの短縮化 一 意思決定の適正化,適 時化。

④ 情報 特に外部情報の蓄積 一 環境変化のスピードと複雑さの激化。

⑤ ゼネラルスタッフの強化 一 問題発見能力と解決能力の向上。

⑥ スペシャリス トの活用 一 情報処理技術者の開発養成。

4

●
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4.プ ラ ン ニ ン グ と 経 営 情 報

は じ め に

経 営 計画 とい う場 合,通 常 長期 計画 と短 期計 画 とに区分 され る。 しか し最近 は長期 計 画の 内容 の複

雑 化 と質 的 変化 に よ って従 来 の 長期計 画 が 中期 計画 と長 期 計 画 とに 区分 され る傾 向 にあ る。 当社 に お

い て も最 近,長 期 計 画 が中 期 計画 と長期 計画 とに 区分 され,結 局全 社 の経 営 計 画 体系 は長 期,中 期,

短 期 の3段 階の計 画 を もって再 編成 され る ことにな っ た。

この 場合,長 期 計 画 は10ケ 年 の長 期 に わた る計 画 で70年 代 に お け る企 業 の ビジ ョン構 想 の設定

を主 た る内 容 とし,中 期 計 画は この ビジ ョン構 想 を受 けて3～5ケ 年 を対 象 に具 体 的 な経 営 戦略 を策

定す る こと を主 た る内容 とした もの であ る。

短 期計 画 は云 う迄 もな く短 期 実 行計 画 として 編成 され る予算 で あ る。

プ ラ ンニ ング情 報 は これ らの計 画体 系 に即 応 して,長 期,中 期 短 期 の計 画 に対 応 した情 報管 理 シ

ス テム を編成 して ゆ か ねば な らな い。

これ ら各 々の情 報 シ ステ ム は 当然 その性 格 を異 にす る もの であ る。

現在 の段 階で は これ らの情 報管理 シス テ ムは極 め て不 完全 な もの であ る と云 わ ざ るを得 な いが,E

DPSの 活用 範 囲の 拡大 と と もに今 後 の大 きな テー マ とされて い る。

こ ～で は十 分 な もので は ない が 中期 計画 に焦点 を合 せ,計 画 の構 成 とその 策 定過 程 にお け る経 営情

報に つい て 記 して み たい。

先づ 順 序 として 中 期計 画 の構 成 につ い て若 干 ふれ てお く。

も

4-1中 期計 画 の構 成

機械工業は高度成長産業として,急 成長を遂げ,又 今後 も成長の期待されている分野である。

それだけに技術革新 も激しく市場構造 も急速に変化している。 このテンポの早い環境変化にタイミ

ング良 く企業を即応せしめてゆくことは容易な業ではない。且つ市場構造 も複雑であり,事 前に予見

出来ない変化が数多 く発生 し計画の修正変更が絶ず繰返されているのが実態である。

中期計画は,こ の激しい企業環境に即応し,且 つ企業のビジョン構想にマッチした方向で将来の企

業構造を具体的に変革せしめてゆくための戦略的計画である。中期計画と他の計画との関連を図示す

れば次のようになる。

次図の諸計画は相互に密接な関連を有し,中 期計画の策定過程において,ビ ジョン構想の修正が必

要である場合には修正される。短期計画との関連においても又同様であり,計 画相互間のフィードバ

ックが行なわれる。

中期計画は両計画の中間にあって,企 業目的(ビ ジョン)を 具体的な戦略に展開し,実 行計画(予

算)に 結びつけるための計画である。

、
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次に中期計画の構成は大きく次の三つから成

っている。①全社の綜合計画 ②全社の個別計

画 ③事業部門別計画である。

その各々についての内容は次の諸計画の中に

とりまとめられる。

① 全社綜合計画

(i)受 注計画

(旧 売上高製品構成計画

(m損 益計画

(iv)貸 借対照表計画

② 全社の個別計画 ・

(D営 業体制整備計画

(ω 輸出増強計画

(ilD新 規製品開発計画

av)生 産体制整備計画

(V)人 事要員計画

Wl)福 利厚生計画

③ 事業部門別計画

(i)事 業部綜合計画

(イ)損 益計画

(・)資 産計画

い)生 産性計画

(n)事 業部個別計画

(イ)受 注計画

(ロ)売上高製品構成計画

内 輸出計画

←)シ ェアー計画

(ホ)製品改良開発計画

(べ 販売促進計画

(ト)設 備投資計画

㈱ 下請外注計画

(リ)要 員計画

6ヵ 月 5カ 年

〔予 算 〕 〔中期 計画 〕 〔長 期計 画 〕

10カ 年

なお事業部の特性(例 えば製缶 部門と機械部門では事業の性格が大きく異なる)に 応じサブ計画が

付けられる。
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4-2策 定 の 過 程 と 情 報

中期 計画 の策 定 の 過 程 をみ る と大 きく二 つに 区分 され る。 ① 計画 の 具 体的 な 編成 をす るに 当っ て,

それ に先行 す る基 本構 想 の 立案 の過程 ② 基本 構想 を受 けて 具 体的 な計 画編成 をす る過 程 とに分 け ら

れ る。

前者 は主 として 本社 ス タ ッ フが担 当 し,後 者 は各 々の事 業 部 門 に よ って編成 され る。

以下,計 画立 案 の過 程 に 沿 って そ こに インプ ッ トされ る経 営情 報 につい て み て ゆ こう。

4-2-1基 本 構 想 の立 案

基本 構想 は計 画 の 骨子(ス ケ ル トン)を 示 す もの であ り,こ ～に経 営 の基 本 方針(戦 略)と 目標 が

暫 定的 に決 定 され る。

その プ ロセ ス を簡単 に図 示 す れば 次の と う りで あ る。

先づ ①外 部情 報(環 境条 件)と 内 部情 報 とを統合 す るこ とに よ り当社 が直 面 して い る基本 的な 問題

と将 来予 想 され る基 本 問題

を発見 す る。

② 前 記 の情 報 を も とに今 回o

の 中期 計 画策 定 の狙 い,二(ビ ジ 。ン構想)

一ズを明らかにし,TOP

の中期計画策定方針を得る。

③ 問題解決のための代替案

の探索から戦略の検討に入

る。

④ 以上か ら全社並びに各事

業部門に対し基本方針が定

性的(文 章表現で)に 決定

される。

⑤ 基本方針の方向にそって

売上高,利 益 生産性等の

数量的な目標が試算される。

以上のような過程を経て設定さ

れる基本構想は全社の基本方針と

して①成長戦略(拡 大戦略 ・多角

化戦略)② 重点戦略部門(製 品)

と重点市場及びシェアー③新規製

品の方向④体質改善の方向等が示

される。'

営経

決

で 審 議

定
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個 別計 画 方 針 として① 製品 構成 の是 正② 輸 出増 強対 策③ 技 術 開 発力 の強 化④ 販 売 体制 の確 立⑤ 生産

体制 の整 備,設 備 投 資 の 方針⑥ そ の他財 務 等 につ い て基本 的 な考 え方 が 示 され る。

この 過程 で イ ンプ ッ トされ る経 営情 報 は極 めて 多 岐 に わた るが 次 に その主 な もの につ い て整 理 して

み る。

4-2-2経 営 情 報

プ ランニ ング と経 営情 報 との関 連 を考 えて み る と,特 に中 期計 画な ど数年 お きに繰 返 され る計 画 と

はい ～な が ら立 案 され る時 期 に於 け る企 業環 境 又 企 業 の実 態 も大 きな変化 を遂 げて お り,問 題 点 の

所在が そ の 時 々 によ って 異 な って くる。 又 計 画 も回 を重 ね る こ とに よ って,計 画 設定 の方 法,計 画の

体系 も改 善 され 変 化 を して く る。 従 って 既存 の経 営 情 報ル ー トで は常 に不足 して お り,そ の 時 の 問題

意識 ・目的 に応 じて 開 拓 して ゆか ね ば な らない。

この 意味 に おい て,情 報 シス テ ムは常 に不 完全 であ り,情 報ル ー トの 開発 は終 りの無い 仕 事 で あ る

と云 え る。

次 に プ ラ ンニ ン グ情 報 は経 営 意思 の決 定 に 資す る もの で な けれ ば な らない。 その ため に は第1次 情

報 を経 営 目的 に 即応 した 分析 ・加工 が 必要 とな って くる。1次 情 報 として多 くの 情 報 を集 めて み て も,

ば らば らであ っ て は,そ の価 値 は 低い もので あろ う。 これ に 優れ た分 析手 法 が加 わ る ことに よ って,

そ の価値 が 高 め られ る。 経営 意 思 決定 に 直接 的 に影 響 を与 え る経 営 情報 は分 析 ・加工 か ら得 られ る情

報で あ り,そ の た め に分 析手 法 の確 立 が な され て い な けれ ば な らない。 この点で の 改善 の 余地 は まだ

大 きい。

以下,経 営 情 報 を外 部情 報 と内 部情 報 とに 分 けて 整理 して み よ う。

(A)外 部 情 報 につ い て

計画 が 長期 化 す れ ばす るほ ど外 部情 報 の ウエイ トが 高 くな って くる し,中 期計 画 で も大 きな ウエ イ

トを占 めて い る。 中 期計 画の外 部 環 境 の予測 対 象項 目 を概 括 的 に あげ ると次の 通 りで あ る。

(i)国 際経 済環 境

ω 一 般経 済環 境 の見 通 し

㈹ 需 要 産 業,機 械 工業 の 見通 し

lV)需 要 予 測

(V)地 域経 済 の動 向

(vD技 術 革 新 の方 向

㈲ 競 争 カ ー 競 合 企 業 との 比 較

(vm)設 備 投 資 の動 向

鯛 労 働市 場 資金 事 情 等

① 国 際経 済 環 境

資本 自由 化 の進 展 と ともに経 済 の国際 化 ・企 業 の 国際 化 は今 日の最大 の テー マであ る。 国 際経 済

環境 の 調査 は大 き く次 の3つ に 区分 され る。

.r-101一



い わ ゆ る開 放経済 体 制 資本 の 自由 化が ,日 本経 済及 び企 業 の競 争 条件 に どの よ うな影 響 を与

え るのか を明 らかに す る。 この情 報 源泉 と して は次 の よ うな ものが あ る。

○ 通商 白書,海 外 市場 白書

○ 雑誌 論文及 び図書 類

○ 新 聞 ス ク ラ ップ

○ ジェ トロ,機 械振 興 協会 等 の 資料 の活用

(ロ)外 国企 業(米 国の 機械 メー カー)の 動 向

○ 海 外 情 報(機 械 振 興協 会 編 月 刊)

○ 外国 会社 レポー ト(ダ イヤ モ ン ド社,月 刊)

○ アニ ュアル レオξ一 ト

○ 海 外 の ダ イ レク ト類

○ 雑 誌 図 書類 の ス ク ラ ップ

(吋 海 外 市場(輸 出 市場)の 動 向

広 範 な世 界の マー ケ ッ トを調 査 す る ζ とは現 実 の問題 と して 不可 能 であ り,限 定 され た重点 市

場 に し ぼ って調 査が 行 な われ る。 地 域 的 には 東 南 ア ジア と北 米 であ る。

○ ジ ェ トロ,機 械 振 興協 会,各 国大 使 館等 の 保有 す る資料 を その 目的 に 応 じて活 用 す る。

○ 海 外駐 在 員 ・海 外 出張 員 の 報告書

○ 新 聞,雑 誌 のス ク ラ ッ プ

② 一 般経 済見 通 し

中 期 的 な経 済見 通 し として通産 省 をは じめ多 数 の機 関が 予 測 を行 って い るの で それ らを 参考 に し

て ま とめ る。 次の ものが 利用 で きる。

機 関 名 予測期間 主 要 な 項 目 備 考

通 産 省 ① 昭 和 年 度

43～48

6NI)各 項 目,IIP等 44.2発 表

石 油供 給計 画 用

通 産 省 ② 43～50 GNP,IIP,そ の 他 44.4発 表

工 業 開 発計 画用

経済審議会 ①

(経 済社会発展

計画)

42～46 GNP各 項 目,IIP,労 働力,産 業

別 設 備 投資,そ の他 広 範

42.2月 答 申

年 次別 予 測 デー ター

経済審議会 ②

(数量委員会)

42～46 GNP各 項 目,IIP,年 次別 デ ータ

ー

43.10月 発表

経 済 社 会 発 展計 画 の

ア フター ケ アー

経 済 企 画 庁

経 済 研 究 所

42～46 GNP各 項 目,年 次別 デー ター 43.2月 発表

経 済社 会発 展 計 画

ア フ ターケ アー
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機 関 名 予測期間 主 要 な 項 目 備 考

野村総合研究所 43～48 GNP各 項 目,IIP,労 働力 人 口,

国際 収 支,そ の他

43.12発 表

年 次 別予 測 デー タ ー

国民経済研究所 43～46 GNP各 項 目,IIP,生 産,労 働力,

国際 収 支,景 気 の タ イムテ ー ブル,他

43.9月 発 表

年 次 別 デー ター

■

この外に,三 菱総合研究所,日 本経済研究センターなど数多 くある。

③ 需要産業,機 械工業の中期見通し

中期予測の前提としては需要産業,機 械工業の見通し並びに全産業に亘る業種別見通しを行う。

これによって(イ)既存業種の需要の成長性評価〔ロ)新規参入を意図する市場の成長性評価(・→機械工業全

体の見通しと当社の成長性の比較等が行なわれる。

これらに関する資料としては(イ)産業全般又は機械工業全般に亘る見通しと(ロ)各業界単位の見通し

(計 画)等 が利用出来る。 これを表にまとめると次の通 りになる。

●

需 要 産 業 ・機 械 工 業 中期 見 通 し資料

■

分 野 機 関 名 目標年次 内 容 備 考

通 産 省 昭和 年度 鉱工業生産,業 種別指数 44.4発 表

50 主要品目生産量
鉱 工 業

経 企 庁 46 鉱工業生産(業 種別指数) 42.2答 申

経 済 審 議 会 設備投資(業 種別)そ の他

通 産 省 48 機械工業生産,中 分類指数

機種別生産量
機械工業全般

日 機 連 47 機械工業生産,機 種別指数 43.10発 表

生産金額

経 企 庁 50 一 般 機 械

経 済 研 究 所

〃 50 電 子 機 械

〃 50 家庭用電機製品

〃 50 農 業 機 械

機 械 工 業 〃 50 自 動 車

自動 車 工 業会 50 自 動 車 その 他 に通産,開 銀

保有台数 ・新車需要 etc

日本 工 作機 械 50 工作機械(内 需生産額) その他に通産省の見

工 業 会 通 し

日本産 業 機 械 46 建 設 機 械

エ ネ ル ギ ー 綜合 エ ネル ギー 45.50 エ ネル ギ ー種別 供 給 42.2答 申

調 査 会 (60) 産業別需要 エ ネル ギー 政 策用
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分 野 機 関 名 目標年次 内 容 備 考

中央電力協議会 50 電力需要,設 備増強 42.2発 表

原子力発電

日 本 電 力 48 電力需要見通 44.2発 表

電 力 調 査 委 員 会

経 企 庁 50 九電力会社の供給電力量

経済分析研究会 大口電力の産業別使用電力

量

通 産 省 48 石油製品の需給見通し

石 油
石 油 審 議 会

経 企 庁 50 石油製品の需給見通し

経済分析研究会

石 油 化 学 48 エチレン及び主要誘導品の

協 調 懇 談 会 需要見通し

石油 化学 協会 〃

化 学 経 企 庁 50 化学肥料の需要見通し

経済分析研究会

〃 〃 プ ラス チ ッ クの需 要見 通 し

〃 〃 繊維の需要見通し

通 産 省 48 粗鋼需要 ・銑鉄生産量 44.4発 表

鉄 鋼
鉄 鋼 連 盟

経 企 庁 50 鉄鋼需要 ・生産量

設備調整用

経済分析研究会

非 鉄
〃

〃

50

50

銅製 品 ・生 産 量(種 類 別)

アル ミニ ウムの 需要 と生 産

セ メ ン ト ノノ 50 セ メ ン ト需要 と生 産

海 運

造 船
'

運 輸 省

海 運 造 船

合 理 化 審

必要船服量 ・建造量等の見

通し

建 設
経 企 庁

経済分析研究会

50 建設工事受注推計

一 建 設 省 42～46 道路投資額,そ の他 42.3閣 議決 定

第5次 道 路

5ケ 年 計 画

〃 40～44 取扱貨物量 ・主要港整備計 40.8

社会資本整備 港 湾 整 備 画

5ケ 年 計 画

〃 43～47 〃

新 港 湾 整 備

.5ケ 年 計 画
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分 野 機 関 名 目標年次 内 容 備 考

建 設 省 42～46 下水道普及率,投 資額
第2次 下 水道 その他

整 備 計 画

〃 43～47 投 資 額 ・そ の他

第3次 治 水
5ケ 年 計 画

〃 41～45 建 設戸 数 ・その 他 41.7閣 議 決 定

社会資本整備 住 宅 建 設
5ケ 年 計 画

〃 42～46 投 資 額 ・そ の他 42.3閣 議 決 定

空 港 整 備

5ケ 年 計 画

〃 42～49 41.7閣 議 決定

新東京国際空港
建 設 計 画

国 鉄 40～46 車輌増強計画 ・その他

第3次 長期計画

運 輸 省 44～53

鉄 道
国鉄 財 政再建
10ケ 年 計 画

大 手 私 鉄 42～46 輸送量 ・輸送力

輸 送 力 増 強 主 要工 事 ・そ の他

5ケ 年 計 画

当社 の 需要 分 野 の うち製 造 業 各業種 に っいて'は,以 上 に あげ た資料 で 一 応の 見通 しは たて られ る。

しか し これ らの 外 部機 関 に よ る予 測 は機 種 の分 類 が 細分 されて お らず マ ク ロ的 であ るた め,こ の ま

ま使 え るわ けで は ない。

④ 需 要 予 測

当社 の主 要 機 種 の需 要予 測 は前 記 を参 照 しな が ら別 途 な され る。 機械 工業 に 属す る当社 の 需要 予

測 は先 づ 各需 要 部 門の 伸 びか ら,そ の産 業 で どの 程度 の 設備 投 資需 要が あ り,そ の う ち当社 の対 象

とな り うる設備 機械 は どの程度 であ るか を予測 しな けれ ば な らない。

この よ うな設 備 投資 の予 測 デ ー タは ほ とん どな く,こ れ につ いて,需 要 部門 の伸 び,及 び保 有 設

備 機械 等 か ら将 来 の当 社 の主要 機 種 にっ い て予 測 を行 ってい る。 ただ し当社 は総 合機 械 メー カ ーで

あ り,多 種 製 品 を扱 い,そ の市 場 も多 岐に わた り,そ の 市場 特性 もバ ラエ テ ィであ るた め,全 て に

亘 って 精度 の 高い 予 測 をす る こ とが容 易 で ない。

次に 主要 既 存 製品 の 需要 予 測の 説 明変 数 とその 資料 源 を示 せ ば次 の通 りであ る。 これ は,基 本 構

想立 案 の ため の需 要 予 測で あ り,極 め てマ ク ロ的 な予 測 であ る。
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既存(主 要)製 品の需要予測の説明変数

説 明 変 数 先 行 デ ー タ

予測対象機種 マ ク ロ

指 標
そ の 他 通産

省
日機
連

野村

総研

国民

経研
そ の 他

商 船 用}の

漁 船 用

建 造 隻 数

保 有 台 数

海運造船合理化審のデ
ータ

デ ィ ー ゼ ル 台/隻 実績より推定
エ ン ヂ ン PS/GT

陸用 デ ィーゼ ル SP範 囲別の伸 実績より
シ

ぴ

工 作 機 械 GNP ○ ○ ○ ○

民間設備
投 資 ○ ○ ○ ○

III) ○ ○ ○ ○
.

機 械 工 業
生 産 指 数 ○ ○ 民 間 設備 投 資 とIIP

よ り

機 械 工 業
設 備 投 資

乗用車生産台数 ○ ○ ○ 自動車工業会の見通し

射 出 成 形 機 民間設備投
資

○ ○ ○ ○

成形用樹脂生産 石油化学協会の見通し

1台 当 り の
樹 脂 消 費 量 実績より想定

ア ス フ ァ ル ト 道 路 投 資 額 道路整備5ケ 年計画

舗 装 機 械 機 械 化 率 実績より推定

ト ラ ッ ク'

ミ キ サ ー
セ メ ン ト内需量 ○

生 コン 向 比 率 実績より想定

1台.当 り 平 均

運 搬 量

漁 船 漁 獲 量

漁 船 保 有 量

化 学 機 械 GNP ○ ○ ○ ○

民間設備
投 資 ○ ○ ○ ○

IIP ○ ○ ○ ○

化 学 工 業
生 産 指 数 O

設 備 投 資 実 績 デー タか ら部門 別

(石 油 ・化 学 ・ に固定資産回転率
一 般化 学)

平均産出係数から
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実 際の 予測 の方 法 は い くっか あ るが,1種 類 に 固定 せず2～3の 方 法 で相 互 に チ ェ ック した結 果

が 採用 され る。

過去 の実 績 をベ ー ス とし て予測 式 を作 った場 合,将 来 比 例定 数 が ど う変 るの か,要 す るに将 来 の

構造 変 化 を ど う織 込 む か難 か しい 問題 であ る。 一 般 的 には 先進 欧米 諸 国 のパ ター ンが 参 照 され る。

⑤ 地 域経 済 の動 向

地 域経 済 の情 報 は,支 社 ・営 業 所関 係 の情 報 をベ ース として地 域経 済 の 特殊 性 が明 ち か に され る。

需要 予測 は,地 域 別 に 数 量的 には実 施 してい ない が,全 体 の 需要 予測 とこれ らの地 域 特性 を照合 す

るこ とに よって,各 地 域別 の 需 要量 を推定 す る こ とは 可能 で あ る。

しか し,支 社 ・営 業 所 は ライ ン業 務 が主 体 をな すた め,調 査 能 力 はい か んな が ら弱 い。

これ を補足 す る意 味 で,特 別 調 査 と して地 域別 の需要 予測 が 実 施 され る。 い わ ゆ る本 社 の調 査 マ

ンが現地 に出 向 き諸 々 の情 報 を キ ャ ッチ して く る。 これ は経 営情 報 と して有 益 であ るが
,し か しな

が ら大規 模 な調 査 は,時 間 と費用 の 関係 か ら回 数 に制 約 が あ る。

⑥ 技 術 情 報

機 械工 業 は技 術 を売 る産業 であ り,他 社 との関 連 に於 いて,よ り多 くの 技 術 を貯 え,開 発又 取 得

して ゆ くことが 利益 の 大 きな源 泉 であ る。

機械工 業 は特 に技 術 革新 の テン ポが早 く,常 に製 品 改良,新 規 製品 を投入 して ゆか ねば な らない。

その ため には,現 在製 品 の欠 陥 並 びに 顧 客のニ ー ズ,及 び機 械 の 性能,経 済 性 に つい て,.適 格な 情

報 を得 て,そ れに対 応 し た研 究開 発 プ ロジェ ク トを作 る こ とにあ る。

これ らの活動 は・ 開 発 部及 び技 術 部の 日常 活動 の 中 で行 なわ れ,中 期計 画 に は諸 プ ロジ ェク トの

内,企 業 化 の可能 性 の あ る もの にっ いて,プ ロジ ェク ト計画 とし て組 み入 られ,他 は研 究開 発 体 制

の整 備計 画 が作 られ る。 プロ ジ ェ ク ト設 定 まで の情 報源 としては,他 社 と当 社の 製 品比 較 を実施 し,

当社 の製 品 評価 がな され る。

そ の内 評価点 の 低 い もの で,将 来の 市場性 か らみて改 良 すべ き ものに つい ては,プ ロジ ェ ク トと

して改 良計 画が 作成 され る。

一 方
,全 社 的 観点 か ら新 規製 品の 開 発多 角化 に ついて は,当 社 の技 術 をベ ー ス に して開 発 で き る

もの とそ うで ない もの に区分 され,場 合 によ っては,外 国 メー カ ー との技 術 提携 等 が進 め られ る。

製品 改良 及 び開 発の ニー ズが 明確 に され ると,そ れ にっ いて の具 体 的 な企 画 につ い ては,そ の件 に

つい て の技術 者(オ ー ソ リテ ィ)の 意見 が尊 重 され その 参画 の もとに計 画 が立 案 され る
。

⑦ 競 争企業 に関す る情 報

戦 略計画 の立 案 に あ た って,競 争 メー カー に関 す る情 報 が最 と も必要 であ るが,公 表 され る情 報

は限定 され て い る。

その 内の 主な もの をあ げ れ ば,

(イ)同 業 他社 との業 績 比 較

○ 他社 の有 価証 券 報告 書,営 業 報告書 によ り経営 分析

○ 日銀 「主要 企 業経 営 分 析 』(半 年)
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(ロ)マ ーケ ッ トシェ ァー

○ 総 体 需要 と当社 の シ ェ ァー

○ 競 争 メ ーカ ーの シ ェアー の推 定

的 その他 競争 メ ー カー の戦 略 に関 す る情 報(他 社の 業務 提 携 ・技術 導 入 ・新 規製 品 の 開 発 ・改 良

販売 戦略 等)

⑧ その他 労 働事情 ・資 金事 情 に つい て は,各 担 当の専 門家 の意見 を聴取 す る。 これ らに つ いて は,

統 計 も多 くあ り,比 較 的容 易 で あ る。

(B)内 部情 報

内部情 報 は社 内統 計 を中 期 計画 策 定 資料 として,編 成 し,加 工 ・分 析 を加 え た もの と,中 期計 画 の

準 備段 階 として,事 業 部 と本 社 ス タ ッ フ とで,各 事 業 の 基本 問題 の検 討 会 が 開催 され るた め,重 要 な

内 部情 報 を本社 に集 約 す るこ とが 出来 る。 次 に社 内情 報 を整 理 して み ると次 の よ うに な る。

社 内 情 報

区 分 名 称 内 容

部門別売上高推移表 製品構成の変化 製品系列別の売上成長率

(過 去5ケ 年)

部門 別 の営業利益 収益性 ・改善の程度(過 去5ケ 年)

経 営 分 析 全社及び事業部別

総資本利益率
総 括 総資産回転率 ・主要資産の回転率

生 産 性 分 析 付加価値労働生産性 ・及びその伸率

労働装備率

資本生産性

付加価値構成とその分析

地 域 別 販 売 支社 ・営業所別の売上高と本社の売上高

(受 注)高 の 推 移 (過 去5ケ 年)

販 売 営 業 マ ンの 推 移 営業人員の構成

販 売 経 路 直売 ・間接 販売 の 区別 ・

販 売 組 織 問題点と改正案

設 備 投 資 の 実績 目的別分類(拡 大投資,合 理化省人化,そ の
他)

形態別分類(建 物 ・構築物 ・機械装置 土地
設備 投 資 その他)

主 要 プ ロジ ェク ト

投 資 効 率 の 計 算 産出係数 ・資本生産性

`

■

●
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区 分 名 称 内 容

'

人 員

人 員 の 推 移 表

職 種 別 構 成

年 令 別 構 成

採用及び退職の実績

総人員 ・事業所別

管理 ・生産 ・販売 ・技術別人員構成

事業所別 ・年令別構成

停年退職 ・自己都合退職

生 産

機 種 別 の生 産 高

原 価 低 減 分 析

生 産 工 数

生 産台 数 ・台/月(月 産 ロ ッ ト数)

原 価 低減 ・価 格 ア ップ と機 種別 利 益

総 工 数 と生 産高

下 請

外 注

下 請 外 注 の 規 模

下 請 の 育 成

登録外注 ・系列外注の規模と当社の扱い高

下請への投融資 資本技術 人的交流

下請外注の実態

以上 社 内情 報の ベ ー シ ックな もの をあげ たが,当 社 の 問 題点 の分 析 過程 に おい て 必要 な もの は その

都 度調 査 され る。

しか し,適 格 な内 部情 鞭 キ ャ ッチす るナ・め に は,各 事 業 部 門 との ・ ミ・ニ ケー シ ・ン醐 に して

おか ね ば な らない 。 その ため に先 述 した 事 業部 基本 問題 の検 討 会が 設 け られ て お り,こ れ を通 じて,

事 業部 と本 部間 に おい て,基 本 問題点 に っい ての共 通 認 識 を深 め るこ とが 出来 る。

以上,外 部情 報 と内部 情 報 とを統 合 し,分 析 す る こ とによ って 当社 の現 在及 び 将 来 の基本 問題 を明

確 に され,そ の解 決 の方 向が 基 本方 針 として示 され る。.

次 の ス テ ッ プは,こ の基 本方 針 に そっ て,全 社及 び事 業部 の売 上 高 ・利益 ・生産性 等 の数 量 的 な 目

標の 試 算が な され る。 次 に具 体的 な 目標 の設 定 に ふれ て み よ う。

ふ

4-3事 業 部 目 標 の 試 算

全 社 並 に 事業 部の基 本 的 な方 向が 設 定 され る と,次 に計 画 期間 の達成 目標 の検 討 に入 る。

この基 本 構 想 の段 階におい て試 算 され る目標 は,各 事業 部 が具 体 的計 画編 成 をす る場合 の 一 応 の 目

安で あ っ て暫 定 的 な もので あ る。

従 って,こ の 段 階で 行 なわ れ る試 算 は正確 を期 す もの で な く,マ ク ロ的 な もの であ る。 次 に,そ の

試算 の過 程 を 略記 す れば 次頁 の通 りで あ る。

これ らの 変数 を操 作す る ことに よ って,望 ましい 目標 値 を定 め る。 これ がTOPの 事 業 部 に期 待 す

る目標 として示 され る。

この 計算 過程 で 問題 に な るの は,付 加 価値 率 の予 測 で あ る。 これ を最 と も大 き く規 制す る要 因 は,

プ ロダク ト ミッ クスの 変 化(付 加 価 値率 の 高い 製 品 と低 い製 品 の組 合せ),生 産 過程 に於 け る内作 ・

外 作 の変 化 価 格 の変 動,原 単位 の節 減な ど多 くの要 因が 複雑 にか らみあ って い るため,適 確 に予 測

す るこ とは難 か しい。

生 産性 の向 上(伸 率)の 目標 は,現 今 の労 働 力不 足 とそ れ に伴 う賃 金の 高騰 に よ り,こ れ を吸 収 し,

収益 性 の 向上 を図 るために は,必 然 的 に 目標 は 高 く設 定せ ざ るを得 ない。 そ の達 成手 段 と して の 合 理
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(雰 場占拠藷)・

■

`

■

需 要 予 測 一

海 外 市 場

　

1

売 上 高 目 標 新 規 製 品

↓

(腰 値

●

/

■

〉(製 品系列別)(計 画期間に企業化可能な もの

(生 産性 の向上)

古

析)

設 備 投 資 Ψ 付 価 価 値 額 　

〔人件費 ・労務費 〕

〔減 価 償 却 費 〕

〔金 融 費 用 〕

〔そ の 他 〕

|

(総資産回転率)

1'

所 属 総 人 員

(ベ ー ス ア ッ プ)

,

所 要 総 資 本

・

利 益 目 標

亀

(注)()で く くった もの が 変数 であ る。 即 ち,市 場 占拠率,付 加 価 値率 ,生 産 性 の 伸率,

総 資産 回転 率,ベ ース ア ップ等 で あ る。

化 投 資 合理 化 投 資 との 関連 ・分 析 が重 要 な経 営情 報 とな って くる。(労 働 と資本 との代 替 関係 の分

析)

ベ ー スア ッ プは,現 実 には 労使 交渉 に よ って 毎年 々決 定 され る もの であ るが
,こ こで は,一 般 的 な

傾 向か ら判 断し予 見 として一 定 の 上昇率 が 組 み 入 れ られ る。

4

4-4具 体 的 な計 画編 成 と 情報

基本構想を受けて,具 体的な計画編成を行うのは事業部であ る。各事業部門はマクロ的な見方に対

し,よ り現実的な立場から計画の実現可能性をやS細 部に亘って検討を加えつつ,計 画の立案,編 成

にあたる。最終的には,前 記の如く事業部綜合計画と個別計画の形にまとめられる。 この諸計画の中

で も中期戦略計画の基本 となる計画は 「売上高製品構成計画」である。従ってこれについて若干ふれ

ておこう。
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4-4-1売 上 高製 品 構成 計 画

〔需 要予 測 〕 本 計 画 のベ ー スに な るの は,云 うまで もな く需 要予 測 であ る。 基 本 構 想 の段 階で な

され る マク ロ的 な予 測 に対 し,こ れ を 参照 と しっSやS詳 細な分 析 がな され る。

即 ち,小 型 ・中 型 ・大型 等 の 区分 を した場合,ど れが どのよ うな要 因 に 伸び るの か が 検討 され る。

例 え ば,ト ラ ック ミキ サー の例 を示せ ば,

「マク ロ予 測」

内

需

取

替

需

要

但

(耐 用年数)

「ミク ロ▲1青幸艮」

① 輸送 体系 の変 化

② 小 型 化 ・大型 化 の傾 向

③

④

⑤

一

新 生 生 セ

.規
コ コ メ

ン ン ン

保 生
一

向
　

ト

有 産 比 内

ム 量 率 需
口

数

の

増

分 / ＼

新 ト

規
ラ

「 ツ

保 ス

有
ム

《 鐘 皇L ミ'

キ
口

数
サ

保

有
ム
口

数

業 界の動 きに 精通 した 事業 部門の 人 の ミク ロ情 報 を加 え るこ とに よって,現 実 的な具 体 性 の あ る経 営

戦 略に 結 びつ け る ことが 出 来 る。

〔売上 高規 模 と プロダ ク トミックス 〕

売 上規 模及 び発展 の 方 向は 基本 構想 に示 されて い るが,こ れ を具 体的 な計画 と して,組 み立 て ～ゆ

く過 程 にお いて多 くの 意思 決 定が な され る。 又 そ こに は多 くの経 営情 報が 同時 に イン プ ッ トされ て く
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る。 特 に売 上高,並 び に プ ロダ ク ト ミッ クス は決 定 され るま でに 多 くの 関連 要 素 を有 し,一 義 的には

決 らな い。

(イ)売 上 高規 模

○ ベ ー ス ア ッ プその 他 の経 費の 自然 増 を 吸収 出来 る規 模

○ 人 員の 新 規 導入(人 員 構成 の是 正)を 考 えて,且 つ生 産性 向上 を可 能 に出 来 る規 模

○ 業 界地 位 との関 連 に於 け る規模

(ロ)プ ロダ ク ト ミックス

○ 製 品系 列 別 の ラ イ フサ イクル

○ 新 規製 品 の 導入,多 角 化,シ リーズ化.

○ 機 種 の整理 統合 又 廃棄

○ 経 済 的 ロ ッ トの 確保

○ 製 品系 列別 の シ ェアー の確 保

○ 製 品系 列別 の収 益性 の 見 地か らの プ ロダ ク トミック ス

以 上 の よ うに,あ らゆ る観 点 か らの 売上 規 模並 び に プ ロダ ク ト ミック ス を調査 分 析 され,意 思 決 定

の ため の資料 が 準 備 され る。

以 上,非 常 に概 括 的 に述 べ たが,最 後 に プ ランニ ン グの シス テ ム化 及 び それ に合 せ た情 報の システ

ム化EDPS化 す る場 合 に 困難 な点が 多 くあ る。 それ は将 来 の革 新 的 変化 に対 して は,実 績 値,並

びに 先行 指 標 との 相 関性 が不 安 定で あ る。 且 つ構 造 変化,質 的 変化 は非 常 に数量 化 しに くい ため主 観

的 にな らざ るを得 ない。

従 って,全 般 的にEDPS化 は不 可能 であ り,計 画策 定過 程 に於 け るあ るプ ロセ ス を部 分的 に機 械

化す るに と どま るの では な いか と思 う。 これ は今 後 の大 きな課題 で あ ろ う。

■
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5.オ ペ レ ー シ 。 ナ ル 情 報 管 理

6

は じ め に

一口に機械工業と言って も様々な業種があり,更 に又その夫々の業種の中で活動する事業体が製造

し販売する製品や,対 象とする市場によって事業活動にも様々な形態がある。

これは所謂 綜合機械メーカーと言う一企業内において も,そ の製造販売する製品や対象市場の多

様性によって事情は同じである。

オペレーショナルと言う用語か ら唯単に,一 般共通的な繰返し日常活動を想起するだけでなく,「機

械工業のオペレーショナル情報管理」 と言うテーマを多少とも特長的に理解する為には,オ ペレーシ

ョンのどこかに焦点を見付けなければならない。夫々異なった事業内容から夫々特長的な経営上或い

は管理上の課題や問題意識が生じる。そしてそれ等の解決或いは効果的な接近が従来のやり方では不

充分にして困難であるとすれば,オ ペレーショナル情報管理の日常性を超えて行 く前向きの役割が一

つ一つ浮び上って来るように思われる。

あく迄 一例として事業活動の生産形態を,そ の製品と市場の特性から大雑把に受注生産形態と仕

込生産形態に分類する。そして受注生産の問題点と解決すべき課題が,そ の事業形態が余りにも受注

生産的なところにあるとすれば,先 ず,そ の形態内において全ゆる節約化の努力が企 られるだろうが,

この合理化段階が限界にゆきつ くと,製 品も市場も既存のままでも少しで も仕込生産に近付ける為の

新しい管理法への要求が惹起される。

受注生産形態と仕込生産形態の中間もしくは.混 合的な生産形態を簡単に見込生産形態と呼べば,

見込生産形態を前提にし,そ こに存在する特長的な管理ポイントを頭に置いて情報管理 と言うテーマ

を考えることが出来る。 「機械工業におけるオペレーショナル情報管理」と言うテーマが持つ莫然性

の中に敢えて特長的な方向を探そうとすれば,今 述べた方向をその一つとして考えてよいと思う。

勿論 少量多種受注生産形態が,そ の形態をとらざるを得ない製品と市場の前提においてすでに問

題であると云う論議や更に又,機 械製造業がその将来の方向として製作することから脱すべ きだと言

う論議は敢えて含めないことにする。以下一般的な組織及び業務の体系を紹介 した上で,生 産管理を

中心に述べてみよう。

5-1組 織お よ び業 務 の体 系

5-1・-1製 品別事業部別

事業部は,営 業 ・生産 ・技術を一貫して行い,本 社は事業部を全般的に管理す る。事業部制実施

に当っては,次 の項目の積極的実施と厳正な管理 推進を狙いとしている。

(イ)長期経営計画の確立

(ロ)綜 合管理の強化
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い)個 別的,専 門的管理の重点的強化

←)各 製品部門の自主的運営と責任体制の強化

(ホ)各製品部門別業務の明確化

(へ 業務運営の改善合理化,経 営効率化の向上対策の樹立

(ト)従業員の志気向上

事業部は出来るだけ必要な責任権限を与えられて自主的な運営を行っている。事業部は先に述べ

た如く,製 品別に営業 ・生産 ・技術を一貫して行い,独 自の市場責任と利益責任を持っている。又

事業部は,全 社的事業計画に基づいて,自 己の部門の発展に必要な計画を自主的に立案し,自 己の

市場分野の開拓と与えられた次の目標の実現に努める様に要求されている。

(イ)営業利益

(・)受 注 高'

内 生 産 高

←)売 上 高

(ホ)投下原価

(吋 販売費及び一般管理配布額

(ト)営業収入

事業部は原則として,管 理部 営業部 技術部及び工場か ら構成され,営 業部 技術部 工場は

もっぱら,ラ イン活動を自主的に行 う。管理部は事業部のスタッフとして,事 業部長を補佐し,事

業部内の重要事項の決定に参画する他事業部の発展をはかる為,事 業部全般の調査,企 画並びに営

業 ・生産 ・設備 ・原価の管理 ・購買 ・一般共通事務に所管し,事 業部内業務の総合調整を行う。

一方,本 社は,企 業の統一性とトップの経営責任の完遂をはかる為一定の事項を留保している。

本社は トップに対して経営方針や重要事項の決定について補佐する。又長期計画,綜 合予算,利 益

計画,業 績評価等を通じて事業部に対する総合的な管理と営業 ・生産 ・技術 ・人事 ・購買 ・経理等

に関する機能的専門管理を行う。更に又,必 要に応じて各部門に対する助言 ・勧告 ・指導を行い,
ご

所管 事項 に つい て複数 事 業 部門 に問 題 を生 じた 時 は,セ ンタ ー とな って 調整 をす る。 なお,本 社 に

留保 され てい る主 な事 項 は,次 の通 りであ る。

(イ)全 社 的基本 方 針 の決 定 並 び に綜 合 的な 長期経 営 計 画及 び利 益計 画 の企 画,決 定

(ロ)事 業 部の 基本 的運 営 方 針 の 決定

内 予 算 の最終 的決定,予 算外 の 個別 計 画 の承認

←)販 売,生 産及 び 設備 に 関 す る基 本計 画 の設 定

(ホ)組 織の変 更.

5-1-2統 制管 理 業務 と予 算制 度

統制 管理 業務 は,計 画 ・調整 ・管 理 ・統制 の 各機能 を併せ 持 った もの であ るが,こ の 根 幹 をなす

もの は予算 で あ り,予 算 と云 う形 で企 業 意思が 決定 され,そ れ が達 成 され るべ く管 理 ・統 制が 行 わ

れ る。
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① 予算編成

(予 算編成方針)ト ップから,長 期計画とその時点における諸条件を勘案の上,予 算編成方

針が示される。これは,企 業の経営方針を具体的に示したものであり,ト ップのみた経済環境,

それに対する企業内部の条件,ト ップとしての意欲,態 度等を盛込んで,そ の期の企業目標を指

標として数字で与えてお り,こ れが予算管理単位に流される。

(本社並びに事業部の作業)編 成方針に基づき,本 社の予算編成担当部署は,事 業部別に利

益を中心とした粗葉を作 り,事 業部及び本社予算管理部門に通知する。内容は,目 標数値,編 成

スケジュール,提 出日と共に編成上特に留意すべき事項を付している。事業部は,そ の目標数値

に従い,販 売予測,需 要予測を基に,生 産計画とに らみ合わせ,原 価 費用,人 員等全ゆる面か

ら検討されたものが事業部長の承認を経て,本 社担当部門に提出される。本社の編成担当部門は,

各事業部から提出されたものを綜合的に検討し,意 図された目標数値との比較分析,費 用その他

の調整作業を経て常務会に予算案として提出する。ここで承認された ものが始めて予算として決

定通知され,編 成の作業は終る。

(予 算統制)決 定された予算に基づいて,全 ての活動が為 されるが,管 理統制業務の一環と

して,内 部報告制度がとられる。毎月定期的に事業部並びに本社予算担当部門から当月迄の実績

と期末迄の予想が報告される。予想は周囲の環境変化に伴って変化するから,本 社予算担当部門

が予算との差異分析を行い,常 務会に報告する。その際,差 異分析と共に,助 言調整を行い,目

標達成の為の援助を行 うことは言う迄 もない。

(予 算体系)

砲
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'

算

資

金

予

算
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算 益

1 1

司 ∵ lll
r坂
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(情 報の種類と流れ)
'

一一般経済予測

業界 需要予測

製品別販売予測

長期経営計画
短期経営計画

設備予測
投資効率計算

稼働計画

人員採用計画

人員配置計画
人材活用

金
務

資
財

設計
技術計算

販売予想

見 積
受注実績管理

工程管理

購買計画
設備計画
人負計画
原価管理

程
庫

数

価

工
在

工
原

工.程

受入管理

設備入帳
稼働率把握

給与計算

労務統計

工数管理

品質管理
原価管理

受払管理

在庫管理

滞留チェ ック

売上高

生産高

原価分析

貫目別
工 別

部門別
間接費

営収管理

設備資金管理
手形管理

その他

売掛金管理

買掛金管理
決 算

務
益

税
利

配当金計算
増資計算

株式諸統計

吟 台 ●



5-2情 報管理上の問題点

5-2-1受 注 生 産 と情報

受注 生 産中 心 の形 態 にお いて オ ペ レー シ ョナル な効 果 を持 つ学 業 情報 は,マ ク ロ的に は 仲 々把 え

に くい 。 販売 部 門が そ の現 実 の 販売 活 動 に おい て収集 す る詳 細 で具 体的 な個 別 情 報 の集 積が 現 実 的

な 事業 活動 にお い て は,ど うして も優先 され ざ るを得 ない。 市 場が不 特 定 マ ク ロで な く特定 ミクロ

で あ るこ と,夫 々が個 有 の要 求 や希 望 条 件 を持 って い るこ と等 か ら,統 計 的手 法 に よ る情 報 と現 実

の 集積 され た情 報 とは,関 連性 は必 ず あ っ て も,現 実 的 に は ど うして も遊 離 しが ちで あ る。 従 って

予 算 や管理 統 制 にお いて も,主 体 的 には,内 部 の営 業情 報 を如何 に迅 速 に 且つ 体 系 的綜 合的 に 把握

す るか と云 う事 に益 々重点 が 置 かれ よ う。 又 逆 に,営 業 部 門は その受 注 販売 活 動 に於 い て,生 産面

の 種 々な情 報や 自 ら課せ られてい る 目標 を充 分認 識 す る事が 重要 であ る。 受 注 生産 中 心 の形 態 にお

い て は,受 注 す る部 門は生 産 す るこ とを,生 産す る部門 は 販売す る ことを,常 に 頭 にお く必 要 が確

認 され な けれ ばな らない し,そ こに情 報管 理 の 当 り前 で は あ るが,極 め て重 要 な役 割 が あ る。

5-2-2生 産管 理 と情報

受 注 生産 主体 の 形 態 にお け る事 業 体 の生 産 管理 は,ど ち らか と言 うと,仕 様 や納 期,工 程 の面 に

お い て計画 的,標 準 的で ない 需要 条 件 を 出来 るだ け,計 画的,標 準的 に生 産 活動 に流 し込 む と言 う

重 要で 難 しい役 割 を持 って い る。 設 計,生 産 人員 の確 保 と配 置 適性納 期 と適性 ロ ッ トに よ る経 済

的,効 率 的 購買,長 期 的観 点 に た った 外注 政策,こ れ らの綜合 化 の上 で達 成 され る工 程の 円 滑 な流

れ と工数 の 減少 等 々,生 産 管理 の役 割 は,現 実 の具 体 的 な効果 に反映 され る。 ロス の 発生 を最小 限

にす る為 の情 報 の きめ細 さ と迅速 性 が 要求 され るだ けで な く,む しろ,情 報の先 導 で事 業 体全 体 の

意 識 と感覚 を,計 画的,標 準 的生 産 と言 う方 向 に向 けて ゆ く こ とが 目途 とされ なけ れ ばな らない。

勿 論 これが 市 場,顧 客 の希 望 や条件 を無 視す る為で ない こ とは言 う迄 もな い。

5-2-3事 業 部 と情 報

事 業 部制 の最大 の弊 害 は,そ れが 自分 の 目標 を追求 す る余 り,ど ち らか と云 うと排他 的 に な りが

ちであ り,事 業 部 間の 協 同 を欠 くこ とであ る。

競 争原則 と云 う効果 を狙 った事 業 部制 は,最 近 の著 しい 経済 発展 と変転 極 ま りな い事 業 環境 に対

応 して ゆ くに は,再 検討 を迫 られ てい る時 期に あ ると言 え よう。 近年,戦 略 的経 営 学に さかん に 登

場 す るシナ ジー効 果 と云 う用 語 を借 りる迄 もな く,事 業部 が夫 々の 分野,部 門 で 所有 す る顕在 的或

い は潜在 的能 力 を相 互 に利用 出 来 れ ば,そ の効 果 は非 常 に大 きい だろ う。 製 品,市 場,技 術,生 産

体 制及 び能 力,管 理技 術 等 に,夫 々個 有 の特 色 はあ るだ ろ うが,夫 々が 様 々の 面 で持 つ 情 報が 相互

に利用 されれ ば,そ こか ら生 ず る相乗 的 効 果 は驚 く程大 きいに 違い ない。 内外 の情 報 を集 中的 に整

理 体 系化 す る情 報 ・資料 セ ン ター の必 要 も痛 感 され るが,そ の前 に,各 事 業 部各 部 門 が,自 主 的

に情 報 を交換 す る様 な意 識 の養成 が必 要 であ る。 又 更 には,従 来の製 品別 の事 業 部制 の再 検 討 に基

づ く,編 成 替 え も課題 視 されて い な け ればな らない だ ろ う。

5-2-4EDPSと 管 理業 務
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EDPSの 導 入 に伴 って,従 来人 間が 多 かれ少 なか れ管 理 してい た,管 理 統 制 の為 の情 報を,今

度 は,EDPSが は るか に早 く,網 羅的 に,又 経 営 の 要求 に対 す る対 応 性 もは るか に弾 力 的 な形 で

用 意す る こ とに な ろ う。 これに 依 って,中 間的 な コ ン トロー ル 部門 は変 様 を迫 られ るに違 い ない。

そ して今 迄の 統 制主 体 の経 営 活動 が,本 来 の マ ネジ メン ト中心 の経 営姿 勢 に変 わ って ゆ く もの と思

わ れ るし,又 そ うで な け ればEDPSの 役割 は 中途 半端 な もの とな るだ ろ う。

この 為 には,正 確 で真 実 な原情 報が,装 飾 な くシス テ ム化 され な けれ ば な らず,こ れ こそEDP

S化 に際 して 幾度 確 認 されて も過 ぎ るこ とは あ るまい。 更 に又 情 報 は不 思議 な 魔力 を持 ってい るこ

と を充 分 銘記 す る必 要 があ る。 情 報が 持 つ不思 議 な魔力 が 事業 体 その もの を破 壊 させ ない 為 に も,

人 間が 人間 本 来 の眼 で情 報 を見 つめ てゆ く必 要が あ ると思 う。

5-3工 場における生産管理 と情報

5-3--1工 程 管理 と情報

※

(製 品化)

素材 加 工

機械 加 工

組 立

、

試 験

出 荷

表

表

面

材
品

外 注
工 場

発 受
注 入

闇 闇

困 睡

固

※
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① 工 程 管理 の 特色 と機 能

生 産 工場 に 於 け る受 注決 定 か ら製 品 の 完成 出荷 迄 の活 動 を概略 図示 す ると,前 頁 の 通 りで あ

るが,工 程 管 理 は,こ の 図 で示 され た流 れ と機 能 全体 の調 整作 用で あ る と言 う事 が 出 来 る。

受 注 生産 形 態 の工程 管 理 の特色 は,

(i)受 注時,す で に納 期 が決 定 して い る。 従 って,

(イ)守 る事 の 出来 る納 期 を決 め るこ と。

(ロ)受 注 か ら納 入 まで の全 系 列が,夫 々 の決 め られ た 日限 まで に完 了 出来 るよ う,能 力の 裏 付

けが保 証 され る こと。

内 突発 事 故が 起 きた場合,納 期 まで に 回復 出 来 る統 制能 力が あ る こ とが 要求 さ れ る。

工 程 管理 は,す でに 「生産 管理 と情 報」 で述 べ た様 な意 味 で製品 化 段 階 だけ の管 理 で は な く,

受注 決 定時 か ら,す で に その 活 動が 開始 され なけ れば な らない。

(li)源 流 の乱 れ が末 流 に しわ よせ られ ない 様,源 流 の管理 が 重要 であ る。

㈹ 工 程管 理 の改 善 合理 化 は,原 価低 減並 び に品質 向上 に直接 的 に反 映す る。

CIV)工 程 管理 は又,前 提 され た建物,設 備,機 械 即 ち,レ イ アウ トを利用 して,生 産 活動 を最 も

効果 的 に運 用す るよ うに計 画 統 制す る動 的機 能 で あ るが,多 種少 量受 注生 産形 態 で は,工 程 編

成 に 固定 化 され る傾 向が少 い 為 工 程 管 理 面で 統制 しな ければ な らない 面 が 比重 を増 して来 る。

工 程 管理 の 機能 は,基 本 的に は,日 程及 び 余欠 力 を計画 し,統 制 し,併 せ て 標準 化 す るこ とで

あ るが,関 連 的 に は,設 計機 能,購 買 機能,製 造 機能,と 言 った機能 が伴 い,更 に附 帯 機能 とし

て 製造 命 令,現 品 管 理,資 料 管 理 が附 随す る。

② 情 報 の種 類

(i)手 順計 画 手 順 計画 の要 点 は,部 品 製 作 に 必要 な作 業の 種別,職 場,及 び そ の順 序,並 びに

部品 の必 要 時期 を決定 す る ことに あ る。

(イ)図 面

(ロ)部 品 工 程 表(図 面 番 号,名 称 略図,材 質,個 数,在 庫数,経 由推 進 区,進 捗度)

内 現 場 部 品工 程表

(二)治 工 具 計 画表

(ii)日 程計 画 購 入 品,外 注品,引 当材料 の入 手,部 品 の製 作 日数,各 職 場 の生 産 能 力 と手 持 作

業 量 の 把握 が要 点 で あ る。

(イ)基 準 日程表(組 立 加工 作 業 の各 工 程 毎 に基 準 日数 を 決定す る)

(ロ)大 日程 計 画表(基 準 日程 納 期 余欠 力 に依 り,各 工程 毎 の期 日を決定 す る)

内 中 日程 計画 表

←)小 日程 計 画表

(iii)日 程管 理 出図 管理 現 物 管理 路管 理 に注意 して,常 に 問題点 の排 除 に努 め る。 問 題 が

発 生 してか らで は遅い の で,問 題 発 生 を未 然 に 防 ぐ事が 肝要 であ る。

(イ)工 程 会 議(定 期 及 び 臨時)
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図 面,仕 様 安

材料,部 品一一覧 表

手 順 計 画

作

業

者

所

要

機

械

所
要

材
料

・
部

品

所

要

期

間

標

準

ロ

ッ

ト

数

所

要

工

数

基 準 日 程

生 産 計画

製 造 命令

納期 ・数 量

在 庫照 合

1

1☆1 1☆

進

渉

統

制

現

品

管

理

1 1
|　

1製 品鑛

余 欠 力 調 整

日 程 計 画

作 業 票 発行

立

機械,人 の負

荷状況 余欠

力把握

差

作 業

☆1☆2

回 現 場 会議

い)検 査 日報管 理(毎 日の検査 工程 にっ いて)

av)工 数 管 理

(イ)見 積工 数 表

(ロ)指 定工 数 表

い)中 間原 価 工数 の 検討

(V)余 欠力 表

(イ)余 欠 力 表(定 期 的に 職場 毎 に計 算集 計 を行 い,余 欠 力対 策 を樹 て る)

(ロ)余 欠 力 対策(加 工外 注,臨 時員,請 負 作業,残 業)
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(vl現 物管理

(viD資 料管理(標 準設定の為)

(イ)実績工数の検討

(ロ)標 準工程の検討

(吋 作業配分の検討

←)作 業法の検討

困 図面の検討

(v川)製造命令

(イ)注 文主及び住所

(ロ)最終需要者及び住所

(パ 品名及び仕様

(二)数 量,受 注価格,受 注金額

(ホ)受 注条件(代 金受領条件,受 渡場所,納 入場所,納 期,荷 造 ・運賃の含除,手 数料,契 約一

様式)

(へ 注文主の信用状況(信 用度,過 去の取引の有無,過 去の支払状況の良否,売 掛金の有無)

(ト)中 間監査の要否(大 日程管理 原価管理報告,事 前原価計算書,指 定原価計算書,新 製木

型等級)

㈱ 製造番号

(リ)受 注日及び受注番号

(ヌ)製 品区分

5-3-2原 価管理と情報

① 原価管理の機能と種類

原価管理は,原 価引下げの為に,原 価情報によりコス トの実績を知 り,標 準数値に照らしてそ

の適否を判断し,異 常な差異についてその原因を分析,検 討して所期の目的の為に有効な手を打

ち,又 同一原因による損失の再発を阻止する活動であ り,こ れに依って始めて間断なきコスト低

減が可能となる。

原価概念 としては,

(i)実 際原価と標準原価

(ii)製品原価と期間原価

(m全 部原価と部分原価

㈹ 総合原価と個別原価

又,原 価をその機能に基づいて分類すると,'

(i)形 態別分類(原 価発生形態に依る分類であり,材 料費,労 務費及び経費に分類す る)

(li)機能別分類(原 価要素を機能的に分類する)

(m製 品との関連における分類(特 定の製品に直接消費され正確に負担させ得る直接費と,共 通
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的に発生し,分 割困難な間接費とに分類される)

(IV)操 業度との関連に依る分類(操 業度の増減にかかわらず,基 本的に変化しない固定費と,比

例的に変化する変動費に分けられる)

(V)原 価の統制可能性に基づく分類(統 制可能費と統制不可能費)

② 原価管理及び利益計画 と情報の種類

(i)製 造命令書(工 場における全ての活動は,製 造命令書に基づいて開始される。製造命令書に

依って材料,労 務経費の調達消費が行なわれ,そ の結果として製造作業を統制し,又 原価を統

制することとなる。事業部発行,工 程管理の項参照)

㈲ 見積及び指定原価(工 場の意見勘案の上,事 業部より発行される)

(iii)事前原価表(工 場の原価管理担当部門は,図 面及び仕様書に基づき,品 名,材 質,個 数,作

業区分を明示した資材表及び部品表を,工 数にっいては,仮 指定工数表を発行する。 これ らに

事前原価表を作成 事業部及び関係部門に提出明示する)

(iv)原 価検討会(中 間原価計算表に基づき,指 定原価との差異点の解明,今 後の原価低減策の討

議を定期的に行う)

(V)製 品別原価報告表(原 価検討会に基づき,当 該期売上品全てを網羅した製品別原価報告書を

事業部に提出する)

(vD利 益計画表(定 期的に,製 品別原価報告表に基づき,当 該期売上高及び損益予想表を作成し,

目標数値と比較検討し,差 異を分析した上,迅 速な対策を樹てる)

(vii)竣工原価計算表(指 定原価と比較検討し,特 に差異ある場合は関係部門に明示し,分 析検討

し,今 後生産の資料 とする。事業部に提出する)

(vliD個別統制の為の情報

(イ)購 入品の統制

部品表により,購 入品表を作成し,こ れに基づき資材需要票を発行する。価格は,指 定原

価と対比し決定する。

(ロ)鋼 材の統制

定期的に需給計画表を作成し,本 社に提出し,一 括購入計画の参考とする。歩留 りに留意

し,指 定原価表 と対比統制する。

(ノ寸 貯蔵品の統制

資材表及び部品表により,製 品別資材表を作り計画出庫を行う。指定原価表と対比する。

←)余 欠力の統制

定期的に,部 門別 ・製品別に余欠力表を作成し,保 有能力に対する余力及び欠力の状況を

調べ対策を明示する。これは,ま とめられ検討された上,事 業部に提出する。余欠力表は,

工場生産能力の管理表であり,生 産活動の指標となる。

(ホ)工 数の統制

社内,外 注に分け,部 門別,職 種別に指定工数表を作成する。
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(へ 仕損費の統制

検査部門の発行する仕損報告には,品 名,個 数,材 質,原 因及び対策,担 当職場を記載す

る。 これは定期的にまとめられて,月 報とし,原 因別,発 生部門別に分析の上,関 係部門に

明示すると共に,事 業部に提出される。

(ト)外注の統制

余欠力表により,能 力を検討し,外 注範囲を決定する。担当部門は,製 品別,外 注先別に

価格表を作 る。価格決定に際しては,指 定原価と対比する事は言 う迄 もない。

(チ)治工具の統制 、

㈹ 製造間接費

(イ)予算編成

部門別,費 目別に作成。

(ロ)加 工費率設定

加工費(間 接費及び直接労務費)と 稼働時間に基づき作成 これが当該会計期間に於ける

見積作成の基準とされる。

(パ 予算統制

定期的に,実 績及び予想を作成,事 業部に提出する。

←)稼 働時間の統制

稼働時間,稼 働率,残 業時間等の実績及び予想を職種別に作成 関係部及び事業部に提示'

する。

(ホ)原 価差額予想

加工費 稼働時間の実績及び予想を予算と対比し,そ の差額を分析の上,関 係部門及び事

業部に提示する。

③ 決算と情報

(i)製 造費(直 接費及び間接費)部 門別配分表及び間接費差額表(月 表,期 表)

(ii)製品別仕掛品表(月 報 期表)

㈹ 製品別生産高表(月 報 期報)

av)製 品別売上高表(月 報 期報)

(V)製 品別売上及び損益表(月 報 期報)

(vD直 接費率差額表(月 報 期報)

(v① 在庫製品表(月 報 朗報)

④ 特殊原価管理と情報

定期の原価計算以外に経営の基本計画及び選択的事項の決定に必要な特殊原価を随時,統 計的,

技術的に管理する。具体的には,

(D特 殊原価調査

(イ)設 備拡張 設備取替の可否
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(ロ)操業度変更による採算計算

内 新製品の追加製造

(二)製 品組合せの決定

(ホ)自 作 外注の決定

(へ その他各種の採算計算

(ID設 備予算の統制'

(イ)設 備工事進渉状況表(月 報及び朗報)

(ロ)設 備工事費実績表(月 報及び期報)

㈹ 投下製造費予算統制

製品別,費 目別に月報 朗報を作成。

av)営 業外予算の統制,

(V)税 務管理

(vD原 価統計の作成整備

(vii)原 価帳票類の保管

5-3-3資 材管理と情報

① 資材管理の体系

資材管理の体系を概要すると次の通りである。

(i)資 材計画

(イ)材料計画 ・

(ロ)常 備品計画

(吋 非常備品計画

(→ 外注計画

困 引当出庫

(べ 不良品,廃 品の回収及び処置

(iD購 買管理

(イ)購 買計画

(・)購 買業務

内 納期管理

←)支 払

(m現 品管理

(イ)検 収入庫

(・)現 品保管

(吋 現品出庫運搬

② 資材管理の機能と情報

上に記した体系に従って,管 理上のポイン ト及びそれに伴う情報について述べる。
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ω 資材 計 画

資材 計 画は,経 済{生 技 術 性 安 全性 の三 つの原 則 に立 って,前 提 され た生 産計 画 に基 づ き,

どの 表示 に対 し ・どの材料 を ・向 時に どこで ・どれ だ け調 達 す るか に関 す る もの であ り,計 画

に際 して考 慮す べ き情 報は,

数 値 的情 報

品質 的情 報

時 間 的情 報

財務,資 本 的 情 報

原 価 的情 報

が 挙 げ られ る。 これ等 に 依 り,

(イ)材 料 基準 の 作成(仕 様 書,図 面 等 に よ り,製 品単 位 当 りの 所要材 料 基準 を算 出す る)

(ロ)材 料 使 用計 画 の 作成(生 産 計 画に 基 づ き,所 要時 間 と所 要量 を計画 し,又 材料 ご との集 計

を行 う)

(ノ→ 調達 計 画 の作 成(在 庫 品及 び代 替品 の数 量 を検討 し,資 金 的考 慮 を入 れ て調達 を行 う)

と言 った計 画 が組 まれ る。

(ii)購 買 管理

購 買 管理 に 於 いて も現実 的 な要 点 は,

(イ)必 要 以上 の 過 剰品 質 を排 し,製 品要 求 に合致 した 品質 を維持 し,不 要 コ ス トを避 け る こ と。

(ロ)適 正 な納 期 を把握 し,円 滑な供 給 を行 うこ と。

内 標準 的市 況 価 格 を常 に 把握 し,適 正 購 入 量 を平均 的 に維 持す る こ と。

←)在 庫投 資 を適 正 に維 持 し,資 金投 下 の効 率化 をは か るこ と。

(ホ)重 複,浪 費,廃 品 を 防止 す る こと。

等が 考 え られ,次 の 様 な情 報ポ イ ン トが 摘出 され る。

・価格 低 減(購 買技 術 改善,..価格 分析)

・適正 品質 の 維持'

・継続 的供 給(供 給 者 選 定,納 期 管 理)

・在 庫 回転率 の 向 上

・事 務費 の低 減(計 画 化,標 準 化,能 率化)

・業 者情 報 の収 集 整理

・新 規 資材 の 検討

・標準化(使 用 材 料,設 計 仕様)

・不 良 品対 策

③ 他 部門 と資材 管理 の 関 連

(D生 産 技 術 部門 との関 連

生産 技 術 部門 で 設定 され た生 産 日程 計 画 に よ り,購 買 部 門 は,合 理 的 な調達 計 画 をた て,緊
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急注文を最小限に減らし,又 生産計画の変更は,直 ちに,購 買部門に連絡され,契 約の変更,

取消,再 契約等充分な時間が得られる様にする。逆に又,購 買部門は,生 産技術部門に対 し,

購入調達期間等にっいての必要情報を常に提供しなければならない。資材の標準化をはかり,

コス トの低減に資す る為にも,生 産技術部門との緊密な情報交換が必要である。

(iD経 理部門との関連

購入調達 された資材の受入,必 要部門への配布に伴う迅速,合 理的な経理処理が要求される。

⑭ 営業部門との関連

受注生産形態に於いては,生 産管理上の大きなポイントは,如 何に生産計画と購入計画が現

実の生産過程の中で,ス ムーズに合致するかどうかということである。極論すれば,工 程管理,

原価管理は資材管理に負ってい ると云い得る要素が多分にある。従って,営 業部門の情報が迅

速に体系的に購買部門に伝えられ 長期的な購買見通しの参考としなければならない。

㈹ 検査部門との関連

購買業務が仕様通りの品物を購買する為には,検 査部門より受入検査情報を迅速に提供され

なければならない。更に又,発 注者 と業者の品質管理の基準化,標 準化をはかる必要がある。

④ 資材業務と情報の種類

(i)購 買予算

㈲ 製品別購入材料所要学調

(m)製 品別部品表

(iv)需給計画表(本 社一括購入資材にっいて定期的に需要計画を作成 し,提 出する)

(V)購 入実績表(製 品別,品 物別,購 入先別に定期的に作成)

(vl未 受入品表(未 納品のチェック)

(viD資 材受払表

(viii)在庫高調

(図 中間原価表(原 価管理の項参照)

(X)事 務日程表(製 品別に購買申込票,注 文票 切断票及び出庫票の発行時期を日程表として作

成する)

5-3-4外 注管理と情報

① 外注先の選定

外注工場は,そ の親会社に対する依在 協力度に依ってランク付けがなされているが,選 定及

びランク付けの基準として次の要素が挙げられ,こ れ等にっいての情報が整備されなければなら

ない。

ω 経 営 者 一 経歴 人格,識 見 力量,経 営方針

(旧 経営内容 一 信頼度,資 本力,金 融力,協 力度,依 存度,取 引経験,納 税関係

㈲ 生産設備及び技術 一 設備,人 間,製 品

㈹ 従 業 員 一 従業員数,チ ームワーク,技 術程度,協 力度
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方
針

・
組
織

個

別

計

画

統

制

監
査

ラ

リ

V

V

(機 能)

購買方針の設定 組織の確立

1
購 買 基 本 計 画 の 樹 立

1
購 買 品 目 の 決 定

1
購 買 品 質 ・仕 様 の 決定

1
購 買 数 量 の 決 定

1
購 買 価 格 の 決 定

1
購 買 方 法 の 選 定

　

購 買 時 期 の 決 定

1,
購 買 先 の 選 定

1
発 注計 画 ・支払計画の作成

`

1発 注1
`

受 入 管 理

`

倉 庫 管 理

使 用 統 制

↓

資 材 業 務 監 査

立 地 条件 一 遠 近,環 境,

厚生施 設

}

(情 報)

購買規定類集,部 品価格表

部品表

原材料部品規格,日 本工業規格,営 業品目表,

カタログ

生産計画,部 品表,倉 庫台帳,経 済ロット

資料,価 格推移表,習 熟曲線,図 面,積 算
基準資料

購買規定

生産計画 価格の弾力性資料,基 準納期資料

納入成績一覧表 業者負帯能力表,外 注工場

負帯能力

受入検査規定類

不良在庫表,棚 卸減耗率資料,標 準在庫率表

外注工場監査

納期遅れ不良率表,在 庫回転率表

連絡 の便不 便
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以 上 に依 り選 定 され た上,そ の 従属度,協 力度 を基 準 に次 の様 に ラ ンキ ン グ され る。

(i)系 列工 場 一 宮 に協 力 従 属 的関 係 にあ る。

(iD協 力 工場 一 系 列工 場 に準 じ,常 に協 力 関係 にあ る。

㈹ 外 注工 場 一 生産 上 調 整用 として一 時 的 に使用 す る。

② 外注 管理 と情 報の種 類

(D外 注工 場 実態 調査 表 一 調 査 項 目は,(イ)経 営一 般(ロ 泣 地 条件 い)経営 内容 ←)従業 員 数
ロ

(ホ)設備機 械(・ →検査 員(ト)工 具 の 明 細(チ)運 搬具(リ)厚 生施 設(ヌ)建 家 の状 況 等
/

(ii)外 注工場能力調査 一 主として従業員数を調べ,外 注工場の能力を算定する。

㈹ 場内請負作業人員調査表 一 業者別,職 種別に人員表を作成す る。

(iv)発 注,受 入資料

(イ)発 注 受入残高表

(ロ)外 注先別発注 受入高表

い)外 注区分別発注,受 入残高表

←)外 注区分別構成率表

(ホ)職種別受入工数表

内 場内請負作業時間集計表

(V)原 価資料の作成'

(イ)事前原価調査表

(ロ)中 間原価調査表

向 竣工原価調査表

←)発 生予想原価調査表

5-4事 業 部経 営 と情 報

すでに組織 予算統制制度,事 業部制の目的,機 能等にっいては触れているので,事 業部がその与

えられた機能を活かし,目 標を達成する日常的経営活動の中でどの様な情報がどの様なルー トで活用

されるかを,販 売予算,製 造予算に焦点をしぼって概観してみる。

(註)付 表()内 は 情 報の 作 成個 所。

(外)一 外 部情 報

(全)一 全 社 的

(事)一 事 業 部

(営)一 営 業 部

(工)一 工 場
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目標 設 定 の為 の 情 報 調 整 の 為 の 情 報 直接 関 連 的 な情 報

〔1〕 販売予算の達成

(1)受 注高及び受注利益 ① 全社的目標(全) ① 生産能力(エ) ① 営業報告票(営)

② 先行指標統計数値(外) ② 工 程 表(エ) ② 引合状況表(営)

③ 業界一般動向(外) ③ 資 金 力(エ う ③ 受注通知票(営)

④ 他社動向(外) ④ 見積原価(エ) ④ 受注実績及び予想表(事)

⑤ 過去の実績統計(外 ・事) ⑤ 信用調査(外)

⑥ 損益分岐上の受注高(事)

⑦ 目標 シ ェ ア(外 ・事 ・営)

⑧ 標準的受注条件(事)

⑨ 目標原価(事)

② 売上高及び損益 ① 全社的目標(全) ① 受注残高表(事) ① 売上高速報(エ)

② 損益分岐分析(事) ② 受注予想表(事) ② 売上高及損益表(エ)

③ 資産利益率目標(事) ③ 生産能力及工程表(工) ③ 一 般 管 理 ・販 売費

④ 売上利益率目標(事) ④ 生産高実績及予定表(事)
実績及予想表(事)

⑤ 標 準 ・販売 ・管理 費 ⑤ 見積 ・中間原価表(エ)
④ 金融費用実績及予想表(事)

並びに金融費率(事)
⑥ 投下原価実績及予定表(エ)

⑤ 営業外損益実績及予想表(事)

⑥ 過去の統計(事)

⑦ 目標原価(事)
⑦ 仕掛品表(エ)

⑧ 稼働工数表(エ)

⑥ 売上高及損益
実績及予想表(事)

⑨'経 費 台帳



5-5人 事 管 理 と 情 報

人事 管理 の 今 日的 役 割は ど こに求 め られ るだ ろ うか。 国際 化 の進 展 労働 力 不 足の深 刻 化,益 々激

化 す る企業 間 競 争な どを背 景 として,人 事 管 理 の役 割 は ス ペ シ ャル ス タ ッフの中で も一 段 と重要 性 を

増 しっ つあ る と思 われ る。

第一 に指 摘 出来 る こ とは,こ れか らの企 業 は一 方 で 環 境変 化 を適確 に予 測す ると と もに,他 方 で そ

れ に対 応 し うる能 力 が 自己に あ るか否 か を不 断 に見 定 め る必 要 があ る。 その た めに は企 業 内 部 の人 材

の スキ ル ・イ ンベ ン トリー を準備 してい っ で も使 え るよ うに してお く必要 が あ る。

第 二 に は,国 際企 業 に比 較して わが 国機械 工 業の 弱 点 は何 とい って もマー ケテ ィン グ,技 術 に あ る

とい って良 い。 これ らの ス ペ シ ャ リス トを強 化,育 成 す るには,明 確 な職能,資 格,職 歴 な どに 基づ

い た処 遇 制度 の確 立 が 望 まれ る。 この ため には,各 人 別 の資 格,職 能,職 歴 自己 申告 な どを網 羅 し

た客観 的 リス トが必 要 であ る。

第三 に は,早 さ と複 雑 さ とを加 えっっ あ る変 化 に対 応 して企 業組 織 や人 間 の活用 も益 々弾 力 性 を必

要 と して い る。 い わ ゆ るプ ロジ ェク トチ ー ムや タス クフ ォー ス制度 は,人 間 の効率 化 を 目指 してい る'

わけ であ るが,こ の ため に は従 来の 年功 序 列人 事 や学 歴 人事 で は対 応 出 来な くな ってい る。 そ こで,

一 定 の業務 や 目標 に照 らし て,ど うい っ た能力 の人 間 を必要 とし,他 方 で はそ うい っ た能力 にふ さわ

しい職 能,経 歴 資格 を有 す る人間 が何 人 いて,そ の うち希 望者 が何 人 い るか を,即 刻 に い つで も リ

ス トア ッ プで き る シス テムが あ る と便 利で あ る。

第 四に,企 業 の事 業 構造 や 体質 を大 き く転換 させ て行 く様 な戦 略 的長 期経 営計 画 の中 の 人事 計 画 に

ついて,そ うい った転 換 に 必要 な人 間が ど うい う職 種 に っい て どれ だ け,い つ 必要 に な るか が 明 らか

に され,そ の ため に は ど うい うスケ ジ ュー ル とど うい うステ ップで 採用 計画,配 置 計画 教 育 計 画 を

展開 しなけ れば な らない かが 明確 にな るシス テ ムが必 要 だ ろ う。

第 五 には,今 後 の 人事 管理 全 体 と して の在 り方 の 問題 と して,人 事 権,特 に採用 決 定権,配 置権,

人事 考課権 な どが 徐 々に 人 事 部か らその他 の 部 門長 の手 に移 って 行 くこ とが予想 され る。 と ころが ど

うい う経 歴 と職 能 と資格 を持 っ た人 間 が社 内 に何 人 い るか が社 内に おい て 公開 され て い なけ れ ば こ う

いうことは行なうことができない.人 事記録や人事資料は従来人事部外 ⑧ になっているが,基 本的

に は一 部の 資料 を除 き 一 例 えば上 役 の給 料,考 課 な ど 一 公 開 され るべ きであ る。

以上 の様 な 人事 管 理 に対 す る今 日的 要請 に 答 え る もの としてCDPが あ るこ とはい うまで もない。

機械 工 業に お いて も,CDPとEDPSと の結 合 は 一 部 にお い て実 施 に移 されっ っあ る。

もちろん,人 事 管 理 に つい て は,CDPで な く従 来 か ら行 な っ て来 た管理 業務 ない し事 務 が あ る。

これ らを 含 めた 人事 管理 に お け る情 報に は次 の様 な ものが あ る。

① 給与 計 算 額並 び に支 払 額

② 休 暇 日数

③ 退職 手 当 金計 算 並 び に支給 額

④ 賞与 計算 並 び に支 払 額
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⑤ 福利厚生計算並びに支出額

⑥ 購買代金計算並びに立替額

⑦ 従業員名簿

⑧ 住宅資金貸付額並びに残高

⑨ 勤務時間数

⑩ 出退勤状況

⑪ 業務内容別労働時間数及金額

⑫ スキル ・インベントリー

イ.職 歴

ロ.資 格

ハ.職 能

二.適 性タイプの分析

ホ.自 己申告書の分析

へ.人 事考課の分析

⑬ 人員計画

イ.会 社全体及び部門別男女別年令構成比予測

ロ.職 能,資 格別人員構成 とその平均年令の変化の予測

ハ.職 場及び職種別人員構成の予測

.シ ュミレーションによる充足必要人員数の予測

⑭ 賃金計画

イ.学 歴別,年 数別賃金分布状況

ロ.年 令別賃金の分布

ハ.職 能資格別賃金状況

.同 業他社水準 との対比分析

ホ.勤 務手当の状況

へ.現 状推移における基本給カーブ図

ト.現 状推移における退職一時金の予想

⑮ 生産性計画

イ.賃 金予測

ロ 賞与予測

ハ.人 件費全体の予測

⑯ アンケー ト分析
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5-6販 売管 理 と情 報

機械工業における販売管理と情報は,内 部情報を除けば,ユ ーザー情報と競合メーカー情報管理に

つきる。

(1)販 売管理と内部情報

資本財マーケティングが漸くわが国機械工業のものとなるまでの間,販 売管理とは次に示す内部

情報に対応することであると長いあいだ信じられて来た。"

受注高予算並びに実績

受注利益予算並びに実績

営業収入予算並びに実績

営業費用予算並びに実績

受注残高予算並びに実績

以上の下記細目別把握

オーダー別

製 品 別

製品グループ別

地 域 別

事 業 部 別

市 場 別

これらの情報は財務管理ないし財務統制の一環として行なわれて来たものである。 これらの目的

は次にあった。

① 製品毎の将来の損益予想

② 事業部毎ないし事業所毎の受注達成度の評価

③ 事業部ないし事業所の販売促進活動に対す る統制

④ 事業部ないし事業所の回収状況の把握

しかし,こ ういった管理は過去志向的であり,統 制的な色彩が濃く,そ の限 りで当然限界を有す

る。即わち次の様な目的には合致しない。

① 完全に客観的な業績の把握

② 将来の販売目標の正しさ

③ 有効なセールスプロモーションの編成

④ セールスチャネルの管理

⑤ セールスマンの管理

⑥ 広報企画

② 販売管理の情報システム

そこで販売管理ないし企画の本来の目的に合致した情報の探索が行われねばならない。例えば,
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亀

完全 に客観 的 な販 売 業 績 の把 握の ために は,単 に 自社 の過 去 の実 績 とい う内 部情 報 に と どま らず,

市場 の趨 勢 的 動 向,ユ ー ザー の生 産活 動状 況 競 合 メ ー カー の受 注状 況な どの外 部 情 報 を蒐集,評

価す る ことに よ って,原 因の 検討 と最終 的 な意志 決 定が 行 わ れ る必要 があ る。 この様 な外部 情 報 を

大 別 す る と次 の様 に な ろ う。

① 市 場情 報

② ユ ーザ ー情 報

③ 競合 メー カー情 報

a)市 場情 報

市 場 情 報 はマ ーケ テ ィン グの始 ま りで あ り,終 わ りであ る と もい える。 機械 工 業 にお け る市 場

情 報の基 本 的 な もの は 次の とお り。

① ユ ー ザ ーの 数

② 市 場規 模

③ 需 要 の地 域 的集 中度

④ 水 平 的市 場 か垂 直 的 市場 か

⑤ 当 該製 品 の コス トに 占め る割合

b)ユ ー ザ ー情 報

ユー ザ ーの 数 が消 費財 に比べ て相 対 的 に極 めて 少 な く,反 面 リピー トオー ダー が 非常 に多い 資

本 財 にお け るマ ーケ テ ィ ン グ情 報 は,単 な る表面 的 な市 場情 報に と どま らず,ユ ー ザー 情 報に ま

で 深化 しなけれ ば な らない。 ユ ーザ ー情 報は少 な く と も次 の情 報 を含 む もので な け れば な らな い。

① 資 本 金

② 従 業 員 数

③ 年 間売 上 高

④ 総 資 産

⑤ 大 株 主

⑥ 主 取 引銀 行

⑦ 事 業 所及 工場

⑧ 主 要 設備 明 細及 納 入先

⑨ 最近 の 当該製 品 の 購入状 況

⑩ 購 買 担 当 者及 び責 任 者

⑪ 長 期 計 画及 び設備 投 資計 画

c)競 合 メ ーカー 情 報

全 ての マ ーケ テ ィン グ計 画 は競争 的 ア プ ロー チ を伴 わね ば な らない。 特 に 資本 財 に おい て は
,

比 較的 参入 企 業 が少 な く,従 っ てむ しろ競争 は非 常 に激 化 してい るケー スが 多 い。 そ こで競 合 メ

ー カー 情 報が 極 めて 重 要性 を帯 びて来 る ことに な る
。 その内 容 は次 の とお り。

① シ ェ ア及 び その集 中 拡 散度
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② 最近(5年 ぐらい)の 売上高及び収益

③ 工場所在地及び設備の状況

④ 倉庫所在地

⑤ マーケットチャネル

⑥ セールスマンの数及び配置

⑦ 物流システム

⑧ 価 格

⑨ 広告及びセールスプロモーション

⑩ 信用取引条件

⑪ 下取 り政策

⑫ サービス体制

⑬ セールスマンの機能

⑭ 雇用形態及び入替状況

⑮ 教育訓練状況

⑯ 賃 金

⑰ 政 治 力

⑱.製 品開発政策

⑲ 合併吸収計画の有無

⑳ 新工場建設計画の有無

⑳ 新支店設置計画の有無

⑫ マーケティング目標

●

一134一



`

IV鉄 鋼業 における経営情報調査

1.は じ め に

1.1

1.2

調査の対象

コ ン ピュー ター の設 置状 況

2.営 業 情 報 シ ス テ ム

2.1

2.2

2.2.1

ω

2.2.2

ω

⑬

(c)

2.2.3

2.2.4

ω

(o

営業情報システムの背景

営業情報システムの狙い

商社,需 要家との情報連携

商 社 とメ ー カ ー との 関係

需要家 とメ ー カ ー との 関係

情 報処 理 の ス ピー ドア ッ プ

注文 情報 の ス ピー ドア ッ プ

生 産 情報 の ス ピ ー ドア ッ プ

出荷 情 報の ス ピ ー ドア ップ

情 報処 理 の正 確 度 の向 上

情報の自動的加工

注文情報に閲す るもの

生産情報に関するもの

出荷情報に関す るもの

3.生 産工 程 管 理 シス テ ム

3.1概 説

3.2厚 板 生産 工 程 管 理 シ ス テ ム

3.2.1オ ー ダ ー エ ン ト リ ー

3.2.2計 画 解 析

3.2.3素 材 計 算

3.2.4製 品 半 製 品 の 充 当

3.2.5製 造 命 令

3.26出 荷 命 令

2.2.7工 程 進 捗 管 理

3.2.8各 種 管 理 資 料

4.む す び

5

5

5

4

4

5

5

5

8

8

8

9

9

9

0

0

2

2

4

4

8

8

8

9

0

0

0

1

1

4

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1



付 表 一 覧 表 '

1

2

3

4

5

6

7

8

9

表

表

表

表

表

表

表

表

表

表10

表11

表12

表13

全社 コ ンピ ュー ター シス テ ム の概 要

データ通信用端末機の設置状況

使用機種および賃借料

神 戸UNIVAC-494構 成 図

千 葉UNIVAC-494構 成 図

水 島UNIVAC-494構 成 図

UNIVAC-494稼 動 状 況 表

営 業情 報 シ ステ ム 概 略 フ ロー

千葉 製 鉄所 コ ン ピ ュー ター シス テム

水 島製鉄 所 コ ン ピ ュー ター シス テ ム

水島厚板生産工程管理システム概略フロー

千葉製 鉄 所 オ ン ライ ン リア ル タ イ ムシス テ ムデ ー タ収 集概 略 図

千葉製 鉄所オ ン ライ ンリア ル タ イム シス テ ム端末 機 配置図

7

8

9

0

1

2

3

3

5

6

7

2

3

3

3

3

4

4

4

4

5

5

5

5

6

6

1

1

.
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1



●

1.は じ め に

1-1調 査 の 対 象

我 が 国の 鉄 鋼業 は,過 去 約20年 間 に亘 り著 し く企 業規 模 が 拡大 さ れ て きた ことは 周知 の事 実 であ

るが,こ の結 果 企業 内 の諸 活 動即 ち,経 営 計 画 設 備計 画 資 金計 画,人 事 計 画,材 料 計 画 生 産

計 再 販 売計 画等 の計 画 業務 並 び に,設 備 の 建設 資金の 調達 人の 調達,材 料 の 調 達 生 産活 動・

販 売活 動等の オペ レー シ ョナル な業 務 は,そ の 内 容にお いて,質 的 に複 雑且 っ量 的 に尾大 な業務 処理

をタ イ ミン グよ く処 理す るこ とが 要求 され るにい た って き た。

一 方 この よ うな事態 に対 応 す るか のよ うに コ ンピ ュー ター の飛 躍 的 な発 達 が み られ,そ のた め,

コ ン ピ ュー タ ー を上述 の企業 内諾 活動 の支 え として 利用す る措 置が 積極 的 にと られ て きたの は 寧 ろ

自然 な流れ で あっ た と思 われ る。

現 在,日 本 の鉄 鋼業 各社 にお い ては,そ の意 味で,経 営内の あ らゆ る分野 で コ ン ピ ュー ター を活 用

してい るが,こ こでは,そ の 中 販 売,生 産 に 関す るオ ペ レー シ ョナ ルな情 報処理 の 現 状 につ いて・ 川

崎 製 鉄 をケー ス と して考 察す る こ とに し た。

1--2コ ン ピ ュ ー タ ー の 設 置 状 況

先 づ 当社 の ビジネ ス コン ピ ュータ ーお よび デ ータ通 信用 端末 機 の設 置 状 況 を図 示す る と表1お よ び

表2の とお りで あ るが,こ の図 に沿 って 若干 の説 明 を加 え る と,

(D大 き な計算 セ ンタ ーが,神 戸 本 社並 び に主力工 場で あ る千 葉製 鉄 所お よび 水 島製 鉄 所 の3ヵ 所 に

あ り,そ れ ぞれ大 型 電算 機UNIVAC-494を ベ ー ス と した計 算機 群 を保 有 して い る・(明 細

お よび賃借 料 は表3参 照機 械 構成 は 表4,5,6参 照)

(2)全 国 の営業 所 の うち,東 京,神 戸,名 古屋,広 島 の4営 業 所に,さ ん孔 タ イ プ ライ ターお よ び オ

ン ライン用 の端 末 機器 を 設置 して い る。

(3)神 戸本 社 のUNIVAC-494キ ー ス テー シ ョン として千葉,水 島の 両 製鉄 所の計 算 セ ンタ ー

並 びに 東京,神 戸,名 古屋,広 島 の4営 業 所 の計 算 室 をオ ン ライ ン で結 節 し,相 互 の デー タ伝 送 を

行 な ってい る。

この デ ー タ伝送 ネッ トワー クは 主 として 後述 す る営業 情 報 シ ステム の ため の もの であ る。

(4)神 戸 本社 のUNIVAC-494で は次 の業 務 を担 当 して い る。

全 社的 業務 として,

α)営 業 情報 シ ステ ム

⇔ 給与,労 務 シス テ ム

内 材 料購 入支 払シ ス テム

⇔ 一般 会 計 シ ステ ム
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㈱ 固定資産会計 システム

地域的業務として,

ω 葺合工場工程管理システム

⇔ 知多工場工程管理システム

内 葺合工場材料システム

⇔ 西宮工場材料システム

㈱ 知多工場材料システム

内 水島製鉄所材料 システム

(θ 水島製鉄所予算管理システム

的 社内預金システム

(リ)技術計算

(5)千 葉製鉄所の廿NIVAC-494で は千葉製鉄所の次の業務 を担当している。

ω 素材工程管理システム

⇔ 厚板工程管理システム

内 ホット工程管理システム

⇔ コール ド工程管理システム

㈱ 材料システム

内 原価計算システム

(ト)社内預金システム
↓1

θ 技 術計 算

(6)水 島製鉄 所のUNIVAC-494で は水 島 製鉄 所の 次 の業 務 を担 当 して い る。

ω 素材 工 程 管理 シス テ ム

⇔ 一厚 板工 程管 理 シス テ ム

内 線 材 工程 管 理 シス テム

⇔ 大形 工程 管 理 シス テ ム

㈹ ホ ッ ト工 程管 理 シ ス テム

内 コ ール ド工 程管 理 シ ステム

(ト)技 術 計算

(7)千 葉 水 島 両製 鉄 所で は,こ こでい う ビ ジネス コ ン ピ ュー タ ーの 他 に,作 業 管理用 コ ン ピュー タ

ー や設 備 を直 接制 御す るい わ ゆ るプロ セ ス コン ピ
ュー ター が そ れ ぞれ相 当台 数あ り,ビ ジ ネ スコ ン

ピュー タ ー と情 報 管理 面 で 有 機 的関係 にあ る。

囲UNIVAC-494の 稼 動状 況は表7を 参照 。 こ の 表か らみて,販 売 関係 お よ び工程 管理

に ウ エイ トが大 きい こ とが 判 る。
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表1全 社 コ ン ピュー タ ーシス テ ムの概 要

(昭 和45年7月 末 日現 在)
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表2デ ータ通信用端末機の設置状況
(昭 和45年7月 末 日現在)

設 置 場 所. 回 線 速 度 端 末 機 器 名 備 考

東 京オ ーダ ーセ ン ター

(東 京 営業 を含 む)

2,400Bit8/Sec.

1,200Bit8/Sec.

OUK-1004

沖電 気BT-1001

オ フラ イ ンの さん孔 タ イ プラ イターが14台 設置

神 戸 オ ーダ ーセ ンター

(神 戸 営 業 を含 む)

1,200Bit8/Sec. 沖電気BT-1001 オ フラ インの さん 孔 タ イプ ラ イタ ーが12台 設置

一

名 古 屋 営 業 所 200Bit8/Sec.

'

OKIDATA200 オ フラ イ ンの さん孔 タ イプラ イタ ーが3台 設 置

広 島 営 業 所 50Bits/Sec. オ ン ラ イ ン オ キ タ イ パ ー オ フラ インの さん 孔 タ イ プ ライタ ーが1台 設 置

千 葉 製 鉄 所 1,200Bits/Sec, OUK-1004 ・

水 島 製 鉄 所 1,200Bit8/Sec. OUK-1004
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表3 .使 用 機種 お よび賃借 料(昭 和45年7月 末 日現 在)

設 置 場 所 本 社 東 京 支 店 千 葉 製 鉄 所 水 島 製 鉄 所 合 計

＼ 台数,賃借料
機種 ＼ 台 数 月間賃借料 台 数 月間賃借料 台 数 月間賃借料 台 数 月間賃借料 台 数 月闇 賃借料

台 円 台 円 台 円 台 円 台 円

穿 孔 機 7 170,100 59 854,710 2 57,600 68 1,082,410

検 孔 機

'

5 104,400 5 104,400

翻 訳 機 3 129,600 4 199,800 2 151,200 9 480,600

分 類 機 3 102,600 3 102,600 3 119,880 9 325,080

照 合 再 製 機 1 30,600 1 66,600 2 92,880 4 190,080

計 14 432,900 72 1,328,110 9 421,560 95 2,182,570
一

セ ッ ト セ ッ ト セ ッ ト セ ッ ト セ ッ ト

OUK-1004 1 1,164,700 2 2,564,500 3 3,729,200 ;

OUK-9300 1 1,288,400 1 1,288,400

UNIVAC－ 皿 1 11,628,000 1 11,628,000

U.S.S.C 1 (買 取 り) 1 (買 取 り)

UNIVAC-494 2 38,509,000 2 42,715,400 1 25,429,700 5 106,654,100

計 3 38,509,000 1 1,164,700 6 58,196,300 1 25,429,700 11 123,299,700

合 計 38,941,900 1,164,700 59,524,410 25,851,260 125,482,270

(注)本 社お よび 水島 製 鉄所 にお い ては パ ンチカ ー 、ド穿孔 作 業 は外 注 してい る。
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表4神 戸UNJVAC-494構 成 図
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表5千 葉UNIVAC-494構 成 図
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表7UNIVAC-494稼 動状 況 表' (昭 和45年7月 実績)

設置場所

機 械
%

処 理 業 務 使用時間

本 社 千 葉 製 鉄 所 水 島 製 鉄所

1号 機2号 機 1
.号 機2号 機

使用時間 割 合 使用時間 割 合 使用時間 割 合 使用時間 割 合 使用時間 割 合

販 売
H

320
%

41.9
H

339
%

26.9
H % H % H %

購 買 40 5.2 31 2.5 14 1.0 9 α7

人 事 47 6.2 59 4.7

経 理 12 1.6 17 1.3 1 0.1 17 1.3

工 程 管 理 16 2.1 120 9.5 ]77 12.4 610 46.8' 2,225 74.0

伝 送 3 0.4 436 34.6 915 64.3 134 10.3

そ の 他 28 3.7 46 3.7 166 11.7 177 13.6 332 110

小 計 466 61ユ 1,048 83.2 1,273 89.5 947 727 2,557 85.0

技 術 計 算 2 0.3 6 0.5 62 43 152 11.7 16 α6

デ バ ッ グ ・ テ ス ト 258 33.8 154 12.2 57 4.6 149 11.4 401 13.3

＼

保 守 時 間 36 4.7 51 4.0 24 1.7 52 4.0 33 1.1

故 障 時 間 1 01 1 α1 7 α5 3 02 0

合 計 763 100 1,260 100 1,423 100 1,303 100 3,007 100



2.営 業 情 報 シ ス テ ム

念 器 灘_____
統 計お よ び売 掛 金整 理 の 機械 化 に とどま って い た。 即 ち統計 的 会計 的 処理 で あ り,デ ー タの事 後 処理

で あ った。

生産工 程 に関す る機械化 に つい て も当時 はほ ぼ同 じ く部分 的,実 績集 計的 処 理に 過 ぎ なか っ たが,

コン ピ ュータ ー の質的 量 的能力 の 飛躍 的 増進 に 相 侯 って,昭 和35,36年 頃 か ら生産工 程 管理 を直

接対 象 とす る機械化 が始 っ た。

しか し,そ の 頃にあ って も鉄 鋼 の経 営 の本 質 が,生 産 オ リエ ンテ ッ ドな色 彩 が強 く,従 って,販 売

関 係 の機械 化 につ いて 余 り重 点 が置 か れ なか った。

とこ ろが,鉄 鋼各社 間 の設 備 増 強競 争 は,自 然 に販売 競 争 を 惹起 し,生 産 工程 シス テ ムとバ ランス

の とれ た販 売 システ ム を設定 す る必 要 に迫 られ て きた6当 社 の 営 業情 報 システ ムは,こ のよ う な一般

的 な背景 の基 で昭 和42年 か ら開始 され た が,さ らに 当社 に とって は次 の よ う な営業 情 報 シス テ ムを

必 要 とす る事 情が あ った。

(1)当 社 の製 品 の殆 どすべ てが,オ ー ダー メ イ ド方式 で,見 込生 産 方式 は と ってい ない こ と。従 って

すべ て の生 産 活動 は,受 注済 の オ ー ダ ーが 基礎 とな る こと。

② 千葉,水 島両製 鉄所 が,当 社 の2大 主力 工 場であ って,そ の上 製品 種類 が 類 似 して お り,且 つ葺

合,西 宮,知 多 の各 工場 の 素材 提供 工 場 であ る こ と。即 ち,各 工 場 が 複雑 な有 機 的 関連性 に あ るこ

と。

(3)製 品販 売 のた めの 営 業所 が 各地 に 分 散 して お り,(但 し,輸 出 関係 は東 京 と神戸 の み)販 売 面 に

おい で も各営 業所 間 に 有 機的関 係 があ る こと。

就 中,会 社 の歴史 か ら大 阪 の販 売 基 盤が 比 較的 強 く,東 京 に次 い で神 戸 の営 業 所 の ウエ イ トが高

い こ と。 換 言す れ ば 必 ず し も東 京 集 中型 で は ない こ と。 また 当社 の販 売 政策 として,地 方 販 売 制

度 を今 後 と も強化 し よ うと してい る こ.と。

以 上の ことは,こ れ を情 報管 理 面か ら見 た場 合で も営業 所,工 場の 関 係が極 め て複雑 な連 関 関係 が

あ る こと を意 味 し,情 報 の流 れ,情 報 の交換,情 報 の 集中,情 報の分 散 が絶 え ず起 る ことに な るで あ

ろ う。 さ らに具 体的 に云 うな らば,需 要 家か らの 発注 情 報は 当社 内 部で は各 営業 所で 先 づ 発生 し,そ

れ は 会社全体 の販売 管理 の 中 で工場 に 伝達 され る必要が あ り,逆 に生 産 工 場に お け る生 産 お よび 出荷

の情 報は,生 産,出 荷に関 す る本社 的管 理 機能 の た め に,ま た営業 所の 販売 活 動へ の フ ィール ドバ ッ

ク として 必要で あ る。

換言 す るな らば,全 国で発 生 す る注文 情報,生 産お よ び出荷 情 報 を必要 に応 じ会社 全 体 の 管理 のた

め に集中 し,ま た 分散す る とい う情 報 の流れ を コン ピ ュータ ー システ ム に よって,的 確 に合理 的 に支

一144一

`



え よ うと して いた の が 当社 の 営業 情報 シス テム に外 な らな い。

2-2営 業 情 報 シ ス テ ム の 狙 い

営 業情 報シ ス テ ムは,後 述す る工 程 管理 シ ステ ム と合せ て,需 要 家か らの注 文 を受 け!一製品 を製造

し,需 要家へ 製 品 を納 入す る までの 情 報 を一 貫 して 管理 して 行 こ う とする のが 基本 的理 想 で あ る。 段

～ 階を追
って述 べ れ ば次 の とお りであ る。(表8参 照)

2-2-1商 社 需 要 家 との情 報 連携

鉄 鋼の販売 に は原則 と して需 要 家 とメ ー カー との 間 に商 社が 介 在 してい るが,こ の三者 の関 連 を 情

報管理 面に お い て 合理 的 に設定す る ことは重 要で あ る。

ω 商 社 とメー カ ー との 関 連

(1)商 社 か らメ ー カーへ の 注文情 報 の処 理にっ い て

先 づ商 社 とメ ー カー との関係 に お いて,需 要家か らの発 注 情報 の 処理 に関 し重 複 す る こと を避

け る とと もに,お 互 に合理 的にす るため に,次 の よ う な処 理 方 式 を導 入 して い る。
白

(従 来 の処 理 方 式)

、

需 要 家 商 社 メ ー カ ー 営 業 メ ー カ ー 工 場

一

鋼 材 発 注

明 細 書

一
見 積 書

一

注 文 書

〉 一
製作要求書

一
一

注文 請書

＼_ノ ー 、
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(説 明)

(イ)需 要 家 は 自己 の必要 な材 料 を確 定 す る と 「鋼 材 発 注明細 書」 を作 成 し,商 社へ 流 す。

⇔ 商 社に おい て は,「 鋼材発 注 明細書 」 を基に して,先 づ 「見 積書」 を 作成 し需 要 家 に提出

す る。

ま た,商 社は メー カ ー に対す る注 文書 を作 成 し,メ ー カ ー営業 に 提出 す る。

セ寸 メ ー カ ー営 業 は,「 注文書 」 を基 に して 「製 作要求 書 」 を作成 し工 場 へ 流 す。

また,メ ーカ ー営 業 は,商 社 に対す る注 文 請書 を 作成 し,商 社へ 返 却 す る。 ・

(現 状 の処理 方 式)

需 要 家 商 社 メ ー カ ー 営 業 メ ー カ ー 工 場

.

一で 械

鋼 材 発 注

明 細 書

い

紙

子
プ

機 械

『1

三

、

見 積 書

∨
機 械

製作要求書

注 文 書

ひ ♂

注文 請書

♂

〆

●
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、

㍉＼

(説 明)

ω 需 要 家か ら 「鋼材 発注 明 細書」 を受 け た商 社 は 「見 積書」 を作成 す る 段階 で,さ ん孔 タ イ

プ ラ イタ ーお よび計 算機 を用 い て作成 す る。 そ の際,副 産 物 として紙 テ ー プ を作 成 し,そ の

紙 テ ー プ を基 に 機械 自動 的 にメ ー カ ーに対 す る 「注 文書」 を作成 し,紙 テー プ とと もに メ ー

カー に提 出す る。ざ
即 ち,商 社 に おい て従 来 「見 積 書」 と 「注 文書 」 を別 々 に且 つ手 作 業 で作成 して い た の を,

見積 書 で は機 械 を 補助的 に使 用 しな が ら作 成 し,「 注 文 書」 は機械 自動 的 に作成 す る とい う

合理 化 が 可能 に な った わ けで あ る。

同 メー カ ーに お い て は,商 社 か らの 「注 文 書」 と と もに 機械 媒体で あ る紙 テ ー プを 受 け取 る

ことに よ り,「 製 作 要求 書 」や 「注 文請 書 」 の基 礎 デー タを手作業 で 改 めて 作 る必要 は な く,

機械 自動 的 に作 成す るこ とが可 能 に な った。

(2)メ ー カー か ら商 社へ の製品 の 送状,代 金請 求 につ いて

メー カー で 製 品 を発送 し た場 合 商 社に対 し 送状 請 求 書 を発行す るが,商 社 側 は これ に基 き,

買 掛 金 売 掛 金 処理 をす るた めの デー タを,従 来 手 で 作 成 して い たが,現 在で は,メ ー カー側 で

送状,請 求 書 デ ー タ を磁 気テー プ に 収録 し,こ れ を商 社 へ送付 す るこ とに よ り,商 社 側で は人 手

を介 す る ことな く,買 掛 金 売 掛 金処 理 に機 械 的 に 繋 ぐこ とが可 能 とな って い る。

以上 の とお り,商 社 と メ ーカー との 関係 にっ いて は,当 社の場 合,主 と して 系列 商社 との 間 で実 施

してい るが,こ の 問題 は 鉄鋼取 扱商 社 とメー カ ー との全 体 の問題 であ るの で,目 下 鋼 材倶 楽 部 の 帳票

コー ド委 員会に お い て,注 文書,送 状,請 求書 の 帳票 コー ドにつ い て 鉄鋼 業 界 として の標 準 化 を行な

うべ く研 究検討 中 で あ る。

囲 帳票 コー ド委員 会

委 員長 新 日本製 鉄 田坂 副 社 長

委員 会 社

(メ ー カー側)

新 日本 製鉄

日本 鋼 管

川 崎製 鉄

住 友金属

神 戸 製 鋼,

(商 社 側)

伊 藤 忠 商 事

住 友商事

トー メ ン

日商 岩井

,丸 紅飯 田
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三井 物産

三 菱商 事

(B需 要家 とメ ー カ ー との関 係

鉄 鋼 は原則 として オ ー ダー ノイ ド方 式 にな って い るた め,メ ーカ ーの受 注情 報 は需 要家 か うの発

注 情 報 とほぼ イコ ール であ るか ら,需 要家 か らの 発 注情 報 を磁 気 テ ー プに収 め,こ れ を ダ イ レク ト

に メー カ ーに渡 す とい う需要家,メ ー カ ーの連 携 シス テム が,既 に一 部 実施 され,拡 大 され つつ あ

る傾 向 に あ る。 また,逆 に メ ーカ ーは製 品発 送 関 係情 報 を磁 気 テー プまた はパ ンチ カ ー ドに して需

要 家へ 回付 す るシス テ ム も既 に一 部実 施 中 で あ る。

この よ うに,近 代企 業 間 にお け る情 報 シス テ ムが 重 要 視 され て きて い るが,こ れ は と り もなお さず,

日本 経 済 の高 度成長 に伴 ない,取 引 関係 が 量 的 に歴大 で あ り,且 つ質 的に も複雑 化 して い るの で,情

報 処理 面 にお いて も迅速 性 と正 確が 高 度に 要 求 され て きて い るか らに外 な らない。 今 後,益 々 こ の面

で の 情 報連 携 の緊密 さが要 請 され て く るで あ ろ うが,そ の た めに は,情 報 内容 の 標 準化 が,業 界 的 に

或は 国 家 的 に行 な われ る ことが 不可 欠 の前 提で あ る。 ま た,企 業 間の情 報の 伝達 方式 に つい て も,電

々公社 の 回線 の 自由化 と と もに,オ ン ライ ンで授 受 す る こと も将来 は 当然予 想 され る こ とで あ る。

囲 米国 に おい て は, ,需 要 家か らの注 文 情報 が メ ー カー にオ ンライ ンで 伝達 され る方式 が,或 る

範囲}・ _....:__一 一

2-2-2情 報処 理 のス ピー ドア ッ プ

当社 の 営業 情 報 システ ムで は,前 述 の よ うに,コ ン ピ ュー ター と通 信 回線 を利 用 し たい わ ゆ るオ ン

ライ ンシ ス テム を採 用 して い るが,こ れ は当然 情報 処理 の ス ピー ドア ッ プを意 図 してい るもので あ る。

ω 注 文 情報 のス ピー ドア ップ

商 社か ら受 理 した注 文情 報 は紙 テ ー プに 既 に作 られて い る か ら,各 営業所 に設 置 され て い るオ ン

ラ イ ン端 末機 に直 ち にか けれ ば神 戸本 社 のUNIVAC-494に 伝 達 され る。 こ こで後 述す る情

報 加 工 を施 した上で,直 ちに工 場 ヘオー ダ ー と し て情報 が 流れ,工 場 の生 産工 程 管 理 シス テ ム に直

結 す る。

この注 文 情 報の ス ピ ー ドア ップ には 次の 狙 いが あ る。"

(1)納 期 の短縮

納 期 の短 縮は 販 売競 争 の重要 な条件 の1つ にな っ てお り,従 って,情 報 処理 面 のみ で な く生産

工 程 そ の他 全社 的 にあ らゆ る面 で 納期 の 短 縮 を 目指 し努 力 を払 って い る が,注 文情 報処 理 につ い

て も事務 処 理 時間の 節減 を図 り,納 期 の短 縮 に 寄与 しよ う とい う もの で あ る。

従来 の手 作業 方 式で は,商 社 が 注 文情 報 を需 要家 か ら受取 って,メ ー カー 営業経 由工 場へ 流れ,

具 体 的生 産活 動 の対 象情 報 として 把握 され る までの 期 間(こ れ をオー ダーエ ン トリー の期間 とい

う)に1～2週 間が 消費 されて い たが,今 や,1～4日 位に 圧縮 され る ようにな った。

(2)計 画 性の 向上

前記の オ ーダ ーエ ント リー期 間 の短縮 は,実 は,必 ず し も,そ の 短縮 分だ け納 期 の 短縮 分 に充

当して了 うので は な く,工 場へ のオ ーダ ーの 到着 を早 くす る ことに よ り,手 持 オ ー ダ ー量(生 産
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じ

■

未 着 手 のオ ー ダー量).を 増加 させ,こ れ によ り生 産計 画 の内 容 を 向上 させ るこ と に も重 要 な 目的

が あ る。

即 ち,現 在 の鉄鋼 業 は 巨大 な生 産 設 備で マ ス プ ロ方 式を と ってい るが,オ ー ダー 内容 は多 岐 多

種 に 亘 って い る。や や極 端 な 云 い方 で あ るが,鉄 鋼 業 は多種 小量 生 産で あ る。 そ の た め,手 持 オ

ー ダ ー をで き るだ け多 くす るこ とに よ り
,選 択の 自由度 が高 くな り,よ り良 い生 産計 画 を組 み あ

げ る可能 性 を拡大 す ることが で きるよ うに な り,そ の結 果,納 期 の達成,コ ス トダ ウンに 資 す る

こ とに な る。

⑱ 生 産 情報 の ス ピー ドア ップ

工 場 にお け る生 産活 動 に 関す る情 報 は,工 場 生 産 工程 管 理 に必 要で あ るばか りで なく,本 社 にお

け る受 注調 整(後 述)や 納 期 調 整に も必要であ り,ま た需 要家 商社'ζ対す る生 産状 況 の 報告 とい

う面で も重 要 であ る。

そ の ため,工 場 にお け る生 産 状況 の 情報デ ー タ は,日 々工 場の端 末 機 か ら神 戸本社 のUNIVA

C-494に 収 集 され,必 要 な場 所 に オ ンライ ンで 情 報が アウ トプ ッ トされ る ことに な って い る。

O出 荷 情 報 の ス ピー ド〉 ップ

工 場 で製 品 が 出荷 され ると,そ の 出 荷 に関す る情 報 が 日々工 場 端末 機か ら神 戸 本 社UNIVAC

-494に 送 られ て くる
。 ここ で送 状 請 求書 が 直 ちに作成 され,各 地 ヘオ ン ラィ ンで 送付 され,

商 社 へ送 達 され る。

商社 の 製 品の 動 きが一 早 く知 らさ れ るこ とに よ り,必 要 な ア クシ ョン を と る とと もに,送 状 に基

づ い て 必要 な請求 行為 を行 な う。

2-2-3情 報 処理の 正確性 の 向上

注文 情 報 生 産 情 報,出 荷情 報 等 の企業 に とっ て極 め て重 要 な情報 は正 確 性が高度 に保 障 され なけ

れ ば な らない。

コ ン ピ ュー タ ーに よるオ ン ライ ン シス テム では,情 報 の収集,分 類,計 算 検 索 集 計,分 配が 自

動 化 され て い る関 係上,情 報処 理 の 正確 性は手 作業 時 代 に比 して,飛 躍 的 に向上 して い る。

情 報 の正 確 性 を確保 す るため に は,第1に,情 報 の発 生 の 都度,必 要 な 検証 を速か に行 な い 把握 す

るこ とが 重 要 で あ る。 情 報発生 か ら時 間 が経 過す れ ばす る君 仮 に その情 報 に 誤 りを含ん で い る と,

事 務 の 逆 流が大 き くな り効率 性 を阻害 し,タ イム リー な 情 報処 理 を困 難にす る もの であ る。

次 に 情報 は発 生 した ま まの形 を コン ピ ュー タ ーで 把 握 し,そ の 後 の情 報加 工 や情 報処 理 は 手 作業 を

含 まず コン ピ ュータ ー内 で 処理す る こ とが望 ま しい。

この よ うな 条 件を 充足 す る ため には,コ ン ピ ュー タ ーに よ るオ ンライ ン シス テム は有 効 な 方 法 であ

る。

囲 オ ン ライン シ ステ ムは,情 報 処理方 式 として 望 ま しい 形で あ るが,技 術 的 に もま だ ま だ難 し

く,ま た設備 費用 も高 くか か り,シ ス テ ム作 りの 人 手 も多 く必 要で あ るか ら,適 用す る範 囲 は

重 要 な もの のみ に 絞 って行 な うよ う,プ ロ ジェ ク トの選 択 を誤 らな い よ うに注 意すべ きで あ る。
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2-2-4情 報 の 自動 的加工

コ ン ピ ュー タ ーに よるオ ン ラ インシ ステ ムは,発 生 し た情 報 をその ま ま の形 で発生 時 点か ら必 要 な

時点 へ 伝送 す る,い わ ゆ る メ ッセ ージス ウィ チ ングの た め に設 定 され る場 合 もあ るが,普 通は コ ン ピ

ュー ター が シス テ ムの中 に介在 し てい る こ とか ら,情 報 の 処理,情 報の加 工 を行 なった上 で,伝 送す

る ことを 目的に して い る。

当社 の 営業情 報 シス テ ム の場合,次 のよ うに 情 報処 理,情 報加 工 を行 な ってい る。

ω 注 文 情報 に関す る もの

(1)FormatCheck,計 算ま た は計 算Check

当社 の注 文 情 報 は1メ ッセージMax・3,000字 とい う,かな り大 きな メッセージ にな ってい るが,こ の

メッセージ につ い て,い わゆ るFormatChek,お よ び計 算Checkを コンピューターで行 な ってい る。

例えば,

① 必 要 な項 目 の情報 が 必 要桁数 が盛 り込 まれ てい るか ど うか 。

② 記載 され て い る コー ドは現 存す るコー ドの 中 にあ るか ど うか。

③ 必 要 な ファ ンクシ ョナ ル コー ドが必 要 な所に入 って い るか どうか。

等 のFormatCheckを 各 項 目にっ い て,で き るだ け細 く行 な って い る。

また,

① 尊重計 算 また は計 算Check

製 品の規 格 毎 に比 重が異 な るため,面 倒 な計 算であ る。

② 重量 計 算,重 量 合 計計 算

③ 単 価 計 算

単価体 系が きわめ て 複 雑 なた め,計 算 が 手 作業 で は大 変 で あ る。

④ 金 額 計 算

⑤ イ ンチ 表 示か ら㎜ 表示へ の 転 換

等 々の計 算 ま た は計 算Checkも 多 岐に亘 ってお り,FormatChecK計 算,計 算Check

のみ でプ ロ グ ラムの大 きさは約30,000Stepsに もな って いる。

FormatCheck,計 算Checkは 情報 処 理 の正確 性 を確 保 す るた め に必要 で あ る こ とは勿

論 であ るが,オ ン ライ ンシス テ ムを採 って い る場 合 伝送 途 上 の デ ー タ の化 け,歪 みが 発生 す る

ことが あ り,こ れ をチ ェ ックす るため に も細 く行 く必要が あ る。

囲 伝送 途 上 に お け るデー タの 化 けや 歪 み をチ ェ ックす るため に,当 社 の場 合,水 平 垂直 パ

リテ ィチ ェ ック シス テ ムを デ ータ受 信 時に直 ちに行 な い,チ ェ ックOKで ない もの は,当 該

メ ッセ ー ジ を直 ちに 自動 再送 させ る方 式 を と って い る。 ただ この方 法 のみ で は確 率が 低 い け

れ ど も誤 字を 起す 場 合が あ り,従 って,補 足 す る意 味 で 上述 のFormatCheckや 計 算

Checkが 必 要 に なっ て くるの で あ る。

(2)製 造 仕様 の 検索

需 要家 の 要求 す る製品 は,需 要家 の用途 や加 工 方法 の差 に よ って,ま た製品 の製 造方 法 の相違
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等 か ら,い ろい ろ な製造 仕 様 を充足 す る必要 が あ る。

需要家,製 品種 類 が多 い ことか ら,こ の 製造 仕様 の体系 は複 雑で 数 も多 くな って い る。

当社 の 営業 情 報 シ ステ ム にお い て は,神 戸本 社 のUNIVAC-494の 中 に製 造 仕 様の フ ァ

イ ル を内 蔵せ しめ,需 要家か らのオ ー ダー に必 要 な製 造 仕 様 を 自動的に 検索 し,工 場へ仕 様 を付

加 してオ ー ダー を 流す よ うに して い る。

但 し,需 要 家 か らの オ ーダ ーが 新規 の もの であ った り,ま た,既 に フ ァ イル 中 の製造 仕 様 に若

干 の修 正 を必要 とした りす る場 合が あ る ので,本 社 に 製造 仕 様 管理担 当の 技 師 を設 け,工 場 の製

造 仕 様 管理担 当技 師 と連携 を と りっっ,新 規の オー ダー の製 造 仕 様を き めた り,既 に フ ァイル 中

の製造 仕様 に修 正 を加 え た りして い る。

こ の問題 に 関連 して 当社 と して重 要 だ と考 え てい るの は,コ ン ピュー ター で製 造 仕様 を検 索 さ

せ る とい うこ と以 上に,本 社 段 階にお い て製造 仕 様 を決 定 しよ う として い る ことで あ る。 即 ち,

従 来,製 造 仕 様 の検討 確 定は 殆 ん どが 工 場で行 なわれて い たが,販 売 競争 の 激化 の 結果,需 要家

の 要 望 をで きるだ け迅 速,的 確 に 把握す る必 要が 強 く,そ のた め には,な るべ く需要家 に近 い所,

換 言 すれ ば メ ーカ ー の窓 口で あ る販 売 部門 に近 い所 で,製 造仕 様 を検討 し確 定す る こ とが得 策で

あ る と考 え たか らであ る。

(3)通 過 工 程 の検 索

受注 した オ ー ダーは,製 品の 規格 や製造 仕 様 等 に よ り通過 す る生産 工程 は異 る ので,コ ン ピ ュ

ー タ ーの 中 に通 過 工程 の フ ァイル を持 つ こ とに よ り
,個 々の オ ーダ ーの通 過工 程 を検 索す ると と

もに,納 期か ら逆算 し,通 過 す る関係 工程 の 基 準 日の 計算 を行 な って い る。

これ に よ って,既 に受 注 し たオ ー ダー が,工 程 別,期 間 別 に見た場 合,ど の よ う に累積 して い

るかが オ ー ダー ファイ ル を分 析す れ ば判 るこ とに な る。 考 え方 を図 示すれ ば 次 の とお りであ る。

1

×月第1週 ×月第2週 ×月第3週 ×月第4週

A工 程

B工 程

C工 程

この ような 考 え方 に基 く表 を受注 調 整表 と称 してい るが,オ ーダー の 受注段 階で納 期 を検 討す る

た めの1つ の重要 な資料 で あ る。

納 期 と い う もの は 受 注段 階 で確 定すべ き もので あ るは 当然 な ことであ りな が ら,鉄 鋼 の場 合受

注 段 階で納 期 を100%厳 密に きめ る こ とは非 常 に困 難 であ る。(勿 論,各 設 備 の稼 動 率が 殆 ど
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100%で あ ること がそ の大 きな 原因 であ る。)

従 って,い ろい ろ な角 度か ら分析 して納 期 を予 測 す るよ う懸命 の努力 を してい るのが 現 状 であ

る。

ま た,オ ー ダ ーの 工 場配 分(ど の オ ー ダー を どの工 場 で製 作す るか)は 重 要 な 問題で あ って,

或 るオ ー ダー に 対す る製 作工 場 の決 定 は,製 品 の納 入 場 所,製 造仕 様 書 の 条件 の外,工 場の 余 裕

度 を勘 案す る必 要が あ る。 この 場合 も納 期 の調 整 と同 じ く予 測す るこ とが 困難 な問 題で あ る。

囲 納 期 の確 定や 工 場 配 分は,現 状 で は コン ビ。ユ一 夕ー で一 義 的に行 な う こ とは困 難で,コ ン

ピュ ー ターで分 析資 料 を作成 し,そ れ に基い て 人間 が 判 断す る とい うマ ンマ シ ン共 同作戦 事

項 であ る。 しか し なが ら,納 期 の確定 や 工場 配 分 が コ ン ピ ュー タ ーだ けで可 能 に な る ことが

念 願で あ り,夢 で もあ り,少 しで もそれ に近 い所 ま で到 達で きるよ うに努力 し,そ の前 提 条

件 とな る諸 々 の標準 化 の 検討 を推 進 し てい る状 況で あ る。

(4)各 種 の コー デ ィ ング

注文 情 報 は,本 社 段 階 営 業段 階 は勿 論工 場 生産 工 程 関係 の 情 報処理 の基本 に もな る もので あ

るか ら,社 内 にお け るあ らゆ る分野 の コン ピュー ター 処 理に 使 用 され る関係 上,最 初 の 段 階で,

後 々の コ ン ピ ュー ター 処理 に便 利 なよ うに コン ピ ュー タ ー で 自動 コー デ ィ ングを行 な ってい る。

以上,注 文 情報 に関 す る情 報 処理,情 報加 工 の 内容 概略 を述 べ たが,こ れ らは本社 段 階乃至 営 業

段 階に 必要 な ため に行 な って い る こと は勿 論の こ とであ るが,同 時 に,工 場 に到 達 した オ ー ダ ーが

何 ら人 間 の手 を介 す る こ とな く,直 ちに工 場 の生 産 活動 の た めの情 報処理 の 対 象デ ー タ として 使用

で き るま でに加 工 が施 され てい る とい う点 が重 要 で あ る。

⑱ 生 産情 報 に関す るもの

工 場か ら日 々伝 送 され て くる生 産 工 程情報 は,神 戸 本社 のUNIVAC-494に 収 集 され,必

要 な時 に,必 要 な分 析集計 を行 ない管 理 資料 を アウ トプ ッ トしてい る。

これ ら管理 資料 には,会 社内 部の みで 使 用す るた めの もの の外,オ ー ダー ス テ イタ ス と呼ん で い

る受 注 オ ー ダ ーの生 産進 捗状 況 を 表わ した 資料 の よ うに,商 社 や 需要家 に 提出す る資料 も含まれ て

い る。

(O出 荷 情 報 に 関す る もの

前述 の とお り,工 場 で 製 品が 出 荷 され た情 報が,神 戸 本 社 のUNIVAC-494に 日々 収集 さ

れ るが,コ ン ビ。ユ一 夕ー の 中のオ ー ダ ー フ ァイル と照 合 し,送 状 を 作成す る と と もに,単 価 を 検索

し,製 品 代 金 を計 算 して請 求 書 を作成 し,ア ウ トプ ッ トす る。
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3.生 産 工 程 管 理 シス テ ム

,

3-1概 説

当社の 主 力工 場 であ る千 葉 製鉄 所 や 水島 製 鉄所で は,情 報 処理 の殆 ん どすべ て が コン ピュー タ ー シ

ステム に よっ て カバ ー され てい る。(表9お よび 表10参 照)

表10は 水 島製鉄 所 の コ ン ピ ュータ ー システ ム を図表 化 し た もの であ るが,こ れ をみ ると,水 島製

鉄 所に おいて は,中 央 の 計 算 セ ン ター にUNIVAC-494が あ り,そ れ と連 携 して現 場 作業 管理

用 のコン ピ ュー ター(当 社 で は ラ イ ンコ ン ピュー タ ー とい う名 で呼 んで い る)が あ り,さ らにそれ と

連 携 して 製造 設 備 を コン トロー ルす るい わゆ るプ ロセ ス コ ン ピ ュー タ ーが 存 在す る。 また,中 央 の計

算機UNIVAC-494は 前 述 の 神戸本 社 のUNIVAC-494シ ス テム と伝送 回線 で連 結 され

て い る。 一 種 の コ ンピ ュー ターの 階層 的 設 置に な って い る。

囲 コンtOユ ー"ター の 階層 的設 置 は本 来 それが 望 ま しい とい う こ とでは 必ず し もな く,現 在の1

つ のコ ン ピ ュー タ ーの能 力,ソ フ トウエ ヤ ーの技 術 的 難易 度,ハ ー ドウエヤ ー の安 定 度 か らみ

て,分 散 設 置 を行 な って い る。

3

神 戸 本 社

)理智社全(

)理智体

ー

l

l

l

全場工(

)理智業作(

も

)理智備設(

千葉製鉄所

q

生産工 程 システ ム は,対 象 の製 造品種,例 えば,厚 板,薄 板 大 形 等 に よ って,当 然 そ の 内容 は 相
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違す るが,こ こで は厚板 工 程 を例 として 概 略 を説 明した い。

3-2厚 板 生 産 工 程 管 理 シ ス テ ム

先 づ 厚 板生産 工程 管理 シス テム概 略 フロ ー を示せ ば表11の とお りであ る。

3-2-1オ ー ダー エ ン トリー

各営業 所か ら注 文 情報 が神 戸本 社 のUNIVAC-494に 収 集 され,情 報加 工 が 行 なわ れ て工 場

ベ オ ー ダ ー と して 流れ るまで の過 程 は営業 情 報シス テ ムにお い て既 に述 べ た とお りで あ る。

工 場にお い てオ ー ダー を 受 け取 る と,直 ち に製 作依頼 書 が 作成 され る と と もに,UNIVAC-4

94の オ ーダ ー フ ァイ ルに登 録 され,次 に計 画解析 の 業務 にっ なが る。

3--2-2計 画解 析

先 づ生 産実施 計 画 を策 定 す る必 要があ るが,そ の た めに は,基 準 日計算,負 荷計 算 お よび 仕 掛実 績

の把 握 を 前提 とし なけれ ばな らな い。

(1)基 準 日計 算

生産 工程 は基 本 的に は,出 鋼 →分塊→ 手 入→ 圧 延→ 加 工→ 材 質試験→ 出荷 とな るが これ らは さ ら

に,例 え ば加 工 にっ い て いえば,シ ョ ッ トブ ラス ト,熱 処 理 等 ま ち 材 質 試験 に つ いてい え 戌

引 張 曲 げ試験の ほか,衝 撃 硬度,均 質 の試験 等,小 工 程 の分れ るこ とに な り,個 々の オ ー ダー

の 製造 仕様 に よって,こ れ らの通 過 す る工程 が 異 る わ けで あ る。 従 って,個 々 のオ ー ダー につ いて,

通過す べ き生 産 工程 を把握 し,個 々の生産 工 程 の通過 期間 を計 算 し,オ ーダ ー の納 期 か ら逆算 す れ

ば,素 材計 画 に投入 すべ き時期 が 明 確 に な る。 全オ ーダ ー につ いて コ ンピ ュー ター で この解 析 を行

なって い るが,こ れ を 「基準 日計算」 と呼 んで い る。

② 負荷 計 算

前述 の基 準 日計算 に よ って,素 材計 画 に投入 すべ き時 期が 明 確化 す るが,し か し,こ れ だけ で は

生産 活 動 は開 始 で きな い。何 故 な ら,仮 に基 準 日計 算 どお り生 産着 手 を した とした ら,全 体 として

の オ ーダ ーの 各工 程へ のバ ランスが 考 慮 されて い ない か ら或 る工程 はあ る時期,通 過 す る もの が 集

中 し過 ぎた り,ま た逆 に,或 る工 程 は或 る時 期 負 荷 が軽 す ぎた りして,そ の 結果,工 程が 混 乱 し

た り,設 備 や人が 遊 休 化 した りす る ことに な り,納 期 は守 れず,全 体 と して の生産 量 は 減少.し,コ

ス トが高 くな る。

従 って,各 工程 別 に時 期 別 に通 過 す る量 を計 算 し,(こ れ を負 荷 計 算 とい う)全 体 として の 工程

負 過バ ランス を 考え,必 要 な工 程 の調 節 を行 な う必 要 が あ る。 この負荷 計 算 を基 準 日計 算 同様 コ ン

ピ ュー ターで 行 なって い る。 仮 に調節 を行 な って も,特 定 のオ ー ダー の納期 が ど うして も守 れ な い

事態 に なった と きは,営 業 を通 じ納期 の再 調 整 を需 要 家 との 間 で行 な う必要 もでて く る こ とに な る。

(3)仕 掛 実 績 の把 握

上述 の 基準 日計 算 と負荷 計算 は,い わば 予 測 計算 で あ るか ら,現 実 の 仕掛 実 績 を把 握 し,こ れ を

勘 案 し なけれ ば,具 体 的 な生 産計 画 は設 定で きな い。

鉄 鋼生 産 の 場合 予 測 し難い 工 程撹 乱 原 因 によ り,計 画 の 変更 を余 儀 なくされ るこ とが割 合 に多
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く発生 す るので,尚 更 現 実 の状 況 の 認識 は計 画の設 定 に対 し不 可欠 で あ る。 この 仕掛 実 績 は.コ

ン ピ ュー ターに よ り集 約的 に把 握 され て い る。

以 上 の基 準 日計算,負 荷 計算,仕 掛 実 績の 把 握を基 礎 と して,生 産 実 施 計 画 を設定 す る 手法 を計 画

解析 と呼 んでお り,こ の計 画解析 の 精度 如 何 に,生 産 の安 定 毘 不 安定 性 が かか って くる とい え よ う。

これ らの3つ の 作業 は,い ずれ も人 間 の手 で莫 大 な時間 がか か り,タ イ ミン グの良 い処 理 は不可 能

に近 く,コ ン ピ ュー ター の威力 を発 揮 してい る局 面の一 つであ る。

なお,現 在 では,基 準 日計 算 負荷計 算,仕 掛実 績の把 握 に関す る 資料 を コン ビ。ユー タ ーか らア ウ

トプ ッ トし,人 間が これか ら判断 し て生産 計 画を設 定 して い るが,さ らに,あ らゆ る面で の標 準 化を

推 進 し,計 画 の コ ン ヒ。ユ一 夕ー に よ る 自動 化 が今 後 の夢で あ ることは 前に も述べ た とお りで あ る。

ま た,自 動化 ので きて い ない現 在,人 間判 断 の 環境 条件 がい ろい ろ相違 す るの で 今 の と ころ,本 社

sideで マ ク ロ的 に判 断 し,工 場sideで ミク ロ的 最 終 的判 断を行 ない,相 互 に連 携 し なが ら,生 産

計 画 を設 定 してい るのが 現 実の 姿で あ る。

3-2-3素 材 計 算

需 要家か ら受注 した製 品は,サ イ ズ,形 状,材 質 につい て,様 々な ものが 混 合 して い る。 一方 生 産

設 備 は大 型化 して い る関 係上,製 品,半 製 品 をロ ッ ト化 して生 産 を行 な う必 要が あ る。 厚 板の場 合,

簡単 にい うと次 の よ うな ことに な る。

最 終 製品 厚板圧延機で圧延後の状態 分塊圧延機で圧延後の状態

、

最終 製 品A,B,C,Dお よびE,Fは それ ぞれ厚 板圧延 機で圧 延 され た?,Qか ら勇 断 し

て作 られ てい る。

P',Q'は 分塊 圧 延 機で 圧 延 後 勇 断 され たP,Q(ス ラブとい う)か ら作 られ る。

P十Qは 一 つ の 銀塊か ら作 られ る。

い くつか の鋼 塊 が集 っ て製 鋼 の1チ ャー ジが 編成 され る。

一159一



上図の よ うな最 終 製品 をい くっ か組 合せ て一 つ のス ラブを 計 算 し,い くっか のス ラ ブを組合 せて,

一 つ の銅坑 を計算 し
,い くっか の鋼塊 を組合せ て 製 鋼」 チ ャー ジ を計算す るのを素 材 計算 とい う。

ここで は,当 然 生 産 能率,歩 上 りの 向上 をベ ース に 計算 す る ことに なる。 コン ピ ュー タ ーで 最適

の 組 合せ を 行 な うわ け であ るカC人 間 で は とて も不可 能 な 計算 で,コ ン ピュー ター の 威力 が こ こで も

発揮 され る。

この素材 計 算の結 果 製鋼 工 場 に対す る出鋼 依頼 の 基 礎 にな る紙 テー プがア ウ トプッ トされ
,製 鋼

分塊 シス テム(こ こで は省 略)に つ な が る ことに な り,ま た一 方厚 板工程 に対す る命令 ファイ ルに デ

ー タが 登 録 され
,後 述 の 命令 関係 デー タ処 理に 引 き継 ぐこ とに な る。

3-2-4製 品 半 製 品 の充 当

オ ー ダ ーが,在 庫 製 品か ら充 当で きない か,ス ラ ブそ の他 の在 庫 半 製 品か ら充当で きないか,そ れ

ぞれ の プ ロ セスで コ ン ピ ュー ターで照 合 し,充 当不 可 の もの につ い て,新 し く生産 す る こ とに な る。

この コン ピ ュー タ ー に よる充 当につ い て も,手 作業 ベ ー ス の場 合に比べ,タ イ ミング良 く,ま た 的

磁 処理 す る ことが 可能 に な ・てい る・/

3-2--5製 造 命 令

出 鋼 依頼 に基 き,出 鋼 分 塊が行 な われ,ス ラブヤ ー ドで の表面 手 入 形 状 検査 を 経 て完山 が 行 な

われ るが,こ れ は,均 熱 炉 に銅坑 が装 入 され た とき,圧 延 ロ ッ ト単位 に 出 され る加 熱炉 装 入命令(コ

ンピ ュータ ーで プ リン トア ウ ト)に 準 拠 す る。

加 熱炉 装入 命 令 は,ロ ー ル チ ャ ンス,操 炉 条件の 外 次 工 程以 降 の 工程バ ランス を考 慮 して きめ

なけれ ば な らな いが,こ れ は厚板 工程管 理 の最大 の キー ポ イ ン トで あ る。

この 命 令組 自体 も現 在 は手 作業 によ って い るが,コ ン ピ ュー タ ー によ る自動化 が今 後の研 究 課題で

あ る。

圧 延順 位が決 定 され た もの につ い て は,命 令 フ ァイ ルか ら,ラ イ ン コン ピ ュー タ ーに磁 気 テー プで

当該 ス ラ ブの 情 報が 伝 達 され る。

ライン コ ン ピ ュー ター は次 の機 能 を果 して い る。

α)各 生 産 現 場 に対 す る情報 加 工 を行 な う。

@)ω に よ り,各 生産 現 場 に対 し,オ ン ライ ンで,端 末 機 に 命令 内容 を表示 す る。
J

内 各生 産 現 場 か ら作業実 績 をオ ン ライ ンで 収 集す る。

(⇒ プロセ ス コン ピ ュー ター に必 要 な情 報 を渡す。

3-2-6出 荷 命令

生産 され た製 品 は,配 山記 号に 従 って,製 品 ヤー ドに 集荷 山積 され る。 こ こで配 山記号 とは工程 計

画 作成 の時点 で,需 要 家 納 期 等 によ り判断 決 定 され る集荷 山 積 のロ ッ ト番 号で あ る。

一 方
,積 荷 の ま とま り状 況 が毎 日,荷 揃 状 況表 として,コ ン ビ。ユ一 夕ーか らア ウ トプ ッ トされ る。

これ によ って 出 荷担 当者 はオ ー ダーが約 定 ご とに どの 工 程 に どの よ うに仕 掛 って い るかが 把め るの で
,

ノ

これ によ って荷 の ま とま った もの を判 断 し て,コ ン ピュー タ ー に出荷 の判断 を イ ンプ ッ トし,出 荷命

令 を発行 す る。 この出 荷 命令 に対 して,運 輸担 当 課が 輸 送 便 を手 配す るが,積 込ま れ た後,情 報 が コ
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ン ピュ一 夕 ー にイ ン プ ッ トされ,出 荷 案 内書 が 発 行 され る。 前 に触 れ たよ うに この 際 出 荷 内容 を別

途 パ ンチ カ ー ドで 需要家 に 送達す るケ ー ス があ る。

また,工 場 の 出荷 情報 は,通 信 回線 を通 じて毎 日神戸 本 社 のUNIVAC-494に 伝送 され,本

社で は,送 状,請 求 書 を コン ピ ュー ター で作成 し,配 布 して い る こ と も既述 の とお りで あ る。

出 荷に 関す る問 題 は,出 荷 は生産 工 程 の最 後の プ ロセ スで あ るか ら,そ れ まで の工 程 の異 常 現 象

(計 画 外現 象)の しわ 寄 せをす べ て 受 け る こ と,ま た一 方,輸 送 便,天 候 需 要 家 側 の事情 等,当 社

内で 管 理で きな い 条件が あ るこ と,等 を 旨 く調整す る必要 が あ る点 で あ る。 これ らの局 面 につ い ての

判 断 は,コ ン ピ ュー ターで は,ま だ まだ一 義 的 には きめ られ ない問 題 と して 残 ってい る とい え よ う。

3-2--7工 程 進 捗管 理

生 産実 施 計画 は,あ くまで も予 定であ り,従 って 実績 は必ず し も予 定 が 守 られ ず,ず れ が発生 す る。

この ずれ を 常に チ ェ ック し,調 整 し,当 初 の計 画 にで き る限 り近 づ け る活 動 を工 程進捗 管 理 とい う。

このた め管理 資料 と して,工 程状 況 表(オ ー ダー ステ イ タス)を コ ン ピ ュータ ー で作成 じてい る。.一

この 工程状 況 表 は,主 要 な工 程か ら実 績情 報 をタ イ ム リー に収集 し,オ ー ダ ーの進 行 状 況 を 約定,寸

湖 順 示し洛 工程での通過予定日議,対 比棚 靴 されるようにな。ている.と れによ。て麟
/

担 当者 は,当 初予定 とのずれ をチ ェ ッ クしなが ら異 常現 象 に 対 し,必 要 な部 署 に必 要 なア ク シ ョンを

かけ る こ とに な る。

囲 工 程状況 表 を作 成 す る作業 は,マ ス プロ化 して い る生 産 の 実績 を タイ ム リー に収集 す るこ と

がベ ー スに な るが,こ れ は手 作業 体制で は不 可能 に近 く,コ ン ピ ュー ター によ り,迅 速,的 確

な資料 が とれ,且 つ,予 定 と実 績 の対比 分 析が明 瞭にで き るよ うに な り,コ ン ビ。ユ一夕 ー の効

果 が大 き く発揮 されて い る。

3-2-8各 種管 理 資 料

生産 工程 管理 の機 械 化 に伴 な い,各 種 の実 績情報 が コン ピュー タ ーに収 集 され るの で,生 産 実績 関

係,品 質 管理,技 術 管理 関係 の 管理 資料 を集 計 分析 して 作成 してい る。

参 考 千葉 製 鉄所 にお いて は製 鋼 分 塊 ホ ッ トス トリップ の工 程 をオ ンラ イン リアル タ イムで

処理 して い るが,参 考 まで に概 略 図 を添付す る。(表12,表13)
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4.む す び

以上 で,販 売,生 産 に 関す るオペ レー シ ョナル な情報 処 理 の現状 につい て概 略 を述 べ た が,こ の 特

色 を 抽象的 に総 括す る と,

(1)販 売,生 産業 務 を全 社 的に有 機 的 総 体 的 に情 報 処理 の対 象 とし て把 えて い るこ と。

② 本社 営 業 所 工 場 を連 結 し たオ ン ライ ンシ ステ ムは,今 後益 々輻湊 す る情 報処 理 に対 し,極 め

て ダイナ ミックに対 処 で きるこ と。

(3)オ ペ レー シ ョナル 情報 の うち,会 社 とし て最 も重 要 な販 売 生 産 の情 報処 理 の大 半が 機械 化 され

て いる こ と。

(4)人 間 の 省 力化 もそ の狙 い として い る こ とは勿論 で あ るが,人 間 の 手で は不 可能 な処理 が,コ ン ピュ

ユ一夕 ーで 行 なわれ て い る こ と。

㈲ 広範 囲 に亘 るオ ペ レー シ ョナル レベ ルで の情 報処 理 が マネ ー ジメ ン トレベ ルの 情 報 処理 を 可能 と

す る基 盤 を着々 と形成 しつ つあ るこ と。

で あ ろ う。 しか し なが ら,現 状 につい て は,① 機 械 化 の 網羅 され て い る範 囲は まだ 完全で は な く,②

質 的 な奥 行 につ いて もま だ浅 く,③ 情 報管 理 を 会社 経 営の 中枢 として 完 全 に位 置付 けて い るとは まだ

云 えない 等 々,問 題 が 多い。

機 械化 の 歴史 をふ りか え る と,

点 の 機械化 …… … 部 分的 な計算 作 表 の 機械 化

線 の機 械 化 …… ・・い わ ゆ るIntegratedDataDrocessing(1・D・P・)

面 の機械 化… 一 ・・い わ ゆ るTotalSystem

立体 の 機械化 …… い わ ゆ るManagementInformationSysteln(M.1.S.)

の ように 辿 って きて お り,現 在 は正 にM.1.S.の 時代 であ ると いわれ て い るが,現 状 では,情 報

を完全 に総 合 化す る段 階に は まだ ま だ きてお らず,む し ろBasicな 情 報基 礎 を収集 蓄 積す る こ とに

懸 命に努 力 してい る状 況 で あ り,そ の意 味で,今 後大 きな課題 が我 々の 前 に立 ち塞 って い る とい え よ

う。 しか し,そ れ で も我 々は 敢然 とそ の 課題 に 向わ なけれ ば な らない のが,今 の情 報 管 理の 使 命で あ

り,企 業 の 命題で もあ る。
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